


固 ユニテイビジネス言
、コ

井戸敏三

コミュニティ・ビジネスで新しい地域おこし
コミュニティビジネス総合研究所代表取締役所長

4 
細内信孝

j賓田静江

兵庫県知事巻頭エッセー ・コウノトリ期る郷をめざして

北海道 市民が起業しやすいコミュニティ・ビジネスの環境づくり一一長谷正大

青森県鯵ケ沢町 白神山地の里山でコミュニティビジネスを展開一一一永井雄人

岩手県江刺市 歴史的繁栄を残す“蔵"を活かした地域再生事業一一一綾野輝也

東京・多摩ニュータウン 父親が参加する地域のまちづくり事業一一一一一富永一夫

東京都渋谷区 商庖街情報発信の地域サイトでまちを活性化 長坂由佳

償浜市 互いに助け合うまちづくりを目指す福祉法人

滋賀県 地域の自律・自立で循環型経済社会の構築目指す 山田

3
3
n
u
q，h
a斗

a
O
o
o
n
u

f
E
'
E
'
E
'
E
'
E
冒

E

q
，h 実

政所利子

富山県 コミュニティビジネス振興にきめ細かな支援を展開一一一一一水上

大阪市 企業OBによる業務請負事業で生きがい創出

兵庫県 新しい価値観に基づく I生きがいしごとJを支援兵庫県産業労働部商工労働局雇用就業課

高知県中土佐町 イチゴ農家女性の手作りケーキが年商八千万円に一一 政岡

f憂

井上大三

新時代のビジネス戦略とコミュニティビジネス

ハυ
q
L
8
4
A
U

司

O
司

O
司

O
司

J

(株)玄代表取締役27 

アメリカンビレッジ

北谷町役場

妙

コラム
市民との協働による 『夢のあるまちづくり』 功竹内鳥取市長22 

地方行財政関連施策解説

コミュニティ・サービス事業の支緩策 J字

アンテナショップめぐり

にほんばし島根館/広島ゆめてらす

犬丸38 

41 

地燭づくり団体操訪

まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎

ハゼの実ロウ復活委員会

サンセ yトビーチ

神奈川県茅ヶ崎市

山口県田布施町
42 
44 

センタ一通信46 
| グラビア I 

コミュニティビジネスーI
。 -11

都道府県漫遊.熊本県

手前みそですが・・・

.茨縄県ひたちなか市

1
1
司

J

守

r
n
o

--内
4

a
斗

a且
『

編
集
H
側
地
岡
崎
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
編
集

北谷城跡

エ
イ
サ

l
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル

北
谷
町
の
陸
上
競
技
場
で
七
月
三
、
四
の
両
日
、

沖
縄
地
方
の
古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
で
あ
る
工
イ
サ

|
祭
り
が
開
か
れ
た
。
米
国
同
時
テ
口
の
影
響
で
減

少
し
た
観
光
客
を
呼
び
戻
そ
う
と
、
沖
縄
青
年
団
協

議
会
が
中
心
に
昨
年
か
ら
実
施
。
今
年
も
各
地
か
ら

青
少
年
が
集
ま
り
、
「
先
祖
を
送
る
集
団
舞
踊
」
と
さ

れ
る
エ
イ
サ
を
観
光
客
な
ど
に
披
露
し
た
。

北
谷
町
は
、
沖
縄
本
島
中
部
に
位
置
し
、
西
は
東

シ
ナ
海
に
面
す
る
。
在
沖
米
海
兵
隊
墓
地
司
令
部
の

あ
る
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
賢
、
極
東
最
大
の
墓
地
で
あ
る

嘉
手
納
飛
行
場
な
ど
の
米
軍
施
設
が
集
中
し
、
そ
の

面
積
は
町
全
体
の
実
に
五
三
・
五
%
に
及
ぶ
。

こ
う
し
た
中
で
町
は
、
自
然
と
人
聞
が
調
和
し
た

創
造
性
豊
か
な
活
力
あ
る
地
岡
崎
社
会
ヲ
一
ラ
イ

(東

方
の
彼
方
の
楽
土
)
の
都
市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
に
設
定
。
若
者
が
集
う
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
ピ
レ
ツ
ジ
に
続
き
、
水
産
業

と
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
融
合
を
目
指
す
フ
イ

ツ
シ
ヤ
リ
|
ナ
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
、
沖
縄
の
一

大
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
墓
地
.つ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
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皆
さ
ん
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
「
赤
ち
ゃ
ん

を
運
ん
で
く
る
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
体
長
約

一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
翼
を
広
げ
る
と
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
国
内

最
大
級
の
鳥
で
す
。
昭
和
四
十
年
に
兵
庫
県
の
県
鳥
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

か
つ
て
兵
庫
県
北
部
の
但
馬
地
方
で
は
、
豊
か
な
自
然
の
な
か

で
、
数
十
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ゆ
っ
た
り
と
大
空
を
舞
い
、
川
辺

や
問
ん
ぼ
で
餌
を
つ
い
ば
み
、
松
の
上
に
巣
を
か
け
雛
を
育
て
る

姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
か
ら
五
十
年
ほ
ど
前

ま
で
は
、
但
馬
の
日
常
的
な
風
景
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
急
速
な
経
済
成
長
と
自
然
環
境
の
破
壊
は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
い
る
風
景
を
激
変
さ
せ
ま
す
。
ほ
場
整
備
や
河
川
改
修

な
ど
に
よ
る
生
息
地
の
喪
失
、
水
田
の
乾
田
化
や
過
度
の
農
薬
の

使
用
に
よ
り
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
フ
ナ
、
タ
ニ
シ
等
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
急
減
し
ま
す
。

昭
和
三
十

一
年
に
は
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
県
民
あ

げ
て
の
「
そ
っ
と
す
る
運
動
」
や
「
ド
ジ
ョ
ウ

一
匹
運
動
」
な
ど

が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
年
か
ら
は
人
工
飼
育
が
始
ま
っ

た
も
の
の
、
昭
和
四
十
六
年
、
囲
内
の
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
但

馬
の
地
を
最
後
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

苦
戦
を
続
け
る
人
工
飼
育
へ
の
挑
戦
、
転
機
は
昭
和
六
十
年
に

訪
れ
ま
す
。
兵
庫
県
の
友
好
提
携
先
で
あ
る
旧
ソ
連

・ハ

バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
か
ら
六
羽
の
幼
鳥
が
贈
ら
れ
た
の
で
す
。
二
組
の
ベ
ア

が
誕
生
し
、
平
成
元
年
、
待
望
の
雛
が
誕
生
し
ま
し
た
。
人
工
飼

育
開
始
か
ら
二
十
四
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

平
成
十

一
年
に
は
、
種
の
保
存
や
遺
伝
的
管
理
、
野
生
化
に
向

け
て
の
研
究
・
実
験
的
試
み
な
ど
を
担
う
「
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
」
を
開
設
。
現
在
、
飼
育
数
も
か
つ
て
但
馬
に
生
息
し
て
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い
た
と
さ
れ
る
百
羽
を
超
え
、
来
年
か
ら
は
世
界
で
も
類
を
見
な

い
、
人
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
の
野
生
復
帰
を
目
指
し
、
試
験

放
鳥
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
魚
、
カ
エ
ル
な
ど
生
き
た
餌
だ
け
を

一
日
に

五
百
グ
ラ
ム
か
ら
六
百
グ
ラ
ム
食
べ
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
活

す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
生
き
た
餌
を
確
保
で
き
る
自
然
環
境
が

必
要
で
す
が
、
そ
れ
は
我
々
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
環
境
で
す
。

人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
が
共
に
暮
ら
せ
る
環
境
は
、
人
と
自
然
が
共

生
す
る
豊
か
な
地
域
空
間
な
の
で
す
。

但
馬
で
は
、
地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
農
薬
や
ア
イ
ガ
モ
農
法
な
ど

の
環
境
創
造
型
農
業
、
水
田
、
河
川
の
自
然
再
生
、
里
山
の
整
備

な
ど
が
、
ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
展
開
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を

素
材
と
し
た
環
境
教
育
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
夏
、

一
羽
の
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
郷
公
園
に
飛
来
し

ま
し
た
。
居
心
地
が
良
い
の
で
し
ょ
う
。
二
年
近
く
経
っ
た
今
も

但
馬
に
住
み
着
い
て
い
ま
す
。
時
に
は
ケ

l
ジ
か
ら
仲
間
を
誘
い

じ
ゅ
ん

出
す
な
ど
、
ど
う
や
ら
こ
の
野
生
の

一
羽
が
、
自
然
馴
化
の
先

達
を
つ
と
め
、
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
導
役
と
な
っ
て
く

れ
そ
う
で
す
。

「自
然
の
再
生
」
と
は
、
単
に
美
し
い
自
然
を
回
復
さ
せ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
営
み
の
中
で
、
人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
が
共
生
で
き
る
空
間
を
創
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
「
自
然
の
再
生
」

だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
自
然
の
摂
理
を
大
切
に
し
た
地
域
づ
く
り

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
|

|
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
は
そ
の
象
徴

•• 
、
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泌総ゆ

な
の
で
す
。

但
馬
の
大
空
を
再
び
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
、
期
る
日
が
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。
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E商担圃・・・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ=『ユ-
=
ア
イ

-
ビ
ジ
ネ
ス
で

泊域~ω 4 2004・8月号

住
民
を
元
気
に
す
る
自
律
・
循
環
型
の
地
域
社
会
づ
く
り

一
九
九
四
年
に
筆
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

い
う
言
葉
を
生
み
出
し
て
か
ら
、
早
く
も
十
年
余
り
が
経

過
し
た
。
今
や
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
国
(
総
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
)
ば
か
り
か
、
ほ
と
ん

ど
の
都
道
府
県
で
そ
の
振
興
策
や
支
援
制
度
を
用
意
す
る

ま
で
に
な
っ
た
。
筆
者
自
身
も
こ
の
十
年
間
で
全
国
五
百

カ
所
を
超
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
講
演
活
動

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
そ
の
啓
発
・
普
及
に
努

め
て
き
た
。
ま
た
同
時
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
場

に
足
を
運
び
、
現
場
で
活
躍
す
る
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

と
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を
得
た
。

そ
の
中
で
大
き
な
変
化
と
き
守
え
ば
、

一
九
九
八
年
に
N

P
O
法
が
施
行
さ
れ
、
今
ま
で
任
意
団
体
で
あ
っ
た
介

護

・
福
祉
系
の
市
民
団
体
が
法
人
格
を
得
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
0
0
0年
の
介
護
保
険
法
に

よ
っ
て
弾
み
が
付
き
、
時
給
四
百
円
程
度
の
シ
ャ
ド
ー
ヮ

ー
ク
と
言
わ
れ
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
最
低
労

働
賃
金
を
は
る
か
に
ク
リ
ア
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
賃
金
を
ア

ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
が
大
き
い
。
正
当
な
仕
事
と
し
て
社
会

的
に
認
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

N
P
O法
人
格
を

得
た
団
体
は
、
い
ま
や
収
益
事
業
を
意
識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
成
長
し
、
各
地
で
年
間
事
業
高

一
億

円
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
き
ち
ん
と
政
策
誘

導
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
産
業
化
は
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
超
少
子
・
高
齢
社
会
と
貧
富
の
差
が
拡
大
す
る

階
層
社
会
が
交
叉
す
る
で
あ
ろ
う
わ
が
国
の
地
域
社
会
を

遠
望
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
産
業
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
し
て
、
そ
の
問
題

解
決
を
住
民
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
だ
。
本

稿
で
は
、
国
や
都
道
府
県
の
支
援
制
度
に
よ
り
各
地
で
広

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
そ
の
第
二
ス
テ
ー

ジ
の
幕
開
け
と
し
て
、
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
て
紹
介
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役
所
長

・

細
内
信
孝

る
こ
と
に
す
る
。

筆
者
は
、
九
五
年
九
月
六
日
に
当
時
の
日
本
工
業
新
聞

の
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
目
」
に
「
期
待
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
題
し
て
、
署
名
入
り
の
論
文
を
発

表
し
た
(
四
回
に
わ
た
り
連
載
)
。
そ
の
反
響
は
大
き
く
、

当
時
、
兵
庫
県
庁
の
若
手
職
員
の
人
た
ち
が
筆
者
の
と
こ

ろ
を
訪
ね
て
来
て
、
神
戸
の
震
災
復
興
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
を
導
入
し
た
い
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
旨

の
依
頼
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
講
演
会
や
起
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、

兵
庫
県
神
戸
と
の
お
付
き
合
い
は
現
在
ま
で
続
い
て
い

る
。
そ
し
て
岡
県
は
九
九
年
、
日
本
で
初
め
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
離
陸
応
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

被
災
地
を
抱
え
、
真
に
社
会
的
企
業
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
兵
庫
県
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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神
戸
を
は
じ
め
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
が

誕
生
し
て
い
る
。

西
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ッ
カ
が
兵
庫
県

な
ら
ば
、
東
の
メ
ッ
カ
は
岩
手
県
で
あ
る
。
岩
手
県
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
に
大
変
熱
心
な
県
の

一
つ

で
あ
り
、
県
の
地
方
振
興
局
ご
と
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・ビ
ジ
ネ
ス

の
活
動
事
例
集
を
作
成
し
、
啓
発
・普
及
に
努
め
て
い
る
。

筆
者
も
、
九
六
年
以
降
県
内
各
地
の
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
お
手
伝
い
し
、
訪
岩
五
十
回
を
超
え
る

サ
ボ

l
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
二

O
O
一
年
に
は
県
内
の

産
官
学
民
に
よ
っ
て
岩
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
協

議
会
も
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
盛
岡
市
の
ま
ち
中
に
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
を
直
接
支
援
す
る
中
間
支
援
機

関
(
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ

l
)
も
誕
生
し
た
。
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
各
種
情
報
の
提
供
や
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

• コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
も
第
ス
テ
ー
ジ
の
啓

発
・
普
及
の
段
階
か
ら
、
西
の
兵
庫
県
や
東
の
岩
手
県
の

よ
う
に
地
域
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り

そ
う
な
芽
を
発
掘
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス

同
士
を
結
び
付
け
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
り
、
ま
ち
中
に
そ
の
支
援
拠
点
を

設
け
た
り
と
、
す
で
に
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
地
域
密
着
の
等
身
大
事
業
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
か
ら
し
て
も
、
都
道
府
県
が
そ
の

支
援
者
の

一
人
に
な
る
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
多
く
は
、
第

一
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

般
の

住
民

・市
民
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・ビ
ジ
ネ
ス
を
知
っ
て
も
ら

う
、
分
っ
て
も
ら
う
段
階
で
あ
り
、
啓
発
・
普
及
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
現
状
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
ま
だ
多
く
の
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
は
、
第

一
ス

テ
ー
ジ
か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う
発
展
段
階
に
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

第
三
ス
テ
ー
ジ
を
遠
望
し
て
み
る
と
、
地
域
経
営
参
画
の

ス
テ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

を
も
っ
て
地
域
経
営
に
参
画
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
単

に
自
治
体
の
経
営
で
な
く
、
地
域
の
自
立
を
念
頭
に
踏
ま

え
、
財
政
的
に
も
政
治
的
に
も
自
立
し
た
地
域
と
し
て
、

そ
の
地
域
経
営
に
住
民
・
市
民
自
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
を
も
っ
て
参
画
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。

現
状
の
中
央
集
権
国
家
に
お
け
る
補
助
金
や
交
付
金
制

度
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
が
国
が
財
政
的

(
負
債
は
七
百
兆
円
超
過
)
に
も
政
治
的
に
も
破
綻
状
況

に
な
れ
ば
、
地
方
は
地
域
経
営
を
真
剣
に
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
は
、
わ
が
国

も
成
熟
し
た
市
民
社
会
を
迎
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
ら

行
財
政
改
革
を
実
行
し
、
市
民
が
地
域
経
営
に
直
接
参
画

す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
初
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言

葉
を
目
に
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
基
本
と
な
る
考

え
方
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
は
、
自
ら
の
地
域
を
元
気
に
す
る
住
民
主
体
の
地
域
事

業
(
法
人
格
は
問
わ
な
い
)
で
あ
る
。
今
ま
で
の
行
政
や

大
企
業
が
提
供
す
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
と
違
っ
て
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
困
っ
た
問
題
、
ま
た
は
生
活
の
質
を
上
げ

る
よ
う
な
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
展
開
す
る
。

そ
の

一
番
目
の
特
徴
は
、
顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
成

り
立
ち
、
住
民
主
体
の
地
域
密
着
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

二
番
目
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
利
益
追
求
を
第

一
と
し
な

い
、
適
正
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
し
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
三
番
目
は
、
営
利
を
第

一
と
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
間
領
域
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
る
。
四
番
目
の
特
徴
は
、
世
界
的
な
視
点
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
、
そ
し
て
行
動
、
ア
ク
シ
ョ
ン

は
ロ
ー
カ
ル
、
つ
ま
り
地
域
に
根
差
し
た
形
で
実
行
す
る
。

さ
ら
に
開
放
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
。
例
え
ば
、
事
業
内
容
や
会
計
情
報
を
地
域
の
関
係

者
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。
顔
の
見
え
る
関
係
の
下
で

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
信
頼
感
や
き
ず
な
を
強
め
、

地
域
で
の

一
体
感
を
醸
成
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

• コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
次
の
四
つ
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。

一
つ
目
は
「
自
分
起
こ
し
、
自
己
実
現
」
が
可
能
で
あ

る
。
個
人
の
働
き
が
い
、
生
き
が
い
を
満
た
す
こ
と
で
人

間
ら
し
い
暮
ら
し
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
性
の
回
復
」
が
期

待
で
き
る
。

;地減也

二
つ
目
は
「
そ
の
地
域
特
有
の
社
会
問
題
」
を
解
決
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
有
の
問

題
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

2004・8月号

一一一

つ
目
は
「
生
活
文
化
の
継
承
・
創
造
」
で
あ
る
。
地

域
で
は
、
生
活
文
化

・
伝
統
芸
能
の
継
承
者
が
い
な
く
な

5 



る
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
る
が
、

ジ
ネ
ス
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
地
域
の
愛
好
団
体
と
地
元

企
業
を
結
び
付
け
、
活
動
資
金
の
確
保
と
人
材
の
育
成
を

促
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四
つ
目
は
「
経
済
的
基
盤
の
確
立
」
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
遊
休
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
の
雇
用
を
満
た
す
こ
と
で
地
域
内
循
環
型
経
済
が
可
能

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ピ

に
な
る
。• コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域

(図
1
)
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
点
に
や
や
経
済
性
の
指
向
が
強
い

と
吾一
尽
え
る
。
こ
の
領
域
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
こ
の
領

域
と
大
き
く
重
な
る
の
は
、
従
来
の
中
小
零
細
企
業
や
市

民
事
業
、
そ
し
て

N
P
O法
人
、
協
同
組
合
、
企
業
組
合
、

自
治
会
も
、

地
域
に
役
立
つ
事
業
を
始
め
る
と

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
。

近
年
、
日
本
の
企
業
の
中
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一

員
と
し
て

「
企
業
市
民
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
ま
れ
、

地
域
社
会
と
の
関
係
を
重
視
す
る
企
業
も
現
れ
た
二

方、

市
民
運
動
は
こ
れ
ま
で
の
告
発
型
か
ら
、

N
P
O法
人
を

つ
く
り
事
業
を
通
じ
て
問
題
解
決
す
る
ケ

l
ス
が
増
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
動
き
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

領
域
を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

7
原
則

各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
第

一
ス
テ
ー
ジ

か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う
段
階
に
あ
り
、
国
や
地
方

自
治
体
が
税
金
を
も
っ
て
直
接
支
援
す
る
と
な
る
と
、
も

う
少
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場
を
明
確
に
し
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(生存欲求の充足と
競争社会の激化)
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て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
、

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場
を
次
の
七
原
則
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。

コ
ミ
、
ユ
一
一
一
ア

①
地
域
の
(
遊
休
)
資
源
を
活
用
し
て
の
起
業
か

②
個
人
の
自
分
起
こ
し
(
自
己
雇
用
)
に
な
っ
て
い
る
か

③
地
域
の
雇
用
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
か

④
地
域
の
問
題
解
決
に
寄
与
し
て
い
る
か

⑤
地
域
で
新
し
い
社
会
関
係
や
協
働
関
係
を
生
み
出
し

て
い
る
か

⑥
利
益
は
事
業
目
的
に
再
投
資
す
る
か
、
地
域
に
還
元

6 

し
て
い
る
か

⑦
地
域
に
可
能
な
限
り
経
営
情
報
を
開
示
し
て
い
る
か

国
や
地
方
自
治
体
は
、
上
記
七
原
則
す
べ
て
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
条
件
と
し
な
い
ま
で
も
、
情
報
開

示
の
時
世
か
ら
、
支
援
先
に
そ
の
努
力
目
標
と
し
て
前
記

条
件
の
多
く
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

地崩也 2側 ・8月号

• コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
な
小
さ
な
地
域
事

業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
競
争
社
会
と
ロ
ー
カ
ル
な
相
互

扶
助
社
会
を
結
ぶ
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在
に
あ
る
。
安
心

で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
両
者
(
グ
ロ
ー
バ
ル

と
ロ
ー
カ
ル
)
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
片
方
の
み
の

地
域
社
会
は
理
想
像
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
も
し
片
方
の
み
の
地
域
社
会
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
多
く
の
社
会
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
大
競
争
社
会
と
相
互

扶
助
社
会
の
補
完
関
係
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
よ
う
な
存
在

(図
2
)
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
個
人
が
活
き
活
き
と
す
る

よ
う
な
働
く
場
や
自
分
起
こ
し
に
役
立
つ
よ
う
な
仕
事
場

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
活
き
活
き
と
し
た
人
々
の
い
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
域
社
会
全
体
も
活
き
活
き
と
し

て
く
る
(
地
域
起
こ
し
に
つ
な
が
る
)
。
失
業
者
や
フ
リ

ー
タ

l

(欧
州
で
は
社
会
的
排
除
に
遭
う
と
と
ら
え
て
い

る
)
を
極
力
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
わ
が
国
も
社
会
的
内

包
策
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
は
、
そ
う
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
問
題
解
決
を
進
め
る
格
好
な
手
段
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で
あ
る
。
前
述
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
ス

テ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
第
三
ス
テ
ー
ジ
の
自
立
的
な
地
域

経
営
に
、
市
民
自
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
も

っ
て
参
画
し
て
い
く
時
代
と

一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
今
、
追
い
風
が

吹
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
も
個
人
の
起
業
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
新
し
い
地
域
起
こ
し
を
し
よ
う
と
い
う
試
み
が

生
ま
れ
て
い
る
。
最
近
の
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
、
栃

木
県
足
利
市
の

「
麦
わ
ら
ぼ
う
し
の
会
」
(
事
務
局
/
笠

原
産
業
株
式
会
社
)
が
あ
る
。

栃
木
県
産
の
小
麦
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
元
生
産
者

か
ら
地
元
加
工
業
者
(
製
麺
、
製
菓
、
製
パ
ン
、
惣
菜
な

コミュニティビジネス

地元の小麦を使用した料理教室 (麦わらぼうしの会)

ど
の
業
者
)
、
そ
し
て
地
元
消
費
者

ま
で
巻
き
込
ん
だ
地
産
地
消
を
展
開

中
で
あ
る
。
ま
だ
発
足
し
て
丸
二
年

だ
が
、

一
般
消
費
者
を
サ
ボ

l
タ
l

に
栃
木
の
小
麦
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
レ
シ
ピ
の
開
発
や
試
食
・
即
売

会
を
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
る

(写
真
)
。

地
元
の
小
麦
を
使
用
し
た
パ
ン
教

室
や
う
ど
ん
教
室
は
、
安
心
か
つ
手

作
り
の
昧
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
県

内
各
地
で
盛
況
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
フ
ァ
ー
ス
ト
、

ピ
ニ
エ
ン
ス
が
そ
の
価
値
観
な
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
セ
l
コ
ン

CommunityBusiness 
(Small Business) 

図2

ヘ
ル
シ
ー
が
そ
の
価
値
観
か
も
し
れ
な
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
地
域
の
産
物
(
地
域
資
源
)

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
、
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ

フ
テ
ィ

l
、

に
は
地
域
全
体
で
地
域
食
材
の
安
全
確
認
と
そ
の
使
用
量

を
増
や
し
、
社
会
的
弱
者
を
も
含
む
地
域
の
雇
用
開
発
や

地
域
内
循
環
型
経
済
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
、

二
十

一
世

紀
型
の
大
競
争
社
会
と
相
互
扶
助
社
会
が
共
存
す
る
姿
が

う
っ
す
ら
と
垣
間
見
え
て
く
る
。

も
、
っ

一
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
な

事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
れ
は
青
森
市
に
あ
る

N
P
O法

人
「
活
き
粋
あ
き
む
し
」
が
経
営
す
る

「
浅
め
し
食
堂」

で
あ
る
。
そ
の
食
堂
は
地
元
雇
用
の
女
性
た
ち
が
運
営
す

Activities 
(活動)

ボランティア活動

コミュニティ・ビジネス

伽
叫

語
司
会
手，司
J

4

，
 

加
常
品』
，4
E
A
 

I
しf
 

r胡

協働・共創コミュニティ

① 紺1iJ;I，i.r:

る
、
家
庭
の
味
を
提
供
す
る
日
替
わ

り
定
食
屋
さ
ん
で
あ
る
。
代
表
の
石

木
さ
ん
は
、
こ
の
町
の
町
医
者
、
数

年
前
に
東
京
か
ら

U
タ
ー
ン
し
、
医

院
と

N
P
O
の
多
足
の
わ
ら
じ
を
は

く
。
食
堂
の
食
材
は
地
元
で
収
穫
し

た
低
農
薬
の
米
や
野
菜
と
海
産
物
な

ど
で
、
化
学
調
味
量
を
使
わ
ず
天
然

の
だ
し
を
使
用
し
て
い
る
。
メ
ニ
ュ

ー
は

「
毎
日
な
つ
か
し
い
、
ほ
っ
と

す
い
と
ん

す
る
料
理
(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
水
聞
な
ど
と

を
安
価
で
提
供
。
医
師
と
栄
養
士
の

監
修
で
塩
分
、
カ
ロ
リ
ー
、
た
ん
ぱ

く
質
、
脂
質
な
ど
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

は
ぱ
っ
ち
り
。
個
人
の
健
康
e

つ
く
り

と
地
元
女
性
の
働
く
場
の
確
保
で
ヘ
ル
シ

l
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
(
安
心
・
安
全
の
健
康
地
域
)
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

二
十

一
世
紀
を
聞
く
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
は
、

石
木
さ
ん
の
よ
う
な
社
会
的
起
業
家
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
つ
く
り
出
す
ヘ
ル
シ

l
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
(
新
し
い
地
域
起
こ
し
)
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
、
わ
が
国
の
地
域
社
会
は
超
少
子
・
高
齢
社
会
に

向
か
っ
て
、
経
済
行
為
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
混
と
ん

と
し
た
社
会
問
題
を
発
生
し
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

(細
内
信
孝
の

H
P
才
口
℃
父
¥宅
老
〈
〈
・
才

Oωocoz-
。。ョ
)

i地誠治

細
内
信
孝
(
ほ
そ
う
ち

・
の
ぶ
た
か
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
M
M
m
孫
。
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
(
産
業
界
)
、
崎
正
-k
f短
期
大
学
客

員
教
授
(
学
界
)
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ネ
ァ
ト
ワ

1
ク
理
事

長

(
N
P
O
)。
E
な
編
符
舟
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
(山中央

大
学
出
版
部
)
、
『地
域
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

(編
符
ぎ
ょ
う
せ
と
な
ど
多
数
。

2004・8月号7 



市
民
が
起
し
や
す
い
コ
ミ
ュ

ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
づ
く
り

ー

l
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
後
押
し
す
る
シ
ス
テ
ム
確
立
へ

特
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス。

本
稿
で
は
、
北
海
道
(
以
下
「
道
」
)
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
(
以
下
「
C
B
」
)
育
成
支
援
施
策
を
紹

介
す
る
。
(
詳
し
く
は
、
道
経
済
部
新
産
業
振
興
室
の
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
7
2
℃一
¥
¥
割
当
者
七
円
合
同
・

7

。w
E
E
。・E
¥}向。-
N
巳
¥
W
N目
的
印

D
m
u『
¥
円

g
q
¥n
B
q
'

F
口内
r
u
n
-
Y
Z
ロ)

h
F

一
自
主
・
自
律
の
"
北
海
道
づ
く
り
“
を

4
-
一
目
指
す

C
B
の
定
義
は
、
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
こ
で

は

「地
域
に
密
着
し
た
地
域
内
の
経
営
資
源
を
活
用
し
た

地
域
課
題
解
決
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
す
る
(
平
成

一
六
年

三
月
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
活
性

化
策
」
報
告
書
H
道
協
働
型
政
策
検
討
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
l
ム
)
。

道
の
C
B
に
対
す
る
育
成
支
援
の
歴
史
は
新
し
く
、
平

成
十
四
年
度
に
当
時
の
総
合
企
画
部
政
策
室
が
「
自
主
・

自
律
の
北
海
道
づ
く
り
」
の

一
環
と
し
て
、

「市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
自
立
し
た
地
域
社
会
の
創
造
」
を
目
的

に
、
公
共
的
分
野
に
お
け
る
市
民
と
行
政
の
「
協
働
」
の

北
海
道

-・圃

=
ア
イ

北
海
道
経
済
部
新
産
業
振
興
室

主査

・

畏
省
正
大

新
し
い
形
の
創
出
や
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
拡
大
を

期
待
し
て
、
本
格
的
に
取
り
組
み
を
始
め
た
。

ま
ず
、
道
に
お
け
る
C
B
の
現
状
と

Ea---聞咽

課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
道
C
B
活
動

「
L
・
園
田
割
判

拠
点
機
能
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

圃
圃
闇

ni

果
、
創
業
時
に
最
も
支
援
を
必
要
と
し

司
圃
圃

F

4

た
も
の
は
、
資
金
(
四
七
・
八
%
)
が

E
町
甲

ト
ッ
プ
で
、
人
員
確
保
(
了
七
・
九
%
)

耐

と

空
雇
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
施
設
(
一

-山内

1

一
・
九
%
)
が
同
率
で
続
く
こ
と
が
判

一
一
必

守
ー
i
-

明
し
た
。
ま
た
、

C
B
の
普
及
拡
大
を

嗣

訪

ヤ

目
的
に
モ
デ
ル
事
業
を
公
募
。
有
識
者

高

む

〔

邑

唱刷
コ

『

a

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
事
業
計

-'
'
L
l
l
E

画
書
を
作
成
す
る
「
C
B
事
業
化
可
能
性
検
討
調
査
事
業
」

と
し
て
実
施
。
五
つ
の
モ
デ
ル
事
業
が
生
ま
れ
、
そ
の
成

果
の
普
及
を
図
る
「
C
B
モ
デ
ル
発
表
会
」
を
開
催
し
た

(
写
真
)
。

さ
ら
に
、

C
B
の
担
い
手
へ
の
運
営
支
援
や
経
営
サ
ポ

ー
ト
を
目
的
に
、
札
幌
地
域
で
会
計
ヘ
ル
パ
I
を
派
遣
す

8 

• 
る
「
C
B
運
営
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市

民
活
動
団
体
へ
情
報
提
供
を
行
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
道
民

チ
ャ
レ
ン
ジ
二
十

一
世
紀
フ
ァ
ン
ド
」
を
構
築
、

N
P
O

法
人
と
の
協
働
に
よ
り
管
理
運
営
を
開
始
し
た
。

'
〆
一
全
国
初
の

N
P
O
に
よ
る

a司
叶}

北
海
道
パ
ン
ク
創
設

一
方
、
最
も
支
援
が
必
要
と
さ
れ
た
資
金
面
で
は
、
同

十
四
年
十
月
に
全
国
初
の

N
P
O
法
人
に
よ
る
市
民
活
動

団
体
向
け
の
金
融
シ
ス
テ
ム
「
北
海
道
N
P
O
パ
ン
ク
」

が
創
設
さ
れ
、
出
資
を
受
け
る
「
N
P
O
パ
ン
ク
事
業
組

合
」
と
融
資
を
行
う
「
N
P
O
法
人
北
海
道
N
P
O
パ

ン
ク
」
が
両
輪
と
な
り
、
市
民
自
ら
が
中
心
と
な
っ
た
自

主

・
自
律
の
新
た
な
融
資
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
(
図

置
圃
・
園
・

1
)
。
道
も
こ
れ
に
呼
応
し、

側
北

・
・
・
・

斡
海
道
地
域
振
興
活
動
協
会
を
通
じ
て

倒

閣

臨

副

諒

一
千
五
百
万
円
を
出
資
し
た
。
当
初

・
圃
圃
E
・

ル

の

約

三
千
百
万
円
だ
っ
た
原
資
(
出
資

ー
は
噸

副

長
金
・
寄
付
金
の
合
計
)
は
、
現
在
四

圃

----M諸千
三
百
六
十
万
円
に
達
し
、
融
資
実

-E

・・，
..
 

圏
一
ん
す

自
畑
同
副
盟
…
じ
調
績
も
延
べ
三
十
五
件
、
五
千
九
百
六

開
園
園
高
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
(
同
十
六
年

品
臨
園
田
園

、口
約
六
月
現
在
、
図
2
)。

，Ra-----圃
ド
モ

聞
-
-
圃
・
二

(

ま
た
、
新
規
成
長
分
野
な
ど
新
産

U
M
聞・E

業
の
創
出
を
支
援
す
る
「
地
域
新
産

業
創
造
活
動
補
助
金
」
(
以
下
「
新
産
業
補
助
金
」
)
に
、

N
P
O
法
人
枠
を
新
設
し
た
。

迫迫電主治 2004・8月号

-

ム

創
業
支
握
起
業
家
育
成
事
業
を
展
開

同
十
五
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、
前
年
度
に
作
成
し

た
モ
デ
ル
事
業
の
中
か
ら
実
際
に
創
業
し
て
も
ら
う

「
C



コミュニティ ビジネス特集

NPOriンク

北海道NPOパンクの仕組み

サポ一歩一

市民
NPO 
企業
行政等

図1

6 第1回:H 14.12 

第2回:H 15.4 

4 第3回 :H 15.6 

第4回:H 15.9 

2 第5回 :H 15.12 

第6回 :H 16.3 

n 第7回 :H 16.6 

7(回)

(件)

10 

8 

図2 北海道NPOパンクの融資実編

(万円)

2000 

1500 

B
創
業
実
践
支
援
調
査
事
業
」
、
C
B
の
普
及
・

啓
発
を

図
る

「
C
B
啓
発
事
例
集
作
成
事
業
」
、
市
民
を
対
象
と

し
た

「
C
B
起
業
家
講
座
事
業
」

を
実
施
し
た
。
こ
の
う

ち
、
起
業
家
講
座
で
は
C
B
の
理
念
・

事
例
の
紹
介
か
ら
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
や
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

づ
く
り
ま
で
指
導
す
る
六
団
連
続
の
講
座
を
道
内
五
都
市

で
開
催
し
、
延
べ
三
百
九
十
九
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
継
続
事
業
で
は
C
B
運
営
支
援
事
業
に
お
い
て
、

札
幌
地
域
の
会
計
支
援
に
加
え
、
旭
川
地
域
の
会
計
支
援

と
札
幌
地
域
の
労
務
管
理
支
援
を
実
施
し
た
ほ
か
、
新
産
業

補
助
金
も
中
小
企
業
者
や
N
P
O
法
人
の
枠
を
拡
大
し
た
。

さ
ら
に
、

具
体
的
な
施
策
で
は
な
い
が
、
前
出
の
協
働

型
政
策
検
討
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
が
、
道
の

C
B
支
援
の
あ
り
方
の
指
針
と
な
る
政
策
を
提
言
す
る
と

と
も
に
、

当
時
の
経
済
部
産
業
政
策
室
が
宗
谷
管
内
を
対

象
に
、

交
通
ビ
ジ
ネ
ス
と

I
T
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

関
し
て
い
る

(
左
表
)
。

6 5 4 3 2 

1000 

O 

500 
も
実
施
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
人
材
育
成
、
育
成
支
援
・
経
営

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
各
種
施
策
を
展

'
'
一
担
い
手
を
企
業
な
ど
多
様
な
対
象
に

4
司
一
借
地
大
へ

こ
れ
ま
で
道
の
C
B
育
成
支
援
施
策
は、

国
の
雇
用
交

付
金
を
活
用
し
た
も
の
が
多
く
、
同
十
七
年
度
以
降
は
そ

の
継
続
を
含
め
、
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
総
合
企
画
部
政
策
室
(
当
時
)
が

「市
民

と
の
協
働
」
の
観
点
か
ら
、

主
に

N
P
O
を
対
象
に
施
策
を
展
開
し

て
き
た
が
、

今
後
C
B
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い

手
の
対
象
を
企
業
を
含
め
た
多
様

な
主
体
に
広
げ
、
市
民
な
ど
が
自

ら
起
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

北海道の主なCB育成支媛施策

目 的 平成 14年 度 平 成 15年 度 平成 16年度

課題検討・モデル CB活動拠点機能調査検討 CBによる地域活性化方策検討 I也減ビジネスマーケット創

自治研政策フォーラム (tt.i動型政策検討システムプロジ 出調査
印刷 (H13研究の発表会) 工クトチーム) 地t或ビジネス創出プロジェクト

CBモデル事業化可能性検 CBモデル創業実践支援調査 CBモデル創出
討調査 (5件採択) (H14事業から1件採択) (3事業を予定)

普及 ・啓発 CBモデル事業発表会 CB啓発事例集作成 CB起業家講座 (5地区各6

道特別TV番組 fCBJ CB起業家講座 (5地区各6回開催) 回開催)

青成支援 ・経営 チャレンジ21情報シスァ

サポート ムの運営 CB運営支援事業 CB運営支援事業

CB運営支援事業 (会計支援:石狩 ・上川、労務支 (会計支援:石狩 ・上川、

(会計支援 ・石狩) 媛 :石狩) 労務支緩:石狩)

資金支援 NPOバンクへの支援 地域新産業創造活動補助金
地域政策総合補助金 (新産

地域新産業創造活動補助金 (中小企業者 ・NPO枠の拡大) 業創造事業)(生活産業創
(NPO枠の新設) 造事業の新設)

B

一
人
材
育
成
か
ら
経
曽
支
援
ま
で

a司
、
一
の
体
制
を
整
備

平
成
十
六
年
度
は
道
の
組
織
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
総
合
企
画
部
政
策
室
と
経

済
部
産
業
政
策
室
に
分
か
れ
て
い
た

C

B

の
所
管
が
、
新
設
の
経
済
部
新
産
業
振
興

室
に

一
本
化
さ
れ
、

C
B
を
産
業
政
策
の

一
分
野
と
位
置
付

け、

支
援
体
制
の
整

備
が
図
ら
れ
た
。

施
策
と
し
て
は
、

C

B
運
営
支
援
事

業
、
C
B
起
業
家
講
座
事
業
を
継

続
す
る
ほ
か
、
新
産
業
補
助
金
の

統
合
な
ど
の
制
度
改
正
を
行

っ
た

地
域
政
策
総
合
政
策
補
助
金

(
新

産
業
創
造
事
業
)

に
、
市
民
活
動

団
体
も
対
象
と
す
る

「生
活
産
業

創
造
事
業
」

を
新
設
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
C
B
の
事
業
展

開
に
不
利
な
地
方
を
対
象
と
す
る

「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ

ッ
ト
創

出
調
査
事
業
」

や
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
た

「
C

B
モ
デ
ル
創
出
事
業
」

な
ど

さ
ら
に
、
広
大
な
北
海
道
に
C

B
を
根
付
か
せ
、
花
聞
か
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
き

め
細
か
な
支
援
体
制
の
構
築
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
道
民
の

意
見

・
意
向
を
踏
ま
え
、

道
と
し

て
C
B
に
特
化
し
た
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
や
C
B
育
成
支
援
の
施
策
体
系

な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
り
、

道
民
の
や
る
気
を
引

き
出
し
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
地

域
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

地誠治2004・8月号9 
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e 
白
神
山
地
を
守
る
会
(
膏
森
県
惨
ケ
沢
町
)

白
神
山
地
の
里
山
で

コ
ミ
ュ
=
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

l
l
I
T
使
い
自
然
学
校
の
情
報
・
特
産
口
聞
を
発
信
・
販
売

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

ヱ

廃
校
を
信
り
受
け
て
「
自
然
学
校
」
を
発
足

白
神
山
地
の
青
森
県
側
北
東
部
に
位
置
す
る
鯵
ケ
沢
町

一
ツ
森
地
区
は
、
赤
石
マ
タ
ギ
の
里
と
し
て
、
白
神
山
地

ず

と
接
し
た

「山
棲
み
人
」
の
住
む
地
区
で
あ
る
。
私
た
ち

は
、
白
神
山
地
の
自
然
保
護
と
地
域
振
興
と
い
う
、

一
見

矛
盾
し
た
よ
う
な
課
題
に
挑
戦
し
よ
う
と
、

「共
存
」
を

テ
l
マ
に
、
こ
の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
地
域
住
民

と

「協
働
」
の
ス
タ
イ
ル
で
、

平
成
十
五
年
四
月
に
廃
校

に
な
っ
た

一
ツ
森
小
学
校
を
町
役
場
か
ら
借
り
受
け、

「白
神
自
然
学
校

一
ツ
森
校
」
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
地
区
の
人
々
を
中
心
と
し
た
特
産
品
の
開
発
と
、

山
の
伝
統
文
化
、

自
然
体
験
を
中
心
と
し
た
環
境
教
育
を

通
し
た
自
然
体
験
学
習
に
、
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を

設
け
て
、
地
域
雇
用
の
場
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。
全
国

ど
の
地
で
も
、

自
然
豊
か
な
地
域
は
逆
に
過
疎
化
と
高
齢

化
が
進
む
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
本
来
、
山
と
向

き
合
っ

た
営
み
を
し
て
き
た
人
々
の
心
、

生
活
の
場
が
、

山
か
ら
離
れ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
白
神
自
然
学
校
一

ツ
森
校

代
表
理
事

・

永
井
雄
人

そ
れ
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
白
神
山
地
の
自
然
を
よ
く

知
っ
て
い
る
セ
ン
サ
ー
的
人
聞
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
が
、
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
保
全
に
ど
れ

だ
け
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
か
と
考
え
た
。

h
F

一
自
然
の
保
全
に
必
要
な
の

・1-が地
域
産
業

そ
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
地

元
の
人
た
ち
が
元
気
で
山
と
向
き
合
っ

た
生
活
か
ら
収
入
を
得
る
産
業
が
必
要

で
あ
る
。
山
の
恵
み
を
利
用
し
て
、

全

国
か
ら
世
界
遺
産
白
神
山
地
を
訪
れ
た

い
と
い
う
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
健
康

な
観
光
を
利
用
し
て
、
そ
れ
が
自
分
た

ち
の
生
活
の
糧
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
た
の
が
、
白
神
自
然
学

校

一
ツ
森
校
の

I
T
を
活
用
し
た
事
業

の
目
的
で
あ
る
。

何
度
も
住
民
説
明
会
を
聞
き
、
鯵
ケ

沢
町
の
長
谷
川
兼
己
町
長
も
、
住
民
に

• 
圃圃置雪国-.. ・

廃
校
利
用
の
意
義
を
説
明
し
た
。
最
初
は
、

口
が
重
か
っ

た
地
元
の
人
々
の
中
に
、

「や
っ
て
み
よ
う
」
「
自
然
学
校

を
立
ち
上
げ
よ
う
」
と
第

一
戸
を
発
し
た
の
は
、
地
元
婦

人
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
意
識
変
革
が
な
け
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
に
は
こ
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
を
紹
介
す
る
と
・
.. 

①

山
か
ら
採
取
し
た
ブ
ナ
の
種
で
苗
床
を
作
り
、
ブ
ナ

の
森
の
復
元

・
再
生
を
行
う
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
猟

師
と
マ
タ
ギ
が
協
力
し
て
山
に
植
林
し
て
い
る
。

②

「白
神
植
樹
フ
エ
ス
タ

-m
赤
石
川
」
と
い
う
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
、
地
元
住
民
、
役
場
、
森
林
管
理
署
、

森
林
組
合
、

事
業
者
と
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
を
活
用
し
て
、

全
国
に
参
加
者
を
呼
び
掛
け
、
植
樹
祭
を
行
っ
て
い
る
。

③

授
業
は
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
い
、
地
元
の
人
た
ち
が

白
神
山
地
の
歴
史
、
四
季
折
々
の
白
神
の
特
徴
を
説
明

し
た
り
、
山
菜
料
理

の
実
習

・
木
工
づ
く

り、

「
白
神
遊
々
の

森
」
の
林
業
体
験
を

し
て
い
る
。

④

旅
行
会
社
や
学

校
、
個
人
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
か
ら
、
イ
ン

.. " 
-----
r
a--Ja 
-叫んど.. 圏

、5 ・
F1 
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東京の大泉西中学校は修学旅行にブナの森の学校の綬業を取り入れた。
白神山地の植林とブナ林の中でのワンダーリングの様子

タ
l
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
エ
コ
ロ
ジ
ー
体
験

ツ
ア
l
の
申
し
込
み

を
受
け
た
り
、
修
学

旅
行
や
宿
泊
研
修
・

グ
ル
ー
プ
の
ガ
イ
ド

を
し
て
い
る
。
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⑤

特
産
物
と
し
て
、
地
元
で
取
れ
る
山
菜
、
野
菜
、
米
、

水
、
「
金
あ
ゆ
寿
し
」
、
「
白
神
ま
ん
」
(
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
)

な
ど
、
白
神
山
地
の
旬
の
味
を
全
国
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
販
売
・
発
送
し
て
い
る
。

⑥

山
、
川
、
海
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
、
首
都
圏

と
の
交
流
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

事
業
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
図
の
通
り
で
あ
る
。

l
T
の
活
用

白
神
自
然
学
校
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
上
か
ら
、
会
員
の
申

し
込
み
が
で
き
る
。
会
報
は
白
神
の
味
(
年

一
回
春
の
山

菜
か
秋
の
野
菜
を
選
べ
る
)
を
会
員
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
を
通

マ
タ
ギ
、
伝
統
文
化
、
由
来
、
特
徴
、
植
生
、
ク

し
て
、

自然学校体育館でマタギの吉川隆さんの熊撃ちの講話を聞く生徒たち

白神自然学校のITを活用したグリーンツーリズム雇用継進事業

シニア・女性の労働力

[;一部長コ日芸忠弘日比;;ぉ;;:訂
鴎飾・作業従事

マ
ゲ
ラ
の
生
態
な
ど
の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
。
自
然
体
験

活
動
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
自
然
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
資

格
が
取
得
で
き
る
。
ま
た
、
白
神
山
地
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
発
信
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

女
性
・
高
齢
者
の
雇
用

白
神
自
然
学
校
は
、
地
元
の
高
齢
者
と
女
性
ス
タ
ッ
フ

が
活
躍
し
て
い
る
。
特
に
地
元
の
婦
人
会
は
、
山
菜
料
理

教
室
を
使
い
、
特
産
品
の
開
発
、
地
元
特
産
の
白
神
ま
ん
、

金
あ
ゆ
寿
司
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
元
の
民
話
の

発
掘
も
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
は
持
っ
て
い
る
知
恵
と
身

に
付
け
た
加
工
技
術
を
披
露
し
て
、
ま
き
割
り
や
縄
作
り
、

田
植
え
な
ど
、
地
元
の
伝
統
文
化
、
伝
統
技
術
な
ど
に
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、
津
軽
弁
を
交
え
た
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た
授

業
は
好
評
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

I
T
を
活
用
し
て
会
員
の
確
保
、
特
産
品
の
注
文
と
発

送
、
ガ
イ
ド
の
注
文
と
見
積
も
り
、
請
求
書
の
発
送
、
資

格
申
し
込
み
、
顧
客
の
管
理
や
デ

l
タ
分
析
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

'
宵
-
住
民
と
協
働
で
「
も
て
な
し
の
心
と
食
」

、一
を提供へ
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
が
ブ

l
ム
で
、
そ

全
国
で
は
現
在
、

れ
も
た
だ
単
な
る
観
光
で
は
な
く
、
体
験
型
の
観
光
が
増

え
て
い
る
。
特
に
、
廃
校
を
利
用
し
た
自
然
学
校
が
増
え

い
る
。
全
国
で
二
千
校
以
上
が
こ
れ
か
ら
廃
校
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
活
性
化
は
、
地
元
の
資
源
の

利
活
用
と
地
元
で
働
く
人
た
ち
の
心
和
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
れ
に
ガ
イ
ド
な
ど
の
質
の
レ
ベ
ル
に
依
存
し

て
い
る
と
思
う
。

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
対
応
し
て
い
る
。
白
神
山
地
を
訪
れ
る
人
た
ち
は
、

映
画
だ
と
白
神
山
地
と
い
う
大
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
パ
ッ
ク

に
、
そ
こ
で
営
ん
で
い
る
私
た
ち
の
、
心
の
豊
か
さ
に
期

待
し
て
い
る
。
「
も
て
な
し
の
心
と
食
」
だ
と
話
し
て
い

る
。
同
じ
自
然
学
校
で
も
、
こ
う
し
た
差
別
化
が
学
校
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
こ
の
地
区
の
人
た
ち
と

一
体
に
な
っ

た
協
働
で
達
成
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
世
界
遺
産
の
里

山
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
て

;j道政省;02004・8月号

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

@ 

黒
船
(
岩
手
県
江
刺
市
)

匡
史
的
繁
栄
を
残
す

地
局
再
生
事
業

ー

l
配
当
・
報
酬
な
し
収
益
還
元
型
の
民
間
ま
ち
づ
く
り
会
社

" 

を
活
か
し
た

江
刺
市
は
町
九
村
が
合
併
し
て
で
き
た
市
で
、
合
併

当
初
は
人
口
五
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
現
在
は
三
万
四

千
人
。
岩
手
県
内
十
三
市
の
中
で
唯

一
、
過
疎
指
定
を
受

け
て
い
る
。

え

み

し

蝦
夷
の
時
代
か
ら
安
倍

一
族
、
奥
州
藤
原
氏
の
時
代
を

経
て
現
在
ま
で
、
原
野
に
小
さ
な
集
落
が
で

き
、
地
理
的
利
便
性
な
ど
か
ら
少
し
ず
つ
集

落
が
大
き
く
な
り
、
消
費
地
と
し
て
の
形
態

が
整
い
、
人
々
の
生
活
を
賄
う
職
業
が
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
う
し
て
整
え
ら
れ
た
の
が
こ

の
江
刺
の
ま
ち
で
あ
る
。
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
千
年
以
上
か
か
っ
て
整
え
ら
れ
た
ま
ち

の
形
態
が
今
日
、
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
寂

し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
江
刺
の

ま
ち
な
り
の
組
み
立
て
が
あ
っ
た
の
を
無
視

し
て
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

失

っ
た
も
の
は
取
り
戻
し
、
残
す
べ
き
も

の
は
大
切
に
残
し
、
足
り
な
い
も
の
は
新
し

株
式
会
社
黒
船

代
表
取
締
役
社
長

• 綾
野
輝
也

く
取
り
入
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

・
ム

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「黒
船
」
は、

あ
る
き
っ
か
け
か
ら
仲
間
同
士
で
ま
ち

I
J

を
よ
く
す
る
た
め
の
話
し
合

-
印刷

い
を
持
っ
た
の
が
始
ま
り
だ

一
棚

っ
た
。
皆
、
江
刺
を
出
て
別

岡
引

の
土
地
で
の
生
活
経
験
が
あ

.
グ刈

る
が
、
よ
そ
で
江
刺
の
紹
介

一け

を
し
て
も
全
く
ま
ち
の
イ
メ

ム
マ
ゆ都

l
ジ
を
描
い
て
も
ら
え
ず
、

-

明

古

里

を
説
明
で
き
な
い
も
ど

~
向

か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
自

民

分
た
ち
が
生
ま
れ
た
ま
ち
に

たれ

誇

り
を
持
ち
た
い
、

自
信
の

持

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

瑠

な
い
か
、
と
い
う
話
に
な

一フガ

っ

た
。

12 

江
刺
に
生
ま
れ
育
ち
、
後
に
平
泉
を
聞
き
、
中
尊
寺
金

ふ
じ
わ
ら
の
き
よ
ひ
ら

色
堂
を
建
て
た
奥
州
藤
原
氏
初
代
の
藤
原

清
衡
公
が
理

想
と
し
た
、

平
和
で
文
化
的
水
準
の
高
い
理
念
を
ま
ち
づ

く
り
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
、
「
清
衡
の
里
え
さ
し
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
e

つ
く
り
運
動
を
始
め
、

子
供
や
お
年
寄
り
を

史
跡
に
案
内
し
た
り
、
歴
史
講
演
会
を
聞
い
た
り
し
た
。

ほ
む
ら

た

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
で

「炎

立
つ
」
を
放
映
す
る

と
聞
き
、
ロ
ケ
地
の
誘
致
を
始
め
た
と
こ
ろ
順
調
に
進
み
、

江
刺
が
ロ
ケ
地
に
決
定
し
た
。
こ
れ
を

一
過
性
の
も
の
に

し
な
い
よ
う
、
単
な
る
ロ
ケ
セ

ッ
ト
で
は
な
く
、
恒
久
施

設
の
テ

l
マ
パ

l
ク
「
え
さ
し
藤
原
の
郷
」
と
し
て
完
成
、

大
河
ド
ラ
マ
放
映
と
同
時
に
七
カ
月
で
七
十
万
人
の
観
光

客
が
押
し
寄
せ
た
。

し
か
し
ド
ラ
マ
が
終
る
と
、
観
光
客
は
激
減
し
た
。
そ

も
そ
も
テ

l
マ
パ

l
ク
の
観
光
客
は
ま
ち
の
中
へ
は
来
て

く
れ
な
い
。
ま
ち
に
魅
力
が
な
い
の
が
最
大
の
原
因
だ
っ

た
。
何
十
億
円
か
け
て
も
、
テ
ー
マ
パ

l
ク
だ
け
で
は
ま

ち
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
。

・
ム

蔵
を
保
存
活
用
す
る
株
式
会
社
を
発
足

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
し
始
め
た
時
、
か
つ
て
の

商
業
の
繁
栄
を
映
し
、

歴
史
的
に
も
価
値
の
あ
る
蔵
の
存

在
に
気
付
い
た
。
街
路
整
備
事
業
の
都
合
か
ら
歴
史
的
に

価
値
の
高
い
蔵
が
取
り
壊
さ
れ
る
と
聞
き
、
蔵
を
残
す
た

め
の
第
三
セ
ク
タ
ー
を
と
当
時
の
市
長
に
要
望
し
た
が
、

い
つ

'νゆ-
ヲ

財
政
上
不
可
能
と

一
蹴
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
民
運
動
で
蔵
を
残
そ
う
と
市
民
会
議
を
聞

い
た
が
、
現
実
に
蔵
の
保
存
に
何
百
万
円
も
か
か
る
た
め
、

皆
の
勢
い
が
ピ
タ
リ
と
止
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
初

め
て
、

自
分
た
ち
の
夢
を
行
政
や
市
民
運
動
に
頼

っ
て
い

2004・8月号地同i0
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る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
に
嫌
気
が
さ
し
た
。

棟
で
も

い
い
か
ら
自
分
た
ち
の
力
で
蔵
を
残
し
て
、
失
敗
し
て
も

い
い
や
と
腹
を
く
く
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
「
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
黒
船
」
で
あ
る
。

・

ム

長
浜
市
の
「
黒
壁
」
が
事
業
に
協
力

そ
の
時
、
成
功
事
例
と
さ
れ
て
い
た
滋
賀
県
長
浜
市
の

三
セ
ク

「
黒
壁
」

は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
て
黒
船
の
ま

ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
当
時
の
笹
原
専
務
は
、

全
国
の
ま
ち
が
疲
弊

し
た
ま
ま
で
は
、
自

分
の
ま
ち
だ
け
が
良

く
な
っ
て
も
最
終
的

に
は
幸
せ
に
な
れ
な

い
と
訴
え
た
の
だ
っ

た
。
遠
く
離
れ
た
ま

ち
の
三
セ
ク
が
、
民

間
会
社
に
出
資
し
た

こ
と
は
前
代
未
聞
の

こ
と
だ
っ
た
。

現
在
、
黒
壁
は
江
刺
か
ら
撤
退
し
た
が
、
全
国
の
数
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
の
中
で
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

と
思
っ
て
い
る
。
長
浜
市
は
江
刺
の
住
民
に
勇
気
と
力
を

与
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
お
金
で
は
計
る
こ
と
の
で
き

な
い
恩
恵
な
の
で
あ
る
。

ま
ち
中
の
蔵
は
、
ガ
ラ
ス
館
や
ガ
ラ
ス
工
房
、
オ
ル
ゴ

ー
ル
館
、
菊
田

一
夫
文
学
館
や
ワ
イ
ン
・
日
本
酒
の
セ
ラ

l
、
タ
ン
ス
工
房
や
喫
茶
庖
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
菊

田

一
夫
に
ち
な
ん
で
、
音
を
テ
l
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

も
進
め
て
い
る
。

道
路
も
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
歩
道
と

車
道
の
段
差
を
な
く
し
て
も
ら
う
よ
う
、
市
の
都
市
計
画

課
に
掛
け
合
っ
た
り
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
は
、
ま
ち
の

高
齢
化
の
現
状
を
考
え
、
計
画
を
修
正
し
て
く
れ
た
。

正
直
言

っ
て
、
こ
れ
が
真
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
い
う
確

固
た
る
も
の
は
な
い
。
株
式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
出
資
者
に
配
当
は
な
い
。
役
員
報
酬
も
な
く
、
収
援

は
ま
ち
づ
く
り
の
資
金
と
し
て
還
元
し
て
い
る
。
精
神
的

に
N
P
O
の
つ
も
り
で
や
っ
て
い
る
。

-十
F
l導
入
や
行
政
の
支
援
が
課
題
に

日
本
の

N
P
O
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
応
援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
評
価
で
き
る
が
、
米

国
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
シ

ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
貴
重
な
蔵
を
後
世
に
残
す
と
い
う

よ
う
な
社
会
資
本

整
備
に
か
か
わ
る

部
分
は
、
期
待
で

き
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
黒

船
の
よ
う
な
小
さ

な
会
社
で
も

P
F

I
(
民
間
資
金
活

用
に
よ
る
社
会
資

本
整
備
)
は
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
し
、
自
分
た
ち
も
で
き
る
だ
け
収
益
を
上
げ
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
資
金
調
達
が
で
き
る
会
社
に
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

江
刺
に
も
市
街
地
活
性
化
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

ガラス館内部

関

(
T
M
O
)
が
で
き
た
が
、
実
は

T
M
O
が
全
固
化
す

る
以
前
、
中
小
企
業
庁
か
ら
江
刺
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
み

な
い
か
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
話
は

進
展
し
な
か
っ
た
。
T
M
O
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
て

も
、
商
工
会
議
所
の
職
員
や
行
政
の
職
員
に
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
と
役
職
を
こ
な
し
な
が
ら
な
の
で
、
本
来
の
タ
ウ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
。

T
M
O
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
不
在
の
組
織
づ
く
り
で
終
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
で

あ
る
。
民
間
会
社
が
始
め
た
こ
と
に
行
政
が
出
資
す
る
の

せ
ん
べ
ん

は
あ
ま
り
例
が
な
い
が
、
先
鞭
を
着
け
た
民
間
に
行
政
が

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
'
F
一
百
年
後
の
市
民
に
継
承
で
き
る

4
、
一
ま
ち
、つ
く
り
を

黒
船
は
以
前
の

一
町
九
村
、
市
域
の
す
べ
て
を
都
市
と

考
え
て
い
る
。
江
刺
の
ま
ち
の
千
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
伝
統
芸
能
、
米
、
リ
ン
ゴ
、
牛
、
野
菜
、

そ
し
て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
高
齢
者
た
ち
。
山
林

や
畑
、
水
田
な
ど
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
農
村
を
は
じ
め
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
江
刺
の
原
風
景
を
保
全
し
、
歴

史
、
伝
統
文
化
、
安
全
な
食
料
基
地
と
し
て
の
風
土
を
守

り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
百
年
後
の
江
刺
市

民
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
た

み

ち

「百
年
経
っ

て
も
こ
の
径
を
歩
い
て
い
た
い
」
|

|歴
史

的
に
価
値
の
あ
る
建
造
物
や
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
江
刺

ら
し
い
景
観
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
代
を
生

き
る
私
た
ち
の
務
め
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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N
P
O
法
人

F
U
S
I
O
N
(東
京
・
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
)

父

親

が

す

る

地
腸
の
ま
ち
づ
く
り

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
生
活
実
感
か
ら
生
ま
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

l
l
l

コ
ミ
、
ユ

東
京
都
の
西
部
に
位
置
す
る
多
摩
ニ
ュ

1
タ
ウ
ン
地
域

は
、
稲
城
市
、
多
摩
市
、
八
王
子
市
、
町
田
市
の
四
市
に

ま
た
が
っ
て
い
る
。
八
王
子
市
の
「
N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
長
池
」
は
、
長
池
公
閣
を
中
心
と
し
た
地
域
の
社
会
貢

献
の
た
め
に

一
九
九
九
年
十
二
月
に
誕
生
し
た
。
そ
の
後

二
O
O三
年

一
月
、
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
全
域
に
活
動
を

広
げ
る
た
め
に
、
「

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
(
登
記
地
H

多
摩
市
)
」
を
誕
生
さ
せ
た
。

'

-

団
地
イ
ベ
ン
ト
に
始
ま
っ
た

4

-
父
親
の
地
織
活
動

一
九
九
五
年
八
月
、
せ
せ
ら
ぎ
北
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
委
員
会
の
お
父
さ
ん
三
人
が
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア

ニ
メ
映
画

「平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
」
の
上
映
会
を
団
地

集
会
所
で
行
っ
た
。
上
映
会
は
大
変
な
人
気
で
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
っ
た
が
、

三
人
の
お
父
さ
ん
た
ち
は
「
何
だ

か
多
摩
丘
陵
の
環
境
を
破
壊
し
、
タ
ヌ
キ
を
追
い
出
し
た

所
で
自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
妙
な
気
分
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
を
生
活
の
場
と
し
て
選

N
P
O
F
U
S
|
O
N
長
池

N
P
O
F
U
S
|
O
N理
事
長

• 富
永
一
夫

ん
だ
以
上
、
否
定
的
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
考
え
、

前
向
き
に
活
動
す
る
こ
と
に
決
め
て
、
「
そ
の
後
の
ぽ
ん

ぽ
こ
」
は
、
み
ん
な
で
仲
良
く
「
ぽ
ん
ぼ
こ
し
よ
う
!
」

と
実
行
し
始
め
た
。
地
域
の
公
園
の
清
掃
、
団
地
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

「
ぽ
ん
ぽ
こ
鉄
道
ク
ラ
ブ
」
な
ど
な

ど
:
:
:
地
域
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
と
気

楽
に
始
め
た
。
で
も
、

一
方
で
活
動
を
し
た
い
人
は
い
て

も
、
活
動
を
支
え
る
「
事
務
局
的
な
活
動
」
を
や
っ
て
く

れ
る
人
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
事
務
局
活
動
に
徹
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
活
動
人
数
が
増
え
、
イ
ベ
ン
ト
が
増

え
る
に
し
た
が
っ
て
、
「
連
絡
・
報
告
・
情
報
の
共
有
化
」

で
悩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

'J一ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
、
b

a
-
-
N
P
O法
人
を
設
立

悩
み
の
情
報
交
換
を
解
決
す
る
道
具
と
し
て
、
九
八
年

四
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト

「ぽ
ん
ぽ
こ
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
始
め
た
こ
と
が
、
地

域
活
動
を
爆
発
さ
せ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
始
め
た
時
と
重
な

14 

り
、
「
お
父
さ
ん
た
ち
が
電
子
井
戸
端
会
議
を
楽
し
み
始

め
た
」
の
で
あ
る
。
団
地
に
住
む
家
電
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
都
市
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
行
政
職
員
、
大

学
教
員
な
ど
が

一
気
に
情
報
の
共
有
化
が
可
能
に
な
っ
た

た
め
、
活
動
に
参
加
し
た
。

そ
ん
な
中
、

一
九
九
八
年
三
月
に

N
P
O促
進
法
が
国

会
で
議
決
さ
れ
た
。
お
父
さ
ん
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
は
簡
単
に
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
判
断
か

ら
、
で
き
れ
ば

N
P
O
法
人
に
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
の
い

い
活
動
と
し
て
継
続
さ
せ
た
い
」
と
し
て
、
翌
九
九
年
四

月、

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
の
設
立
総
会
を
聞
き
、

同
十
二
月
に
法
人
登
記
し
た
。

し
か
し
、
経
済
的
に
自
立
で
き
な
け
れ
ば
、
自
立
し
た

活
動
を
展
開
で
き
な
い
た
め
、
多
士
済
々
の
お
父
さ
ん
た

ち
と
自
主
事
業
を
実
行
に
移
す
こ
と
を
相
談
し
、
い
わ
ゆ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
た
。

2004・8月号出誠治

-
F
一
八
王
子
市
長
池
公
園
自
然
館
の

4
司
一
管
理
・
運
営
を
受
託

設
立
総
会
後
、
地
域
活
性
化
支
援
事
業
・
地
活
隊
、
住

す

み

た

い

宅
管
理
支
援
事
業
・
住
見
隊
、
夢
の
住
ま
い
づ
く
り
支
援

ゆ
め
み
た
い

事
業

・
夢
見
隊
、
高
度
情
報
化
支
援
事
業

・
高
支
隊
な
ど

の
活
動
に
対
す
る
評
価
を
背
景
に
、

O
一
年

一
月
に
八
王

子
市
か
ら
、
長
池
公
園
自
然
館
の
管
理
・
運
営
の
受
託
話

が
表
面
化
し
た
。
こ
れ
は
、

N
P
O
法
人
設
立
の
最
大
の

目
標
だ
っ
た
。

受
託
で
き
れ
ば
経
済
的
基
盤
と
活
動
拠
点
の
両
方
を

一

度
に
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

O
一

年
三
月
、
八
王
子
市
は

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
へ
の

委
託
を
決
定
し
た
。
今
日
的
に
い
う
「
指
定
管
理
者
」
の

先
駆
け
で
あ
る
。
O
三
年
の
国
土
交
通
白
書
、
中
小
企
業
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白
書
、
国
民
生
活
白
書
に
、
先
進
事
例
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
こ
の
自
然
館
事
業
の
受
託
で
、
雇
用
の
而

で
少
し
な
り
と
も
地
域
貢
献
が
実
現
で
き
た
。

O
三
年
か
ら
は
、

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
を
八

王
子
市
長
池
公
園
自
然
館
の
管
瑚
・
運
営
に
特
化
し
た

法
人
と
し
、
そ
の
他
の
地
域
の
暮
ら
し
の
支
援
事
業
を

行
う
法
人
と
し
て
新
た
に

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
設

立
さ
せ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
門
を
分
割
し
た
の
で
あ
る
。
N
P
O
フ
ュ

ー

ジ
ョ
ン
は
同
年
四
月
か
ら
多
摩
市
と
連
携
し
、
多
摩
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
全
域
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

【
住
宅
管
理
支
援
事
業
の
「
住
見
隊
」
】

多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
は
集
合
住
宅
の
管
理
・
運
営
に
困

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
に
管
理

を
委
託
し
て
き
た
が
、
な
か
な
か
居
住
者
が
期
待
す
る
品

質
レ
ベ
ル
の
管
理
は
実
現
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域
の

専
門
家
が
コ
ン
サ
ル
を
す
る
こ
と
で
「
適
正
な
費
用
削
減

と
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
、
企
業
か
ら
提
供
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
。
現
在
、

二
つ
の
団
地
と
年
間
契

約
を
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
住
宅
を
、
地
域
で
協
力
し

て
管
理
す
る
の
で
あ
る
。

な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
管
理
組
合
で

N
P

O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
コ
ン
サ
ル
を
依
頼
す
る
こ
と
が
合
意

形
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
側
に
も
実

力
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、

N
P
O
フ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
を
多
摩
市
に
登
記
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、

O
三
年
度
は
多
摩
市
と
共
同
主
催
で
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
・
再
生
セ
ミ
ナ
ー
を
八
回
開
催
し
、
大
き
な
信

用
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
民
間
企
業
の
協
力
も

得
て
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
夢
の
住
ま
い
づ
く
り
支
擢
事
業

一
「
夢
見
隊
」
】

二
O
O
O
年
二
月
に
都
市
公

団
・
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
事
業
本

部
を
訪
問
し
た
際
、
担
当
者
か
ら

「コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
」
の
計

画
が
提
案
さ
れ
た
。
自
分
た
ち
の

住
ま
い
を
地
域
で
建
て
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
画

一
的
な
住
宅

を
供
給
し
て
き
た
公
団
か
ら
の
夢

一
の
よ
う
な
提
案
で
あ
っ
た
。
最
初
は

「あ
っ
た
ら
い
い

ナ
"
引
な
!
こ
ん
な
住
ま
い
づ
く
り
」
と
い
う
ワ
l
ク
シ
ヨ
ツ

酷
u

プ
か
ら
始
め
て
、

O
四
年
六
月
に
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ブ
住
宅

理
建
設
組
合
の
解
散
総
会
を
も
っ
て
工
事
完
了
と
な
っ
た
。

管ン

実
に
構
想
か
ら
凹
年
五
カ
月
か
か
っ
た
が
、
十
四
世
帯

ヨル

の
参
加
者
は
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
浄
瑠
璃
M
」
と
い
う
小
さ
な

マ
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
団
地
を
完
成
さ
せ
、
暮
ら
し
始
め
て
い

る
。
自
由
設
計
で
住
宅
を
建
設
し
た
た
め
、
ハ
ー
ド
面
で

は
い
ろ
い
ろ
不
満
が
残
っ
た
よ
う
だ
が
、
安
心
し
て
暮
ら

す
と
い
う
ソ
フ
ト
面
で
は
大
層
満
足
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
全
域
に
コ

l
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
住
宅
を
展
開
・
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

【
高
度
情
報
化
支
援
事
業
の
「
高
支
隊
」
】

こ
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
住
宅
問
題
の
活

動
ま
で
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
道
具
に
日
常
的
に
利
用

し
て
き
た
の
で
、
何
と
か

一
日
で
も
早
く
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
わ
が
街
に
普
及
す
る
こ
と
が
、
地
域
住
民
の
願

い
で
あ
っ
た
。
長
池
地
域
の
九
つ
の
団
地
は
、

N
P
O
の

呼
び
掛
け
に
協
力
し
て
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
促
進
に
署

名
し
た
。
そ
の
結
果
、
な
ん
と
約
七
割
の
世
帯
が
高
速
化

を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、

N
P
O
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
提
携
し
て

「営
業
活
動
を
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
技
術
と

サ
ー
ビ
ス
を
企
業
が
提
供
す
る
」
こ
と
に
し
て
、

二
O
O

O
年
十
二
月
か
ら
O
一
年
三
月
末
ま
で
に
五
百
回
線
の
普

及
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
た
。
団
地
別
説
明
会
の
結
果
、

五
百
回
線
の
申
し
込
み
を
得
て
三
百
五
十
回
線
を
開
通
さ

せ
た
。
自
分
た
ち
の
街
の
情
報
化
を
自
分
た
ち
で
開
始
し

た
の
で
あ
る
。

O
一
年
六
月
、
総
務
省

・
関
東
総
合
通
信
局
は
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
局
長
表
彰

を
行
い
、
評
価
し
て
く
れ
た
。
高
支
隊
は
、
自
然
館
の

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で
三
百
六
十
五
日
、
地
域
活
動

に
挑
戦
」
を
支
え
、
今
後
は
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
人
と

人
、
人
と
団
体
、
団
体
と
団
体
を
情
報
共
有
化
で
つ
な
ぐ

時
に
、
黒
子
と
し
て
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

'
F
一
一
審
ら
し
を
実
感
す
る
事
業
。か

4
司
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

今
日
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
新
し

い
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に

「
生
活
実
感
」
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
き
た
私
た
ち
に

は
、
単
な
る
地
域
に
昔
か
ら
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
「
地
域
の

仕
事
」
に
す
ぎ
な
い
。

多
摩
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
で
の
生
活
は
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
が
開
発
し
た
住
宅
に
住
み
、
大
手
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物

を
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
開
発
か
ら
四
十
年
余
を
経
て
、
や
っ

と
普
通
の
街
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
「
暮
ら
し
を
実

感
す
る
事
業
」
を
住
民
の
手
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
る
努
力

が
、
「
地
域
の
素
朴
な
活
性
化
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

迫法華也2004・8月号15 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス。
さ
さ
は
た
ド
ツ
と
こ
む
(
東
京
都
渋
谷
区
)

商
眉
街
情
報
発
信
の
地
燭
ザ
イ
ト
で

ま
ち
を
活
性
化

ー

l
地
域
密
着
事
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拡
大
、

経
済
効
果
も

「
さ
さ
は
た
ド
ッ
と
こ
む
」
と
は
、
平
成
十

一
年
に
東

京
都
渋
谷
区
笹
塚
と
同
幡
ケ
谷
の
町
に
あ
る
十
商
脂
街
が

合
同
で
開
設
し
た
地
域
・
商
応
街
サ
イ
ト
(
七
百
脂
舗
参

加
)
で
あ
る
。

ア
ン
カ
ー
コ
ム
有
限
会
社

代表

・

長
煩
由
佳

'

一

商
届
街
の
元
気
。
つ
く
り
へ
の
思
い
が

a
司
、
一
ド
ッ
と
こ
む
誕
生
に

商
脂
街
に
企
画
提
案
し
た
約

一
年
前
の
同
九
年
春
、
ア

ン
カ
ー
コ
ム
有
限
会
社
は
設
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
、

笹
塚
・
幡
ケ
谷
地
域
に
住
む
会
社
員
で
、
住
民
の

一
人、

消
費
者
の

一
人
と
し
て
十
年
近
く
住
ん
で
い
た
。
た
ま
た

ま
事
務
所
が
商
庖
街
の
中
の
米
屋
さ
ん
の
上
に
決
ま
っ
た

こ
と
で
、
商
庖
街
の
組
合
員
・
青
年
会
員
に
な
っ
た
。

商
庖
街
活
動
に
参
画
し
て

一
年
の
聞
に
、

一
住
民
の
時

に
は
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
知
る
よ
う
に
な
り
、
商
庖
街
・
商
底
に
対
す
る
「
へ
え

1
」

と
い
う
"
気
付
き
“
が

生
ま
れ
た
。
例
え
ば
、

商
庖
街
の
街
路
灯
の
電

気
代
は
、
行
政
か
ら
の

補
助
金
も
あ
る
が
、
商

庖
街
の
予
算
で
支
払
っ

て
い
ヲ
Q

。
ル
』
い
、
っ
こ
〉
』

は
、
毎
月
の
加
問
庖
の

つ
の
商
応
街
で
も
加
盟
脂
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ

と
が
難
し
い
中
、
規
模
も
予
算
も
さ
ま
ざ
ま
な
十
商
庖
街

の
リ
ー
ダ
ー
と
、
地
元
民
間
企
業
の
弊
社
が
協
働
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
商
庖
街
・
商
庖
の
元
気
づ
く

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
舞
台
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

同
十
年
の
夏
、
私
が
商
庖
街
リ
ー
ダ
ー
に
商
脂
街
サ
イ

ト
の
企
画
(
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
作
成
)

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
さ
は

た
ド
ッ
と
こ
む
は
始
ま
る
が
、
そ
も

そ
も
、
私
が
な
ぜ
、
商
庖
街
の
サ
イ

ト
を
開
設
し
た
い
と
思
っ
た
か
。
こ

の
出
発
点
が
、
私
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
基
本
の

思
い
に
な
っ
て
い
る
。

十号通り商庖街

16 

会
費
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
路
面
舗
装
も
商
庖
街
の
飾
り

付
け
も
同
様
で
あ
る
。
多
く
の
住
民
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
夏
祭
り
は
、
数
カ
月
前
か
ら
商
底
主
た
ち
が
夜
な
夜
な

集
ま
り
、
準
備
を
し
て
い
る
。

商
庖
街
活
動
は
、
商
売
人
が
商
売
繁
盛
の
た
め
だ
け
に

行
う
の
で
は
な
く
、
「
町
の
機
能
」
で
あ
っ
た
り
、
「
町
の

文
化
」
の
側
而
を
持
つ
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
も
、
商
庖

街
活
動
は
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

週
に

一
日
の
休
日
を
取
る
の
が
精

一
杯
な
状
況
の
中

で
、
商
届
街
リ
ー
ダ
ー
が
商
庖
街
・
町
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
る
様
子
を
間
近
に
見
て
、
そ
れ
ま
で

以
上
に
商
庖
街
・
商
庖
に
対
し
て
愛
着
と
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

「同
じ
買
い
物
を
す
る
な
ら
ア
ソ

コ
で
買
お
う
」
と
思
っ
て
い
る
自
分
の
心
の
変
化
に
気
が

付
い
た
。

ま
た
、
商
府
主
た
ち
と
親
し
く
会
話
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
の
人
柄
に
触
れ
た
り
、
商
品
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を

知
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
普
段
、
庖
の
前
を
歩

い
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
が
商
庖
が
大
型
庖
舗
に
勝
て
る
材
料
な
の
だ
と
思
う
。

自
分
が
感
じ
た

「
へ
え

1
」
と
い
う
気
付
き
を
、
自
分

と
同
じ
よ
う
な
立
場
の
多
く
の
住
民
に
楽
し
く
伝
え
た

い
。
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
町
の
商
庖
街
・
商

庖
の
元
気
づ
く
り
に

一
役
買
え
る
は
ず
だ
と
い
う
強
い
思

い
が
、
ド
ッ
と
こ
む
の
企
画
を
生
ん
だ
。

h
F

一
商
業
と
公
共
情
報
の

-
FI-
-ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト

笹
塚

・
幡
ケ
谷
地
域
に
住
む
人
に
、
商
脂
街
や
商
庖
を

知
っ
て
も
ら
い
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
れ
が
、

結
果
的
に
繭
脂
で
の
購
貿
や
利
用
に
つ
な
が
り
、
地
域
や

2004・8月号迫ゆ毛主也



商底主たちと勉強会

商
庖
街
・
商
庖
の
活

性
化
と
い
う
効
果
を

生
む
。
そ
の
た
め
の

道
具
・
舞
台
と
し

て
、
さ
さ
は
た
ド
ッ

と
こ
む
を
開
設
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
多

く
の
住
民
に

一
回
限

り
で
は
な
く
、
幾
度

も
見
て
も
ら
い
、
利

用
し
て
も
ら
え
る
サ

イ
ト
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

観
光
名
所
や
地
場
産
業
な
ど
が
全
く
な
い
生
活
中
心
の

町
の
サ
イ
ト
が
、
住
民
に
何
を
提
供
で
き
る
か
、
ど
の
よ

う
な
特
徴
・
売
り
物
を
構
築
で
き
る

か
を
考
え
た
結
果
、
「
地
域
内
の
こ

と
な
ら
何
で
も
分
か
る
」

「困
っ
た

時
の
"
ド
ッ
と
こ
む
“
頼
み
」
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
イ
ト
づ
く

り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、
十
商
庖
街
の
加
盟

七
百
届
舗
の
情
報
が
、
業
種
、
庖
名
、

地
図
、
商
応
街
別
に
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
同
時
に
、
地
域
内
の
病

院
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
図
書
館、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
の

公
共
的
情
報
を
住
民
視
点
で
編
集
網

羅
し
、
商
業
情
報
と
公
共
情
報
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
サ
イ

コミュニティビジネス特集

ト
を
構
築
し
た
。

商
庖
街
・
商
庖
情
報
に
加
え
、
地
域
住
民
に
役
立
つ
公

共
情
報
、
楽
し
く
見
て
も
ら
え
る
企
画
コ
ン
テ
ン
ツ
、
住

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
地
域
サ

イ
ト
に
発
展
し
て
い
る
。

-

ム

ア
ク
セ
ス
数
の
右
肩
上
が
り
と
経
済
効
果

今
年
十
月
で
開
設
五
周
年
を
迎
え
る
が
、
ア
ク
セ
ス
数

は
右
肩
上
が
り
で
、
ト
ッ
プ
ベ

1
ジ
は
現
在
、
月
間

一
万

八
千
件
前
後
で
あ
る
。
加
盟
七
百
庖
舗
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
五
八
%
の
庖
が

「さ
さ
は
た
ド
ッ
と

こ
む
に
よ
る
効
果
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
ド
ッ
と
こ

む
で
紹
介
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
生
産
量
が
三
倍
に

な
っ
た
商
品
も
あ
る
な
ど
、
経
済
効
果
も
出
て
い
る
。

ま
た
、
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
八
%
の
人
が

「知
ら

な
か
っ
た
お
庖
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
九

O
%
弱
が
「
商
庖

・
商
応
街
を
身

近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
街
へ

の
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
答
え
て
く
れ
る
ま
で
に
な
っ

た

(表
を
参
照
)
。

「地
域
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
の
堅
く
て
重
い
言
葉
や
コ
ピ

ー
は
使
わ
ず
、
徹
底
し
た
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
姿
勢
を
貫
き
、
人
の
体

1回目m∞年 2回目2∞3年

認知 知らなかったお客を知ることができた 75% (132) 98% (258) 

新規客 商庖・商庖街を利用するようになった 18% (22) 54% (142) 

来客増 商庖・商庖街を利用する機会が増えた 24% (42) 60% (158) 

親近感 商庖・商底街を身近に感じるようになった 69%(121) 88% (232) 

街 街への愛着を感じるようになった 62% (109) 86% (226) 

触れ合い 地元の友人・知人が繕えた 6% (11) 15% (40) 

温
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ

イ
ト
づ
く
り
を
心
掛
け
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

'

一

地
域
協
働
で
継
続
運
営
で
き
る

4

一
自
立
事
業
に

さ
さ
は
た
ド
ッ
と
こ
む
の
開
設
費
用
は
、
そ

の
三
分
の
二
を
東
京
都
と
渋
谷
区
か
ら
の
補
助

金
で
賄
っ
た
が
、

二
年
目
か
ら
は
自
主
運
営
を
し
て
い
る
。

財
政
的
に
厳
し
い
商
庖
街
が
捻
出
で
き
る
予
算
は
多
く

な
い
た
め
、
商
庖
街
が
拠
出
す
る
運
営
費
用
だ
け
で
は
自

立
運
営
が
難
し
い
。
二
年
目
、

三
年
目
は
財
政
的
に
厳
し

い
時
期
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
強
い
危
機
感
を
持
っ
た
行
動
力
の
あ
る
繭
脂

街
リ
ー
ダ
ー
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

事
務
局
と
し
て
の
弊

社
が
お
の
お
の
役
割
分
担
し
、
目
標
と
思
い
を
共
有
し
て

事
業
を
進
め
、
サ
イ
ト
独
自
で
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
現
荘
は
ト
ン
ト
ン
な
が
ら
運
営
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

'

一

全
国
の
地
域
サ
イ
ト
の

4
、
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
設
立

平
成
十
五
年
十
二
月
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
間
支
援
組
織
事
業

「地
域

サ
イ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
略
称

L
i
s

N
E
Tど

(
Z
G
h¥¥若
者
宅
・
口
印
ロ

2
・E
)

を
設
立
し
た
。

LisNETキックオフ !シンポジウム

L
i
s
N
E
Tは
、
全
国
の
地
域
サ

イ
ト
運
営
者
・
関
係
者
が
集
い
、
自

分
た
ち
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
・
現
場

の
知
恵
を
交
換
し
合
い
、
成
長
す
る

た
め
の
共
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
。

全
国
の
会
員
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

舞
台
と
し
て
サ
イ
ト
を
有
効
活
用
し
、
各
地
域
で
結
果
を

出
し
つ
つ
自
立
運
営
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
ま
た
、
地
域
サ
イ
ト
全
体
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
、
「
地
域
サ
イ
ト
と
い
う
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

を
つ
く
る
こ
と
も
大
き
な
テ

l
マ
に
し
て
い
る
。

j島崎匂2004・8月号17 



特
集

。
た
す
け
あ
い
ゆ
い
(
横
浜
市
)

互
い
に
助
砂
含
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

宿
植
法
人

ー

l
主
婦
が
始
め
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

ヱ

主
婦

9
人
の
市
民
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
ト

「た
す
け
あ
い
ゆ
い
」
は
、
「
た
す
け
あ
い
グ
ル
ー
プ

結
」
と
し
て

一
九
九

一
年
に
設
立
さ
れ
た
市
民
グ
ル
ー
プ

か
ら
始
ま
っ
た
。
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む
社
会
状
況

の
中
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町
で
、
安
心
し
て
心
豊
か

に
人
と
し
て
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の

人
々
が
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域
の
主
婦
九
人
で
設

立
し
た
。

当
初
は
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
ワ

l
カ
l
ズ
・
コ
レ
ク
テ

イ
ブ
(
非
営
利
の
市
民
事
業
H
活
動
す
る
自
ら
が
出
資
し
、

利
益
を
分
け
合
う
活
動
の

一
環
)
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
だ
っ
た
た
め
、
事
務
所
の

一
角
を
借

り
、
机
を

一
つ
構
え
る
だ
け
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
本
当

に
お
金
が
な
い
状
態
で
の
始
ま
り
だ
っ
た
が
、

「
困
っ

た

時
は
お
互
い
様
」
を
合
言
葉
に
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
全
員
で
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
っ
た
。
最
初
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
有
償
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

社
会
福
祉
法
人
た
す
け
あ
い
ゆ
い

理事長

・

清
田
静
江

た
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
と
い
う
認
識
は
全
く
な
か

っ
た
。

横
浜
市
の
南
区
は
、
自
転
車
で
四
十
分
く
ら
い
走
る
と

区
外
に
出
て
し
ま
う
よ
う
な
狭
い
地
区
で
あ
る
。
人
口
は

二
十

一
万
人
、
高
齢
化
率
は
二
O
%
を
超
え
、
ま
さ
に
少

子
高
齢
化
の
特
徴
を
備
え
た
地

域
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
、

難
病
者
、
障
害
児
、
障
害
者
な

ど
、
地
域
に
住
む
人
で
あ
れ
ば
、

援
助
の
対
象
を
限
定
せ
ず
、
と

に
か
く
必
要
な
時
に
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う

方
針
で
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

最
初
は
、
何
を
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
何
か
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
も
、
思

い
だ
け
が
空
回
り
し
、
勉
強
と

議
論
で
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

区
役
所
の
保
健
婦
さ
ん
た
ち
か

18 

ら
、
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
人
を
個
別
に
援
助
す
る
方

法
を
、
直
接
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
私
た
ち
の
す

べ
て
の
活
動
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
利
用
者
の
人
と
、
支
え

手
の
人
と
が
相
互
に
支
援
し
て
、
深
く
か
か
わ
り
合
い
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
経
て
い
く
う
ち
に
、
九
人

が
数
年
で
百
人
以
上
の
大
き
な
集
団
と
な
っ
た
。

2004・8月号地減;i!)

ヱ

訪
問
看
護
医
療
に
備
え

N
P
O法
人
を
設
立

一
九
九
八
年
、
在
宅
利
用
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
住
居

を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
貸
し
て
い
た
だ
き
、
小
規
模
な

が
ら
家
庭
的
な

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
」
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
設
立
し
て
か
ら
七
年
の
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
の
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
広
が
り
、

一
年
聞
か
け
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
生
活

ク
ラ
ブ
生
協
の
ワ

l
ヵ
l
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
を
、

卒
業

し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

卒
業
と
と
も
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
取
得
の
準
備
に
着
手
し
、
法
人
設
立

に
対
す
る
会
員
聞
の
話
し
合
い
や
勉
強

会
を
頻
繁
に
聞
い
た
。
九
九
年
二
月、

日
本
財
団
か
ら
小
型
福
祉
車
両
の
寄
贈

を
受
け
、
介
護
付
き
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
。

同
年
三
月
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法

人
と
し
て
認
証
を
受
け
、
名
称
を

「特

定
非
営
利
活
動
法
人
た
す
け
あ
い

ゆ
い
」
と
し
た
。
在
宅
生
活
を
支
え
る

た
め
に
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
医
療
而
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
不
可

欠
と
考
え
、
老
人
福
祉
法
改
正
を
視
野

定例会 (自閉症の勉強会)
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に
入
れ
て
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
取
得
と
な

っ
た
。
神
奈
川
県
下
で
初
、
横
浜
市
で
は
も
ち

ろ
ん
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

県
民
総
務
室
の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
全
面
的
な

バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
横
浜
市
職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
、
同
年
八
月
に
は

「
ゆ
い
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
在
宅
に
こ
だ
わ
り
、

在
宅
で
看
病
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

h
F

一
介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ
ス
体
制
を

4
、
一
整
備

二
O
O
O年
四
月
、
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
神
奈
川
県
か
ら
居
宅
介
護
支
援、

訪
問

介
護
、
通
所
介
護
、
訪
問
看
護
の
四
つ
の
介
護

お兄さんだっこして 中学1年生ボランティアと一緒に)

倫理綱領

制相t・Ji業は人と人との関係のrllで常まれ、よい関係の中でこ
そ発版します。たすけあい ゆい の活動にかかわる全てのス

タッフがこのことの大切さを認識し、 ft任を持ってサービスを
提供するために、ここに私たちの込lいを表明します。

ゆいたすけあい

1.私たちは、手IJHJ者をl司イiの歴史を持った例人として尊重し、
あらゆる立昧でその命と人件.に敬立を持って桜します。

保
険
事
業
所
の
指
定

を
受
け
た
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
人
々
か

ら
の

「
困

っ
た
」
に

お昧はいかが 7 (中学1年生ボランティアと一緒に

護 用デ 看立 け対
保しイ 護 て J し
険てサ師、ケて

82t長2?翌e片言手 ?zz 
て介利可やを 受

2.私たちは、利川者の主体性とIIf能性をむじ、サービスを通
して多くの力と例性が発何で、きるよう支f~ します。

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

っ
た
。

提
供
す
る
体
制
が
整

3.私たちは、利HJ荷が安心感とI'lii元を持ってサービスを利JIj
できるよう、援助{fとしてのl暖かさと誠実さを大切にしま

す。

4.私たちは、戦務上知りえた利!日-/1'の情報やプライパシーを
尊重し、専門織として秘繁保持に此1'Eを負います。

介
護
保
険
で
対
応
で
き
な
い
人
に
は
従
来
通
り
、
非
営

利
活
動
に
よ
る
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

思
い
や
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
が
広

が
り
、
法
人
と
し
て
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
倫
理
綱
領
を

作
っ
た
。
(
左
の
図
)

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
、
名
前
の
通
り
、

今
後
も

助
け
合
っ

て
い
き
た
い
。
若
い
世
代
に
負
担
を
掛
け
な
い
、

介
護
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

h
E

一
ス
タ
ッ
フ
三
百
人
が

4
・
一
一
千
人
の
ニ

l
ズ
に
対
応

「た
す
け
あ
い
ゆ
い
」
は
現
在
、
一二
百
人
近
い
ス
タ

ッ

フ
が
千
人
の
利
用
者
の
ニ

l
ズ
に
応
え
て
い
る
。
「た
す

け
あ
い
ワ

l
ヵ
l
ズ
」
と
し
て
活
動
を
始
め
て
以
来
十
五

年
、
ス
タ

ッ
フ
全
員
が

強
い
信
頼
感
で
結
ぼ
れ

て
い
る
。

5.私たちは、利JH者に対していかなる産別も行わず、また身
体的、精神的な暴力、 1.1i待および拘束を行いません。

さん

6.私たちは、専門11:を持った援助-r..としての研鎖に努めると
ともに、目的に対して誠実に受け止め良心と立任を持って

対処します。

7.私たちは、事業をjJJ1して地域品i祉の課題をとらえ、誰もが

必要なII~に必~な支援が受けられる地域社会の実現に努力

します。

かんが

8.私たちは、この事業の社会的な点任を鑑み、情報の公1mに航
極的に取り組むと共に事業の世s令な述営と継続に努めます。

現
在
、

年
間
事
業
高

が
四
億
七
千
万
円
に
な

る
が
、

最
初
か
ら
売
上

高
目
標
を
決
め
る
会
社

形
態
で
は
、
絶
対
や
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ピ
ジ
ネ

泊~ω

ス
で
あ
る
。
今
後
も
地

域
の
人
が
お
互
い
に
助

け
合
い、

支
え
あ

っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
ま

2004・8月号

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

@ 

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
滋
賀
県
)

地
場
の
自
律
・
自
立
で
循
環
型
経
済
祉
舎

の
構
築
目
指
す

l
l
ア
グ
リ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
を

ヱ

琵
琶
湖
の
浄
化
を
機
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
自
律
(
地
域
自
ら

が
考
え
)
と
自
立
(
地
域
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
)

に
よ
っ
て
、
大
量
生
産
・
大
量
廃

棄
型
の
「

一
方
通
行
型
経
済
社
会
」

に
代
わ
る

「循
環
型
経
済
社
会
」

を
構
築
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

一

九
七
七
年
の
琵
琶
湖
の
赤
潮
発
生

を
契
機
に
大
き
な
県
民
運
動
と
な

っ
た
「
せ
っ
け
ん
運
動
」
に
始
ま

り
、
す
で
に
四
半
世
紀
を
超
え
る

長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み

は
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
整
理

で
き
る
。
第

一
期
は
赤
潮
発
生
前

の
一
九
七
六
年
1
九
二
年
の
廃
食

油
を
回
収
し
、
せ
っ
け
ん
へ
リ
サ

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ

ッ
ト

ワ

ク

事
務
局
長

・

山

田

イ
ク
ル
す
る
資
源
循
環
サ
イ
ク
ル
づ
く
り
の
時
期
で
あ

る
。
琵
琶
湖
の
水
環
境
保
全
に
始
ま
る
「
保
全
と
再
生
」

に
視
点
を
置
い
た
取
り
組
み
の
時
期
で
あ
る
。

第
二
期
は
、
九
二
年
1
九
八
年
の
廃
食
油
の
バ
イ
オ
デ

イ
ー
ゼ
ル
燃
料
へ
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
地
域
内
活
用
を
進
め

た
時
期
で
あ
る
。
廃
食
油
か

ら
バ
イ
オ
燃
料
を
精
製
す
る

プ
ラ
ン
ト
を
開
発
す
る
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
水
環
境
保
全
の

視
点
か
ら
「
脱
化
石
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
へ

20 

実

視
点
を
広
げ
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
期
は
、
九
八
年
に
始
ま
る
菜
種
栽
培
に
ま

で
広
げ
た
地
域
資
源
循
環
サ
イ
ク
ル
形
成
の
時
期
で
あ

る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
量
的
な
確
保
に
向
け
て
、

休
耕
岡
や
転
作
田
を
活
用
し
て
菜
の
花
を
栽
培
し
、
菜
種

油
を
搾
油
し
て
地
域
内
で
利
用
、
そ
の
廃
食
油
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
地
域
内
の
動
力
燃

料
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
、
「
地
域
の
資
源
循
環
サ
イ

ク
ル
」
を
伴
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生
の
時
期
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
時
期
の
詳
し
い
解
説
は
省
略
す
る
が
(
関

心
の
あ
る
人
は
創
森
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
「
菜
の
花

エ
コ
革
命
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
て
菜
の
花
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
地
域
と
い
う
単
位
を
重
視
し
、
で
き
る
だ
け

身
近
な
生
活
の
範
囲
内
で
の
資
源
循
環
に
よ
り
、

「問
題

を
未
然
に
防
止
す
る
」「
身
近
な
問
題
は
で
き
る
だ
け
身

近
な
と
こ
ろ
で
解
決
し
て
い
く
」
こ
と
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が

「資
源
循
環
サ
イ

ク
ル
図
」
で
あ
る
。

，
r

一
三
十
七
道
府
県
に
広
が
っ
た

一
、

一
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
具
体
的
な
地
域
モ
デ
ル
を

つ
く
る
た
め
に
、
琵
琶
湖
東
部
に
あ
る
人
口
約
五
千
七
百

人
の
愛
東
町
で
、
住
民
、
行
政
の
関
係
者
と

一
緒
に
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
つ

人
々
が
同
町
を
訪
れ
、
同
じ
よ
う
な
取

り
組
み
が
広
が
り
始
め
た
二

O
O
一
年

春
、
琵
琶
湖
西
岸
に
あ
る
新
旭
町
で

「菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
し

泊域~i!ì 2004・8月号
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て
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
に
広
が
り
、
今
年
春
現
在

で
三
ト
ヒ
の
道
府
県
、
約
九
十
の
地
域
・
団
体
に
取
り
組

み
が
及
ん
で
い
る
。
な
ぜ
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
ん

な
に
短
期
間
に
、
急
速
に
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

そ
の
瑚
出
の

一
つ
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
循
環
型

社
会
の
地
域
モ
デ
ル
」
が
、
観
念
論
で
は
な
く
、
具
体
的

で
分
か
り
ゃ
す
い
地
域
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
固
定
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
は
な
い
。

愛
東
町
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
、
歴
史
、
風
土
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
人
々
の
夢
を
加
味
し
て
、
さ
ら
に
厚
み
の
あ
る
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
全
国
の
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域

の
数
だ
け
個
性
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一一

つ
目
は
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
目
標

を
掲
げ
な
が
ら
、
中
央
主
導
で
は
な
く
、
地
域
か
ら
提
案

コミュニティビジネス
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骨昔

し
て
地
域
か
ら
動
く
と
い
う
地
域
主
導
で
進
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
問
題
を
で
き
る
だ
け
小
さ
な
地
域

の
中
で
解
決
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
問
題
が
起
こ

っ
て
か
ら
そ
の
後
始
末
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
を

健
全
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
問
題
の
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
地
域
自
ら
が
考
え
、

地
域
か
ら
動
き
だ
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
私
た

ち
は
、
こ
れ
を

「地
域
の
自
律
と
自
立
」
と
呼
ん
で
い
る
。

三
つ
目
は
、
地
域
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
の
姿
を
示
し
な
が
ら
、
誰
に
も
な
じ
み
の
深

い
春
の
風
物
詩

「菜
の
花
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
、
そ
こ

に
集
落
自
治
会
、
市
町
村
、
都
道
府
県
、
企
業
、

N
P
0、

大
学
、
小
中
高
校
、
研
究
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
、
政
治
家
な

ど
、
幅
広
い
分
野
の
人
々
や
団
体
へ
共
感
の
拡
大
を
積
極

的
に
進
め
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
々
、
多
様
な
団
体
と

の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
軽
や
か
な
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
広
が
っ
て
き
た
背
景
に
あ
る
。

出削1_".，..11・

-

ム

経
済
循
環
型
の
地
燭
社
会
形
成
が
目
標
に

昨
年
春
に
広
島
県
大
朝
町
で
の
第
三
回
菜
の
花
サ
ミ
ッ

ト
で
、

「菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ほ
ん
ま
に
地
域
を
元

気
に
す
る
ん
か
い
の
お
」
と
い
う
テ

l
マ
が
掲
げ
ら
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中
で
、
本
物
の
資
源
循
環
型
の

地
域
社
会
を
形
成
す
る
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

い
る
経
済
が
循
環
型
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
強
く
感
じ
て
い
る
。

い
く
ら
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に
切
り
替
え
よ
う
と
思

っ
て
も
、
エ
コ
製
品
の
価
格
は
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
に

比
べ
て
高
く
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
も
化
石
燃
料
に

側
格
で
勝
負
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
環
境
に
は
よ
く

な
い
と
頭
で
分
か
っ
て
い
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
私
た
ち
は

少
し
で
も
安
い
も
の
を
買
い
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
出
し
、
そ

の
後
始
末
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
経
済
的
な
豊
か
さ
だ
け
が
本
当

の
豊
か
さ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
始
め
て
い

る
。
琵
琶
湖
を
守
る
た
め
に
は
湖
の
中
だ
け
で
な
く
、
そ

の
胤
り
を
取
り
囲
む
田
畑
に
も
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
を
取

り
巻
く
山
に
も
目
を
向
け
な
い
と
、
湖
の
水
質
は
良
く
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

二

O
O三
年
に
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

・
デ
ザ
イ
ン
委
員

会
」
を
設
置
し
て
、
新
旭
町
で
の
取
り
組
み
を
ケ

l
ス
ス

タ
デ
ィ
に
、

三
年
間
を
か
け
経
済
と
環
境
の
両
面
か
ら
、

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
当
に
地
域
を
元
気
に
す
る
方

策
を
探
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

'F-地域
活
性
化
に
必
要
な

a
司
司
-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
が
本
当
に
元
気
に
な
る
た
め
の
経
済
活
動
こ
そ
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
ろ
う
。
近
江
商
人
は
ビ
ジ

ネ
ス
倫
理
と
し
て

「売
り
手
よ
し
、
貿
い
手
よ
し
、
世
間

よ
し
」
の
「
三
方
よ
し
」
を
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
「
世
間

よ
し
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
未
来
世
代
も
喜
ぶ
「
孫
子

(ま

ご
こ
)
よ
し
」
を
加
え
た
経
済
の
こ
と
を
、
本
物
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
び
た
い
と
思
う
。

私
た
ち
は
、

二

O
O二
年
以
降
を
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
四
期
と
し
、
タ
イ
ト
ル
に

「
ア
グ
リ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

(
農
の
復
興
)
」
を
掲
げ
て
い
る
。
農
の
多
面
的
機
能
を
取

り
戻
す
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
と
地
域
活
性
化
の
夢
を
託
し
た
い
。

j詰蛸也2004・8月号21 



@
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

『
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
ま
た
地
方
税
収
入
や

地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
る
財
政
状
況
の

変
化
な
ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
わ
る
中
、
住
民
に
最
も
近
い
基
礎

的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
住
民
福
祉
の

向
上
や
地
域
活
性
化
の
た
め
に
巣
た
す
べ

き
役
割
と
そ
の
責
任
は
、
格
段
に
大
き
く

な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

こ
う
い
う
時
代
に
お
い
て
市
町
村
は
基

本
に
立
ち
返
り
、
行
財
政
基
離
の
確
立
、

特
色
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
、
市
民
と
行

政
の

「
協
働
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

鳥
取
市
で
は
、
本
年
十

一
月

一
日
を
目

標
に
鳥
取
県
東
部
の
八
町
村
と
の
市
町
村

合
併
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
合
併
が
実

現
す
れ
ば
、
本
市
は
人
口
二
十
万
人
、
而

積
七
百
六
卜
六
平
方
キ
ロ
の
山
陰
第

一
の

都
市
と
な
る
。
合
併
を
機
に
本
市
で
は
、

地
域
の

「個
性
」
を
大
切
に
、
地
域
聞
の

「連
携
」
を
強
め
、
未
来
へ

「飛
躍
」
す

る

『夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
展
開
し
、

「
人
が
輝
き
ま
ち
が
き
ら
め
く
快
適
・

環
境
都
市

鳥
取
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
行
財
政
基
盤
の

確
立
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
継
続
的

に
進
め
て
お
り
、

平
成
十
三
年
十
二
月
に

は
I
S
0
1
4
0
0
1
を
、
同
十
六
年
三

月
に
は

I
S
0
9
0
0
1
を
認
証
取
得
し

て
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
管
理
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
運

営
の
透
明
化
、
ス
リ
ム
化
、
高
効
率
化、

的
確
な
住
民
ニ

l
ズ
の
把
握
を
実
現
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
、
新
た
な

「行
財
政
改
革
大
綱
」
を
今

年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
推
進
、

積
極

的
な
企
業
誘
致
、
農
林
水
産
物
を
中
心
と

し
た
地
産
地
消
の
推
進
、
観
光
振
興
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
特
に

「交
流
観
光
都
市

鳥
取
」
を

目
指
し
て
観
光
客
倍
増
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
新
市
域
は
鳥
取
砂
丘
を
含
む
美
し
い

海
岸
線
、
広
い
田
園
、
千
三
百
メ
ー
ト
ル

級
の
高
山
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
有

し
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
と
直
に
接
す
る
こ

と
に
な
る
。

合
併
に
先
駆
け
て
本
年
六
月
、
新
市

域
を
含
ん
だ
広
域
エ
リ
ア
を
対
象
に
観
光

施
策
を
検
討

・
実
践
す
る

「観
光
戦
略
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
会
議
」
を
、
商
工

会
議
所
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、

市
が
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
発
足
し

た
。
よ
り
広
い
視
点
で
観
光
施
策
を
考
え
、

滞
在
型
観
光
の
た
め
の
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
は

「地
域
づ
く
り
の

原
動
力
は
、
地
域
住
民
の
パ
ワ

l
」
と
の

認
識
の
下
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
と
市
民

活
動
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
「市
民
参
画
と
市
民
活
動
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定

(平
成
十
五
年
三

月
)
、
市
民
団
体
の
交
流
と
活
動
の
活
性

化
の
た
め
の

「市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ

ブ
と
っ
と
り
」
の
開
設

(同
十
五
年
七
月
)

な
ど
に
よ
り
、

N
P
Oを
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
団
体
が
行
う
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民
と
行
政
の

「
協
働
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
地
域

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

去
、
て
、

鳥
取
市
の
八
月
と
言
え
ば

「鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
」
で
あ
る
。
し

ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
の
名
は
、
温
泉
地
鳥
取
の

「湯
が
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
湧
く
」
、
傘
に
付

け
ら
れ
た
「鈴
が
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
鳴
る
」

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
第
四

十
回
記
念
祭
と
な
る
本
年
は
初
め
て
の
二

日
間
開
催
と
し
、
初
日
の
八
月
十
五
日
は

記
念
式
典
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
花
火
大
会
で、

一一
日
目
の
卜
六
日
は
子
ど
も

一
斉
踊
り
、

歌
謡
ス
ペ
シ
ャ
ル
、

一
斉
踊
り
な
ど
で
観

光
や
帰
省
で
米
ら
れ
た
皆
様
を
お
迎
え
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
勇
壮
か
つ
整
然
と

し
た
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
の
波
を
、
ご
堪
能

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

功



いわてコミュニテイ・ビジネスセンターfまちなか来ぶらりj・盛岡市
「まちなか来ぶらり」は、高庖街の空き庖舗を利用し、平成15年8月に開設された。
主な業務内容として、①コミュニティ・ビジネスの起業支援 (起業時 ・起業後の

経営そのイ也、さまざまなご相談にスタ yフが対応)②起業の担い手を発掘・育成

するためのワ クショ ップ開催 (各地方振興局と連携して今年は6カ所在予定)③
各種起業に必要な講座の開催 (センター主催の講座は、利用者の要望を取り入れな

がら臨機応変に企函している)④情報提供 (書籍 ・関連資料の充実には力を入れ

ている。貸し出しは無料)⑤設備の提供 (センター内の利用可能な設備としては、

パソコン、ファクシミリ ・コピー機、プロジェク夕 、テレビ、ビデオデッキ、C

Dプレーヤ一、スキャナ、ホワイトボードなどがあり、すべて無料で利用できる)。

このほかセンターは、コミュニティ・ビジネス実践者、これから始めようとする個

人・団体を対象に会合の場所も無料で貸し出している。

ィビジネス

特定非営利浪人都隙沙羅パートナーズセンター

.新潟県岩船地織

新潟県岩船地域(村上市、関川村、荒川町、神林村、朝日村、山北

町、粟島浦村)では、新潟県独自の地域づくり事業「ニューにい

がた里創プランJにより、コミュニティビジネスの起業家育成を
一つの柱とした各種事業を展開している。公設民営による中間支

んな二会
(上)地域通貨「キサラj

(左)元気づくり支援事業の公開審査

援組織「都岐沙羅パート

ナースセンター」の開設

や起業家育成のための助

成事業「元気づくり支援

事業J、起業塾の開催、
地減通貨の流通などによ

り、地域内にはさまざま

な社会起業家が生まれ、

着実に地域の元気づくり

が進められている。



介護や外出支援など、企業OBの男

性も参加

特定非営利湾人流山ユー・アイネット ・千葉県流山市

流山ユー・アイネ ットは、“ふれあい事業"で築いた地域における信用を基盤に、介護

福祉事業 (家事援助、介助、介護など)を展開するNPO法人である。介護保険制度の指

定事業者でもあり、現在、法人全体の収入規模は1憶5千万円である。事務局メニパーは

企業OBの男性が中心であることが大きな特徴で、企業での豊富な経験を基に、マネジ

メン卜感覚を十分に持った経営がなされている。実際にサービスを実施する中心活動メ

ンバーは、地元の主婦が担っている。
「茶話やか広間J七夕祭りや小学生囲碁教室などが行われた
さわ

NPO法人コミユレスネット ・三重県四日市市

コミュニティレス トラン「こらぼ屋jは、プロではない一
般の料理好きな主婦やOL、学生といった人たちが、日替わ

りで調E里を担当する「ワンデイシェフ・システム」と呼ぷ
方式でお底を運営している。現在70人余りの人がシェフ登

録をしており、月に1-2回、ランチやディナーに腕を振る

っている。登録シェフは、皆自分の「屋号Jを持ち、担当
日はメニューをはじめ庄内のインテリア、BGMなども自分

の好みに合った演出を施し、プチオ ナ 気分を昧わって

いる。



北国街道の周辺の風情のあ

る町並みを利用して平成元
年に黒壁スクエアが誕生。

ガラスショ ップ、工房、美
術館、レストランなど約30
庖舗で形成されている

黒壁 ・滋賀県長浜市

2})定館のスタジオクロカべでは吹きガラスの制作を行っており 、来
庖者は窓越しに制作風景を見ることができる

長浜の街を横切る北国街道の周辺には、豊臣秀吉が大名になって以来、約460年続く黒漆喰の

外壁を持つ歴史的建造物の街並みが残っている。民間人B人と長浜市が出資した第三セクター

「黒壁Jは、“黒壁銀行"の愛称で町のシンボルになっていた建物の保存運動をきっかけに設立
された。これら古い建物を利用して平成元年に黒壁スクエアが誕生し、現在、ガラスショ ップ、

工房、美術館、レストランなど約301吉舗で形成されている。1989年に約10万人だった来訪者は
2002年には同210万人に憎え、事業の売り上げは、街の整備や国内外の人々との交流などに還
元されている。

修了生による地域のシ
ニア向けパソコン講座

身近な地域で「デジタルデハイド」の解消に貢献する「地域IT
リーダーJを育成するため、2001年4月に 「市民ITサポートセ
ンターjを開設し、翌02年にかけて「パ、ノコン家庭教師養成
講座jを開講した。講座修了生の中からコミュニティビジネ
スに取り組む人と一緒に、障害者・高齢者のIT利用プロクラム
を開発しながら、地域の老人会・婦人会などと連携してIT講習
を開講している。「パソコンを楽しく学ぶことjをモットーと

した講座は、口コミの紹介で徐々に活動の場が広がっている。



フラウ .福岡市

子育て環境改善、地域力の向上、ネットワークコミュニティによる

新しい社会システムの提案、それが株式会社フラウの理念である。

創刊12年目を迎えた福岡子育て応援マガジン「子づれ(DE)CHA. 
CHA. CHA I Jを輸に、FAXや携帯でダイレクトにつながるママネ
ットワークなどで生活者 ・当事者のニースを掘り起こし、「子育て、

教育、食、遊び」など

のオリジナル出版物の

発行やファミリ一向け

イベン卜の開催iなど、
生活者起点 (CtoB)

のコミュニティビジネ

スを展開しているo

ファッションショー オリジナル出版物 転勤族ウェルカムパーティー

NPO浪人伊万里はちがめプラン

.佐賀県伊万里市

佐賀県伊万里市で 、 地域の飲食底主などが生ごみを tt~E化
するプラン卜を建築し、一般家庭および事業系の生ごみ分

別協力者から1日1.7トンの生ごみを回収。100日以上かけて

良質なはちがめ推肥 (1日600キロ)を生産している。はち
がめ堆肥lム佐賀大学農学部の協力によって栽培実験や土

壌分析を行い、高品質のtt肥を地元農家など地域内で販売
している。また、休耕田を利用した菜の花栽培にも堆肥を

活用し、安心安全な菜種油を生産している。使用後の廃食

油は、回収しバイオディーゼル(BDF)燃料に精製して再使

用するなど、循環型社会の構築を進めている。はちがめ土佐

肥で作られた農産物、菜種油や加工品、BDFなどは、農産

物直売所「はちがめふれあいステーション風道」で販売し

ているほか、地域通貨「ハ yチー」の発行を行い、地域内

資源循環社会形成に向けた活動を行っている。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
ビ
ジ
ネ

と
コ
ミ
ュ

地
域
の
自
立
と
活
力
創
出
の
新
産
業
が
誕
生

• 挑
戦
と
戦
術
に
注
目
が
集
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義

新時代ビジネスのイメージ

F42h 
寄「官軍

図1

と
必
然
性
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
(
図
1
)

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
顕
在
化
し
て
き
で
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
、
問
題
や
課
題
の
解
決
の
た
め

の
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

N
P
O
、
私
企
業
も
含
め
、

営
利
と
非
営
利
事
業
の
ボ
ー
ダ
ー
の
周
辺
に
存
在

す
る
中
間
領
域
の
新
産
業
分
野
と
し
て
、
社
会
的

期
待
が
集
ま
り
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
米
国
で
は
、

N
P
O
な
ど
が
主
に
活
動
す
る
分
野
だ
け
で
も
、

そ
の
経
済
規
模
は
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
約

一
割
を
占
め
、
行
政
、
企
業
に
次
ぐ
セ
ク
タ
ー
に

台
頭
し
て
い
る
。
日
本
で
は
医
療
分
野
な
ど
を
含

い
ま
だ
に

G
D
P
比
で
三
%
未
満
の
規

め
て
も
、

模
と
み
ら
れ
る
。
(
図
2
・
3
)

• 川

地
域
特
性
と
産
業
資
源
の
融
合
化
と
活
用

法
H
地
域
に
適
合
し
た
産
業
振
興
を
図
り
、
地

域
の
主
体
性
・
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
産
業
お -

=
ァ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

株
式
会
社
玄

代
表
取
締
役

• 政
所
利
子

持蝿・6・-サポー ト

スピード ・パーソナル
ソフト ・術.剖lIi

同-.・ー珂応

従
米
型
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
限
界
が
叫
ば
れ
、

高

コ
ス
ト
構
造
と
各
純
規
制
、

雇
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
国
・
地
域
・
企
業

・

組
織
・
例
人
の
お
の
お
の
の

「役
割
と
存
在
」
自
体
が
改
め

て
問
わ
れ
て
い
る
。
新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い

「
大
変
革
へ

の
第

一
歩
」
を
見
い
だ
す
べ

く
、
各
地
域
で
新
ビ
ジ
ネ
ス

が
誕
生
し
て
い
る
。
特
に
自

立

へ
向
け
た

「
地
域
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

図2

コミュニティビジネスの主な領織と事業実鵠例

2004・8月号

、まちづくり
芸術 ・文化市民大学
地域文化・郷土学活動
SOHO・ベンチャー支援活動
スポーツ・健康・レクリ工ーション活動
健康相談・病院紹介医療サーヒス

‘辿局~i!ì

図3
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こ
し
の
流
れ
の
強
化
と
具
体
策
の
検
討
①
「
地
産
地
消
』

の
地
域
認
識
の

一
般
化
、
気
運
の
醸
成
、
環
境
づ
く
り

を
促
進
②
先
端
技
術
産
業
と
の
融
合
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
や
支
援
活
動
と

「活
力
創
造
型
醸
成
」
環
境
の
整
備

③
情
報
、
知
識
、
人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
・
企
業
の

連
携
「
地
域
競
争
力
と
協
働
シ
ス
テ
ム
」
構
築
④
実
践

型
異
業
種
交
流
促
進
な
ど
と
新
産
業
の
複
合
化
「
人
・

技
・
物
・
情
報
・

事
づ
く
り
」
⑤
産
学
官
連
携
の
ビ
ジ

ネ
ス
連
携
・
新
技
術
分
野
の
拡
大

「実
践
を
学
ぶ
舞
台

づ
く
り
」
の
創
生
な
ど
。
以
上
の
①
か
ら
⑤
に
わ
た
る

戦
略
化
と
醸
成
が
経
営
資
源
化
に
向
け
て
必
要
と
な
る

川

「

規
模
と
生
産
経
済
」
か
ら

「質
と
知
識
経
済
」

へ

移
行
、
高
付
加
価
値
型
の
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
づ
く
り

川

地
域
特
性
の
再
発
見
・
発
掘
の
必
要
性
H
交
流
・
交

換、

「知
的
所
有
権
な
ど
の
ル

l
ル
整
備
」
や
、
「
信
頼

関
係
の
醸
成
」
と
「
情
報
評
価
シ
ス
テ
ム
」
、
「柔
軟
な

組
織
の
管
理
運
営
」
、
「適
切
明
確
な
利
益
配
分
」
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
資
源
化

川

地
域
特
性
活
用
型
経
営
資
源
へ
の
戦
略
H

基
礎
技
術

の
探
索
に
よ
る
再
検
証
・
再
評
価
、
新
時
代
型
の
ス
ト

ツ
ク
へ
の
進
展

川

地
域
経
済
組
織
の
改
革
H

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
の
役

割
を
再
確
認
し
、
社
会
・
経
済
変
化
に
伴
っ
た
活
動
の

見
直
し
と
従
来
型
組
織
の
機
構
改
革
な
ど

川
新
異
業
種
交
流
・
連
携
活
動
の
具
体
化
H
異
業
種
交

流
を
通
じ
、
情
報
・
人
材
・
技
術
の
情
報
公
開
と
高
度

な
地
域
事
業
新
生
の
た
め
の
、

専
門
分
野
の
人
材
補
完

と
環
境
整
備

川

需

要

創

造
H

地
域
・
組
織
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と

ビ
ジ
ネ
ス
連
携

川

中
間
領
域
と
地
域
産
業
H
多
様
な
市
民
活
動
、

N
P

。
、
自
治
体
、
企
業
聞
の
連
携
、
肥
大
化
・
硬
直
化
す

る
公
益
企
業
活
動
の
改
革
と
見
直
し

川

検
討
課
題
と
役
割
分
担
H

各
事
業
主
体
の
役
割
変

化
。
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
の

一
体
化
戦
略
強
化
、

産

業
・
生
活
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
充
実
と
定
着
化

以
上
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
へ
の
九
つ
の
視
点
が
掲
げ
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
化
と
発
展
へ
向
け
て

コミュニティビジネスと活動分野

活動分野 事案内容・サービス内容

高齢者生活支浸透動 シルバー向け総合サービス.112食サーピス.移送サービス、徳社サーピス‘買い物代行‘宅配サービス.
在宅ー紡問サービス (理・喪容)、宅老所、場改築・修理サーピス.訪問看樋ス子ーシヨン.

グループホーム・共同住宅などリハビリその他社会復帰・自立支鑓

身体縁害者支復活動 各樋補助、手路通訳‘問伴、介助.販売支媛、在宅勤務支援(他、高齢者向けサービス)与ど

子育て支11活動 保育所保育サーピス.ベピーシ・ノ舎一、干宵て・支f量及び情報復供.食事サービス、フリースウーJしなど

地頃情報発信・ ヲウン院先行、イン9ーネット情線発信‘情報インフラ建備、地培通貨.コミュニティ施政運営、
ヰットワーつづくり 地峨情報資源の電子デ-11化と販売、 コミュニティ肱送、市民図・館関盤・遺堂、異業樋交流活動.異世代交;)'Ij苦動、

典文化支;)'Ij苦動、地織朗交;)'Ij苦動など

地域教育・!E港学習 コミュニティスウーIkセミナー間借‘各担文化教室、青少年館主膏峰、.11者社全.加促進活動 膏少年野外教室、
情報教育 総合学習教室など

鱒土学、地波文化などのt世代間交流.流減ネットワーヲなどの地峨逮焼事11

地場鼠墳聾冊t 環境保全活動、地犠美化‘資源回収.9臣家電 ・パソコンリサイヲIk古着回収、公園管理.
資源リサイヲル 環境R偏・後器関通サービスなど
環境学習及び実鶴 環境学習‘環境教育鴎飾派il.エコプロダヲ k リプロずヲト、商品開発・情報復供など

地域資濁活用 歴史的建造物活用、地嫌資源の発鑑‘地織独自の商品化・関連サービス、伝続文化・筏衛・筏能の伝承、

地省産業支11 地織観光促進活動など

創象支掻・鷹飼促週1- チャレンジショ γ プ、 ベンチャースウーJ仏コンサI~ティング. 高齢者続労促進活動、 事業マッチングサービス怠ど
起業家支11 蹴学支撮.リウルー子ィンゲ・マナーIII習など

まちづくり 歴史的資滋を活かした地織づ〈り.地減パートナーシップ檎集、伝統事業 ・祭りの保存、伝承サポート事11.
食宵・地摩地滑活動など

その他 信軍事交流在日外国人文tl.スローフードレストラン、コミュニティレストランむど

図4
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『民
・
官
・
産
・
学
』
共
働
の
下
に
、
法
律
・
予

算
・
税
制
・
財
投
、
教
育
の
各
分
野
を
含
め
、
専
門
機
関

の
適
時
、
適
正
、
適
意
な
相
互
助
言
と
柔
軟
な
対
応
が
必

須
と
な
る
。
(図
4
)

lま
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• 「街
の
仕
事
は
商
庖
街
の
仕
事」
|

|
東
京
・
足
立
区

ア
モ

l
ル
東
和
商
庖
街
の
田
中
武
夫
理
事
長
は

「物
を

売
る
だ
け
の
商
庖
街
か
ら
暮
ら
し
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

へ
」
と
し
て
、
商
庖
街
の
新
た
な
役
割
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し

勝
ち
残
る
作
戦
を
展
開
中
で
あ
る
。
ア
モ

l
ル
東
和
商
庖

街
は
、

「
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所
」
の
マ
ン

ガ
で
お
な
じ
み
の

J
R
常
磐
線
亀
有
駅
か
ら
徒
歩
八
分
、

葛
飾
区
と
足
立
区
の
区
境
に
位
置
し
て
い
る
。
駅
か
ら
離

れ
、
地
の
利
に
は
恵
ま
れ
な
い
な
が
ら
、
独
自
の
地
域
経

営
哲
学
で
の
成
功
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ぞ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
例
で
あ

り
、
ア
イ
デ
ア
、
努
力
、
人
の
輪
で
地
域
密
着
型
の
事
業

活
動
を
手
掛
け
る
東
和
銀
座
商
庖
街
を
紹
介
し
た
い
。

衰
退
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
東
和
銀
座
商
庖
街
振
興
組
合

は
ま
ず
、

「
商
応
街
の
会
社
」
を
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
設
立
、
大
型
庖
舗
と
は
全
く
違
う
地
域

で
の
役
割
を
、
果
た
す
こ
と
を
目
標
に
決
め
た
。
会
社
創

業
時
は
病
院
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
庖
経
営
を
手
掛
け
、

学

校
給
食
事
業
、
高
齢
者
へ
の
弁
当
宅
配
事
業
、
ビ
ル
の
清

掃
事
業
、
パ
ン
屋
、
鮮
魚
庖
、
漬
物
屋
、
そ
し
て
現
在
は

学
童
保
育
事
業
も
展
開
中
だ
。

平
成
二
年
、
東
和
銀
座
商
庖
街
振
興
組
合
の
隣
り
に
開

設
さ
れ
た
伽
東
京
都
保
健
医
療
公
社
が
運
営
す
る
東
部
地

域
病
院
へ
の
売
届
出
店
申
請
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
四
十
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一
人
の
組
合
員
出
資
に
よ
る
株
式
会
社
ア
モ

l
ル
・
ト
l

ワ
を
設
立
し
た
。
設
立
の
際
、
田
中
氏
は
出
資
者
に
対
し

三
つ
の
条
件
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、

①
商
庖
街
振
興
組

合
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
②
株
主
は
組
合
員
持
ち
株
は
お

の
お
の
十
株
以
下
③
経
営
は
役
員
に
任
せ
口
出
し
し
な
い

ー
ー
で
あ
る
。
(
図
5
)

• さ
ら
に
同
十
五
年
四
月
に
は
、
東
和
銀
座
商
庖
街
の
尚
一

庖
舗
を
利
用
し
て
学
童
保
育
所
「
ア
モ

l
ル
学
童
ク
ラ
ブ
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
当
初
、
空
底
舗
を
高
齢
者
の
休
憩

所
に
と
考
え
た
が
、
足
立
区
に
は
学
童
保
育
の
待
機
児
童

が
百
数
十
人
い
る
こ
と
を
知
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に

高庖衡のサイドビジネス・地滋住民の生活支煙、サービス鑓供

「積りになる街J

GV~~~ 
@)~ 

練式会社アモール・トーワ図5

事
業
を
変
更
。

ま
ず
誰
で
も
出
入
り
を
自
由
に

開
放
し
、
午
前
中
は
高
齢
者
の
休

憩
場
所
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
、
午
後
か
ら
は
学
童
保
育
所

と
し
て
子
供
た
ち
に
自
由
に
訪
れ

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、

子
供
た
ち
と
高
齢
者
と
の
交
流
が

実
現
し
て
い
る
。
高
齢
者
と
子
供

た
ち
を
通
し
て
、
新
し
い
地
域
家

族
の
輸
を
は
ぐ
く
み
始
め
て
い
る
。

各
種
事
業
の
実
践
に
は
商
脂
街
の
持
ち
出
し
分
が
生
じ

る
の
は
常
な
が
ら
、
学
童
保
育
所
で
は
区
か
ら
月
額
家
賃

十

一
万
円
の
三
分
の
二
の
補
助
を
受
け
、
残
り
は
商
庖
街

が
負
担
し
て
い
る
。
高
齢
者
向
け
弁
当
宅
配
事
業
で
は
、

採
算
を
度
外
視
し
赤
字
覚
悟
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
ぜ
そ

れ
ら
が
事
業
と
し
て
持
続
可
能
な
の
か
、

実
は
そ
こ
が
ア

モ
l
ル
・
ト
l
ワ
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

• 前
述
の
病
院
売
庖
の
出
底
申
請
は
当
初
、
当
局
か
ら
不

許
可
に
な
る
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
「
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
粘
り
強
く
交
渉
し
た
結
果
、
申

請
が
受
諾
さ
れ
、
ア
モ

l
ル
・
ト
l
ワ
は
営
業
開
始
に
こ

ぎ
着
け
た
。
株
式
会
社
が
生
み
出
す
収
益
で
、
商
庖
街
の

地
域
密
着
活
動
が
財
務
面
か
ら
担
保
さ
れ
る
事
業
の
仕
組

み
が
誕
生
し
た
。

ち
な
み
に
ア
モ

l
ル
・
ト
l
ワ
は
多
く
の
持
ち
出
し
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
的
に
一二
%
の
配
当
を
生
ん
で
い
る
。

障
害
者
が
主
体
的
に
働
く
パ
ン
販
売
底
も
支
援
、
空
庖
舗

対
策
事
業
の
補
助
金
も

一
部
活
用

し
な
が
ら
、
年
間
百
八
十
万
円
の

家
賃
は
障
害
者
支
援
と
し
て
ア
モ

ー
ル
・
ト
l
ワ
が
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、

学
校
給
食
が
民
間
委
託

に
移
行
す
る
と
い
う
情
報
を
入
手

す
る
と
同
時
に
、

「地
域
の
こ
と
は

地
域
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
学
校

給
食
事
業
に
も
着
手
し
た
。
さ
ら

に
現
在
は
高
齢
者
向
け
弁
当
の
宅

配
事
業
に
発
展
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
の
考
え
方
は
、

「街
の
中
の
こ
と
を

私
た
ち
が
や
ら
な
く
て
誰
が
や
る
の
か
。
自
分
た
ち
の
こ

と
は
地
域
の
核
と
な
る
商
庖
街
が
実
施
す
べ
き
だ
。
地
域

に
立
地
し
地
域
で
生
活
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
域
の
こ

と
を
や
る
の
は
当
た
り
前
」
|
|
。

学童保育所「アモール東和学童クラブ」

• コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
社
会
を
元
気
に
し
、

暮
ら
し
と
個
人
を
豊
か
に
安
定
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
効
果

と
そ
の
結
果
が
あ
る
。
人
々
の
真
の
幸
せ
を
つ
く
り
出
し

て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
、
住
民
と
地
域
を
真
の
意
味
で
豊
か
に

す
る

「
幸
福
産
業
」

と
も
定
義
付
け
ら
れ
る
。

単
に
地
域
を
対
象
に
住
民
が
事
業
し
て
い
る
だ
け
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
条
件
を
充
分
に

満
た
し
て
い
る
と
は
き
守
え
な
い
。
地
域
へ
の
愛
着
を
は
ぐ

く
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
目
立
を
促
し
、
住
民
主
体
の

事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
が
進
み
、
地
域
の
活
力
が
持
続
的
に

生
ま
れ
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
り
目
標
で
も
あ
る
。

;↓組緒也2004・8月号29 
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富
山
県

コ
ミ
ュ
=
ァ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
振

き
め
細
か
恕
支
揺
を
展
開

ー

l
新
し
い
地
域
活
動
の
創
造
で
地
域
再
生
を
促
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

-
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
現
在
、

こ
れ
ま
で
の
企
業
や
行
政
で
は
対
応
し
切
れ
な
い
地
域
の

多
様
な
課
題
を
解
決
す
る
担
い
手
と
し
て
、
今
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
富
山
県
で
は
、

昨
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
育
成
講

座
の
開
催
や
融
資
な
ど
の
金
融
支
援
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
が
円
滑
に
事
業
を
行
え
る
よ

う
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
目
的
に
事
業
化
を

図
る
新
し
い
形
態
の
事
業
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
福
祉
、
環
境
保
全

・
リ
サ
イ
ク
ル
、
子

供
の
健
全
育
成
、
商
脂
街
活
性
化
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
特
産
品
の
加
工
・
販
売
に
関
す
る
事
業
な
ど
、
そ
の

活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た

公
益
性
の
高
い
分
野
を
そ
の
事
業
領
域
と
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

事
業
と
し
て
継
続
し
て

成
り
立
つ
と
い
う
点
で
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は

異
な
る
。
ま
た
、
社
会
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
い
利
益
追

I~ 

b
F
富
山
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
金
融
係

主事

・

水

上

優

求
を
行
わ
な
い
と
い
う
点
で
、
従
来
の
営
利
を
目
的
と
し

た
企
業
と
は
異
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
こ

れ
ま
で
行
政
や
企
業
で
は
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
対
応
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
、
活
動
を
通
じ
て
住
民
の
生
き
が
い
や
雇
用
を
創

出
し
た
り
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
り
地
域
産
業
の

活
性
化
が
図
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

'
F
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
担
い
手
育
成
講
座

一
、
-
の
開
催

富
山
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
事
業
者
に
対
し
、
人

材
面
、
資
金
面
で
の
支
援
施
策
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
人
材
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
な
ど

を
対
象
に
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
担
い
手
育
成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
既
に
県
内
に
お

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
を
講
師
に
迎
え
、
事
業
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
問
題

30 

点
、
苦
労
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
、
そ
こ
か

ら
事
業
化
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
昨
年
度
は
計
五
回
の
講
座
を
開
催
し
、
六
十

五
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
約
二
十
人
が
現
在
、

事
業
の
立
上
げ
に
向
け
て
活
動
中
で
あ
る
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
障
害
の
あ
る

無
し
に
か
か
わ
ら
ず
預
か
る
、
地
域
に
根
差
し
た
共
生
型

地
域
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

「富
山
型
民
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
行
お

う
と
し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
富
山
型
民
間
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
起
業
家
育
成
講
座
も
開
催
し
て
お
り
、
福
祉
分

野
で
の
起
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

2004・8月号;i説誠匂
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d 

こ
れ
ら
の
育
成
講
座
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
幹
と
な
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

'

一

県
制
度
融
資
に

‘

一

地
域
貢
献
型
事
業
支
援
枠
を
創
設

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
の

資
金
需
要
に
応
え
る
た
め
、
同
十
五
年
十
月
、
県

の
融
資
制
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者

を
対
象
と
し
た
「
地
域
貢
献
型
事
業
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
)
支
援
枠
」
を
創
設
し
た
。
こ
の

融
資
制
度
は
、
地
域
に
密
着
し
比
較
的
小
規
模
な

事
業
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
に

配
慮
し
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、

N
P
O
法
人
な
ど

も
広
く
対
象
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

融
資
利
率
は

一
・
六
五
%
(
平
成
十
六
年
六
月

十
五
日
現
在
)
で
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金
と
し

て
二
千
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
融
資
を
受
け
る
に
は
、

①
有
償
で
行
わ
れ
、

一雇
用
の
対
価
が
支
払
わ
れ
る
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
要
件

を
備
え
て
い
る
②
福
祉
、
環
境
、
特
産
品
の
加
工

な
ど
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
ー
ー
が
必
要
。
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
既
に
事
業
を
開
始
し
て

い
る
人
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
人
も
融
資
対
象
と
な
る
。

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、
所
在
地
の
市
町
村
、
商
工
会

議
所
ま
た
は
商
工
会
に
お
い
て
、
前
記
①
、
②
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
。

同
十
六
年
六
月
十
五
日
現
在
、
七
件
の
利
用
実
績
が
あ

り
、
合
計
九
千
五
百
万
円
の
融
資
を
行
っ
て
い
る
。
利
用

者
の
形
態
は
個
人
、
法
人
、
公
益
法
人
と
さ
ま
ざ
ま
で
、

ま
た
事
業
分
野
に
つ
い
て
も
福
祉
、
環
境
、
特
産
品
製

造
・
販
売
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
融
資

制
度
が
よ
り

一
層
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
ら
え
て
広
報
活
動
に
努
め
て
い
る
。

，
l

一
県
が
出
資
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド

4
一
-
を
立
ち
上
げ

通
常
、
県
の
制
度
融
資
を
利
用
す
る
際
は
、
中
小
企
業

者
に
あ
っ
て
は
、
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
受
け
る
こ

と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付

け
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
は
貸
し
出
し
に
伴
う
リ
ス
ク
を

軽
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、
融
資
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
保
証
協
会
の

保
証
を
受
け
ら
れ
る
中
小
企
業
者
に
は
、

N
P
O
法
人
や

グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
事
業
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め、

N
P
O
法
人
な
ど
へ
の
融
資
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ

た
。そ

こ
で
同
十
六
年
度
、
制
富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構
に
、

県
が
出
資
す
る
フ
ァ
ン
ド

「元
気
と
や
ま
中
小
企
業
総
合

支
援
基
金
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
に
、

N
P
O

法
人
な
ど
へ
の
融
資
に
対
し
て
債
務
保
証
す
る
仕
組
み
を

創
設
し
た
。
保
証
料
は

一
・
三
%
で
、
債
務
保
証
の
額
は

融
資
額
の
七
O
%
以
内
。
今
後
は
、
こ
の
仕
組
み
の
利
用

に
よ
り
、

N
P
O法
人
な
ど
へ
の
融
資
が
円
滑
に
進
む
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

・

ム

活
力
を
生
み
出
す
地
域
再
生
の
"
切
り
札
“

地
域
の
再
生
が
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
住
民
自
ら
が
地

域
の
良
さ
を
認
め
、
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
全

国
で
広
ま
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な

が
り
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
。
地
域
の
活
力
を
生
み

出
す
、
地
域
再
生
の
"
切
り
札
“
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

本
県
で
は
、
い
ち
早
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

す
る
支
援
を
打
ち
出
し
た
が
、
今
後
と
も
そ
の
事
業
活
動

を
応
援
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者
ニ

I
ズ
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
合
っ
た
き
め
細
か
い

支
援
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1迫~ω2004・8月号31 



特
集

。
特
定
非
曽
利
活
動
法
人
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
(
大
阪
市
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

企

O
B
に
よ
る

生
き
が
い
創
出

ー

l
収
入
よ
り
も
社
会
貢
献
と
仕
事
参
加
に
満
足
求
め
る

業
で

'

一

社
会
貢
献
に
意
欲
を
持
つ

4

一
シ
ニ
ア
集
団
で
発
足

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」

は
、
平
成
十

一
年
十
二
月
に

「ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
の
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
分
野
を
担
当
す
る
法
人
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
の
会
は
、
異
業
種
交
流
会
で
知
り
合

っ
た
仲
間
三
人
が

「自
分
た
ち
の
活
躍
す
る
場
は
自
分
た

ち
で
つ
く
ろ
う
」「
自
分
た
ち
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を

自
分
た
ち
で
考
え
、

生
涯
現
役
を
や
ろ
う
!
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
知
人
に
呼
び
掛
け
、
集
ま
っ
た
企
業
O
B
二
十
人

ほ
ど
が
昭
和
六
十
二
年
、
大
阪
で
発
足
さ
せ
た
。

会
員
は
現
在
、

二
百
八
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
会
社
で
携
わ

っ
て
き
た
仕
事
の
経
験
、
知
識
を
基
に
、

事
務
、
技
術
、

国
際
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
の
四
事
業
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
企
業
や
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
請
け
負
う

(ア
ウ
ト
ソ

l
シ
ン
グ
)
形
態
で
受
注
し
、
働
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
比
較
的
豊
か
で
か
つ
高
学
歴
な
現
在
の
企

業
O
B
は
、
働
き
方
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ヱ
イ
ジ
ン
グ

事
務
局
長

・

井
上
大
三

る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
収
入
を
得

る
こ
と
よ
り
も
自
分
の
経
験
と
知
識
が
今
も
役
立
っ
て
い

る
、
そ
の
実
感
を
得
る
方
が
よ
り
大
事
な
の
で
あ
る
。
企

業
相
手
の
仕
事
で
は
つ
い
過
剰
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
、
相
対

的
に
対
価
は
低
く
な
る
が
、
相
手
が
自
分
を
高
く
評
価
し
、

「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
、
充
分
に

満
足
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
他

人
が
評
価
し
て
く

れ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
社
会

貢
献
を
実
感
で
き

る
仕
事
は
魅
力
が

あ
る
。
魅
力
あ
る

仕
事
に
参
加
す
る

機
会
を
得
る
に

ルザ

各事業の事務管理を行う共同ハックサポー トオフ ィス
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は、

N
P
O
法
人
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
前
面
に
出
し
て
、

行
政
に
働
き
か
け
る
の
が
よ
い
と
考
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

エ
イ
ジ
ン
グ
を
設
立
し
た
。

2004・8月号

'

-

企
業
の
経
験
と
知
識
を
活
用
し
て

4
-
事
業
を
展
開

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
社
会
教
育
、
環
境
の
保

全
、
経
済
活
動
の
活
性
化
、

雇
用
機
会
の
拡
充
の
四
分
野
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
企
業
O
B
の
特
色

を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は

「蹴
職
支
援
情
報
の
提
供
事

業
」
が
あ
る
。
大
学
生
・
短
大
生
の
就
職
活
動
に
際
し
、

業
界
の
内
容
を
理
解
さ
せ
て
、
就
職
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・

業
種
に
つ
い
て
、
そ
こ
で

働
い
て
い
た
企
業
O
B
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
業
界
・

業

種
の
特
徴
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
雰
囲
気
な
ど
、

現
実
に
即
し
た
内
容
の
説
明
会
や
模
擬
面
接
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
説
明
会
を
単
位
認
定
の

「仕
事
研
究
講
座
」

と
し
て
、

実
施
し
て
い
る
大
学
も
あ
る
。

ま
た
、
「
環
境
家
計
簿
昔
底
活
用
事
業
」
で
は
、
市
民

が
環
境
家
計
簿
を
活
用
し
て
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
使

用
量
や
ゴ
ミ
の
量
を
記
入
し
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

計
算
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
自
然
と

身
に
付
く
よ
う
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
六
年

度
に
は
、
茨
木
市
の
後
援
を
得
て
「
い
ば
ら
き
環
境
家
計

簿
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
。

「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
普
浸
・
啓
発
・
支
援
事
業
」
で
は
、

同
十
五
年
四
月

一
日
か
ら
関
西
広
域
連
携
協
議
会
に
お
い

て

「関
西
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
宣
言
」
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
の
促
進
に
協
力
し
て
、
省
エ
ネ
・
省
コ
ス

ト
を
強
調
し
た
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
効
果
資
料
の
作
成
と
、
身

よ島崎也
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近
な
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
段
階
的
に
省
エ
ネ
目
標
を
達

成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
オ
フ
ィ
ス
へ
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

外
気
を
活
か
す
省
エ
ネ
手
法
の
開
発
と
、
費
用
対
効
果
の

大
き
な
省
エ
ネ
手
法
の
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「竹
林
活
性
化
事
業
」
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
竹
を

テ
l
マ
に
し
た
講
演
や
小
学
校
で
の
竹
細
工
指
導
を
通
し

て
、
地
球
環
境
改
善
に
竹
林
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
こ

と
の
認
識
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
新
規
竹
林
造
成
の

準
備
と
し
て
、

「共
生
の
森
」
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

「障
害
者
と
共
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
」

は
、
大
阪
府
の
焚
励
金
を
受
け
て
い
る
。
障
害
者
授
産
施

設
の
工
賃
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
市
場
性
の
あ
る
売
れ
る
商

品
の
開
発
と
企
業
手
法
を
使
つ
て
の
販
売
促
進
を
行
っ
て

い
る
。
企
業
O
B
に
と
っ

て
は
、
自
ら
の
得
意
分
野

で
社
会
貢
献
を
実
感
で
き

る
仕
事
で
あ
る
。

授
産
施
設
製
品
拡
販
の

た
め
、

J
R
西
日
本
ギ
ヤ

レ
の
協
力
で

「
H
E
A
R

T
F
U
L
」
を
開
底
し
、

製
品
の
販
売
を
行
う
と
同

時
に
、
企
業
向
け
ノ
ベ
ル

テ
ィ
の
見
本
配
布
、
受
注

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
施
設
職
員
の
業
務
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

会
計
事
務
の
受
託
処
理
も

行
っ
て
い
る
。

'
P
一
事
業
展
開
に
必
要
な

4
一

行
政
の
支
援
・
協
力

前
述
の
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
励
金
、
補

助
金
、
後
援
な
ど
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
得
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
営
業
・
広
報
の
両
而
で
行
政
の
支
援
・

協
力
が
な
い
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
立
ち
行

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
や
社

会
の
謀
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
手
法
で
展
開
す
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、
進
め
て
い
く
上
で
、
事
務
所

経
費
な
ど
固
定
経
費
の
捻
出
に
頭
を
痛
め
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
企
業
O
B
の
経
験

と
知
識
を
活
用
し
て
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
労
務
提
供
型
事
業
が
中
心
と

な
る
。

綬産施設での買ってもらえる綬産製品作り。ショ ッピングモ ルでの販売

を目的に、身障者、企業OBが一体となってアクセサリ一作り

生
産
や
流
通
の
よ
う
に
仕
組
み
を
改

著
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
、
固
定
経
費
を

賄
う
と
い
う
、
私
た
ち
が
も
っ
と
も
得

意
と
す
る
分
野
は
、
事
業
の
対
象
者
が

そ
れ
に
よ
っ
て
収
益
を
得
る
も
の
で
あ

っ
て
、
私
た
ち
に
そ
の
収
益
が
還
元
す

る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の

価
格
は
、
コ
ス
ト
を
積
算
し
て
算
出
す

る
と
い
う
よ
り
、
対
象
者
が
支
払
え
る

範
囲
で
ほ
と
ん
ど
決
ま
る
。

例
え
ば
、
障
害
者
授
産
施
設
の
総
務

会
計
事
務
の
代
行
は

一
カ
月

(規
模
に

よ
り
異
な
る
が
)

二
万
1
七
万
円
で
行

っ
て
い
る
が
、
直
接

・
間
接
コ

ス
ト
を
積
算
す
れ
ば
価
格
は
二

倍
以
上
に
な
る
。
し
か
し
対
象

の
施
設
経
営
者
に
聞
き
取
り
し

た
結
果
、
小
規
模
施
設
で
は
月

徹
三
万
円
が
上
限
と
の
こ
と

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
縁
遠
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
方
法
で
価
格

を
決
め
て
い
る
。

対
象
が
公
論
団
体
や
福
祉
団

体
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
営
利
行
為
を
行
う
わ
け

に
は
い
か
ず
、
活
動
す
る
企
業

O
B
の
汗
と
善
意
に
頼
る
こ
と

で、

事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ー
ー
一
生
活
基
盤
の
安
定
し
た
企
業

O
B
ら
が

a司
、
一
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
活
動
す
る
人
た
ち

が
家
計
を
支
え
る
だ
け
の
収
入
を
得
る
に
は
、
私
た
ち
だ

け
で
な
く
周
囲
の

N
P
Oを
見
て
も
現
実
に
は
な
か
な
か

難
し
い
。
従
っ
て
、
参
加
す
る
人
た
ち
は
比
較
的
生
活
基

盤
が
安
定
し
て
い
る
企
業
の

O
B
、
主
婦、

学
生
な
ど
が

中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
状
況
は
今
後
も
続

く
と
思
わ
れ
る
。

活
動
人
材
の
供
給
サ
イ
ト
と
し
て
は
、
今
し
ば
ら
く
、

企
業
O
B
の
志
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
志
を
大
切
に
し
、

社
会
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持

ち
、
満
足
で
き
る
仕
組
み
を
ど
、
つ
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
か
、

難
し
い
課
題
だ
が
解
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

アクティブ ・エイ ジングの設立母体「ビジネスライブの会J
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

⑪ 

兵
庫
県

新
し
い
価
に
基
づ
く

『
生
き
が
い
し
ご
と
』
を
支
据

|
|
震
災
復
興
で
住
民
が
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

兵
庫
県
産
業
労
働
部
商
工
労
働
局
雇
用
就
業
課

兵
庫
県
は
、

H
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
日
本
の
標

準
時
を
定
め
る
子
午
線
(
東
経

一
三
五
度
)
が
通
る
。
北

は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
を
経
て
太
平
洋
に
而
す
る
広

大
な
県
土
を
有
し
、
中
国
山
地
を
境
に
南
北
の
気
候
に
は

際
立
っ
た
違
い
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
が
異
な
る
五
つ
の
"
同
“
か
ら
成
る
兵
庫
県
は
、

県
内
に
多
様
な
自
然
や
風
土
を
合
わ
せ
持
つ
こ
と
か
ら

"
日
本
の
縮
問
“
と
言
わ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
祥
は
、
.
九
八

0
年

代
の
英
国
で
、
特
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
で
の
地
域
内

雇
用
創
出
事
業
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
英
国
は
、
経
済
が

停
滞
し
失
業
率
が

一
O
%
前
後
、
局
地
的
に
は
三
O
%
近

い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
地
域
に
役
立
つ
仕
事
を
地
域
で

生
み
出
す
こ
と
で
、
雇
用
の
受
け
肌
づ
く
り
を
図
り
、
結

果
と
し
て
、
地
域
の
治
安
回
復
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の

高
ま
り
に
つ
な
が
っ
た
。

'

一

震
災
復
興
で
生
ま
れ
た

‘
一

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
で
は
、
東
京
都
墨
聞
区
で
平
成

活
性
化
な
ど
を
目
的
に
結
成
し
た
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ

の
研
究
会
結
成
が
最
初
。
関
西
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
生
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
採
り
入
れ
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
統

一
さ
れ
た
も
の
は
存
在
せ
ず
、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
第

二
期
県
民
生
活
審
議
会
の
答
申
で
、
「
地
域
住
民
や
有
志

が
集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
で
個
別
的
な
ニ

l
ズ

を
満
た
し
、
地
域
の
自
立
、
発
展
を
目
指
す
な
ど
の
た
め

に
有
償
で
行
う
事
業
。
利
益
の
最
大
化
を
目
的
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
生
活
者
の
立
場
に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
利
益
の
増
大
を
目
的
と
し
て
事
業
を

行
、
?
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
差
し

た
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

一
形
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、

経
済
の
新
た
な
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明

し
て
い
る
。

平
成
七
年

一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
淡
路
島

北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

三
の
大
地

一年
、
商
庖
街
の

34 

震
が
発
生
し
た
。
高
齢
化
社
会
下
に
お
け
る
都
市
直
下
型

地
震
で
あ
り
、
甚
大
な
人
的
被
害
と
家
屋
の
倒
壊
・
焼
失
、

都
市
基
盤
の
損
壊
、
商
業
・
業
務
機
能
の
停
滞
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

2004・8月号

-
ー
す

固
に
先
駆
け
た
支
援
施
策
を
展
開

被
災
地
域
で
は
、
震
災
復
興
の
過
程
で
数
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
生
ま
れ
、
そ
の
中
か
ら
地
域
に
必
要
な

活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
受
益
者
か
ら

報
酬
を
得
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
手
法
を

採
る
団
体
が
次
々
と
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
被
災
地
で
は
人
々
の
「
し
ご
と
」
が
失
わ
れ
、

雇
用
に
お
け
る
量
的
な
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
失
業

し
た
人
の
経
歴
・
経
験
や
希
望
と
需
要
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
さ
ら
に
は
労
働
意
欲
の
喪
失
か
ら
く
る
い
わ
ゆ
る

「見
え
な
い
失
業
」
も
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

地
域
住
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
「
公
益
的
領
域
」
を
担
お
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
生
き
が
い
を
重
視
し
た
新
し
い
働

き
方
の

一
つ
と
し
て
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

兵
庫
県
で
は
、
震
災
を
契
機
に
数
多
く
誕
生
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
生
き
が
い
を
重
視
し
た
新
し

い
働
き
方
の

一
つ
、
ま
た
、
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
社
会

の
「
公
益
的
領
域
」
を
担
っ
て
い
く
形
の

一
つ
と
位
置
付

け
て
お
り
、
全
国
に
先
駆
け
、
同
十

一
年
度
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

h
F

一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

4
一
離
陸
応
援
事
業
を
創
設

側
阪
神

・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
を
財
源
と
し
て
、
被

災
地
域
を
対
象
と
し
た

「被
災
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ピ
ジ

泊ゆ~ω
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ネ
ス
離
陸
応
援
事
業
(
以
下
、
離
陸
応
援
事
業
)
」

を
同
十

一
年
度
に
創
設
し
、
十
三
年
度
に
は
県

一
般
財
源
で
も
、
〈
玉
県
を
対
象
と
し
た

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
離
陸
応
援
事

業

(
以
下
、

離
陸
応
援
事
業
)
」

を
創

設
し
た
。

離
陸
応
援
事
業
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

を
新
た
に
立
ち
上
げ
よ
う

と
す
る
団
体
に
対
し
、
必

要
な
初
期
経
費
の
助
成

(二
年
間
で
三
百
万
円
を

上
限
と
す
る
)
を
行
う
と

ル
γ
も
に
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
経
営
面
な
ど
の

助
言
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
支
援
対
象
団
体
は
毎
年
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
員
に
よ
る
公
開
審
査
を

経
て
決
定
し
て
い
る
が
、
同
十
五
年
度
ま
で
に
支
援
を
行

っ
た
団
体
の
数
は
八
十
を
超
え
る
。
各
団
体
の
行
う
事
業

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
比
較
的
多
い
の
は
、
介
護
・

福
祉
、
村
お
こ
し
、
子
育
て
支
援
分
野
の
活
動
で
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、
在
宅
の
高
齢
者
や
療
養
者
な
ど
、
外

出
困
難
な
人
を
訪
問
し
、
理
容
・

美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
元
気
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
応
援

す
る
訪
問
ヘ
ア
カ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
育
児
中
の
お
母

さ
ん
の
た
め
の
、
育
児
中
の
お
母
さ
ん
に
よ
る
託
児
室
付

き
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業
の
開
設
な
ど
が
あ
る
。
ほ

か
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
兵
庫
県
庁
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で

紹
介
し
て
い
る
。
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コ
ミ
、
ュ
ニ
-
ア

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

は、

事
業
に
必

要
な
機
器
類
さ

え
そ
ろ
え
ば
、

そ
の
後
は
活
動

を
実
施
し
、
受

益
者
か
ら
対
価

を
得
る
サ
イ
ク

ル
が
比
較
的
短

-
X

期
間
で
回
る
活

動
が
多
い
た
め
、

事
業
の
初
期
段
階
の
支
出
が
特
に
多
く

な
る
の
が
特
徴
と
言
え
る
。
し
か
し
、

準
備
資
金
が
十
分

に
あ
る
団
体
は
少
数
に
す
ぎ
な
い
。
離
陸
応
援
事
業
の
助

成
金
を
活
用
し
、
活
動
拠
点
を
構
え
、
事
業
に
必
要
な
機

器
類
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
、
活
動
に
大
き
な
推
進
力
を
与

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

i-

一
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

a司
、
一
四
力
所
に
設
置

平
成
十
二
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
や

N

P
O
で
の
就
業
な
ど
、
労
働
の
対
価
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
公
益
的
な
仕
事
で
働
く
こ
と

に
よ
り
、
自
己
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
人
を
総
合
的
に
支

援
す
る
「
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
そ
の
管
理
・
運
営
を

N
P
O
に
委
託
し
て
い
る
。

現
在
、
神
戸
地
域
に
二
カ
所
、
阪
神
地
域
に

一
カ
所
、
播

磨
地
域
に

一
カ
所
の
合
計
四
カ
所
の
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
の
就
業
を
希
望

す
る
人
へ
の
無
料
職
業
紹
介
や
、
求
人
・
委
託
事
業
に
か

か
わ
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

，r-やり
が
い
・
生
き
が
い
の
充
実
を
求
め
る

一
、

-
雇
用
に
効
果

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
近
所
や
知
っ
て
い
る

人
の
範
囲
で
の
活
動
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か

ら
大
量
の
雇
用
が
生

み
出
さ
れ
た
り
、
生

計
を
立
て
る
の
に
足

る
収
入
が
得
ら
れ
た

り
と
い
う
、

雇
用
の

量
的
な
効
果
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
。

そ
の

一
方
で
、

コ

、
ユ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
に
携
わ
る
人

は
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
と

い
う
自
ら
の
ミ

ッ
シ

ヨ
ン
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
や

り
が
い
、
生
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
充
実
感
の
あ
る
働
き
方

を
求
め
る
人
の
ニ

l
ズ
を
満
た
す
と
い
う
、

一雇
用
の
質
的

な
効
果
を
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
内
に
新
た
な
仕
事
の
場
を
つ
く
り
出
し
、
企
業
の
枠
組

み
に
入
ら
な
い
人
た
ち
|

|
育
児
や
介
護
を
し
て
い
る

人
、
障
害
者
、
退
職
者
な
ど
ー
ー
に
も
門
戸
を
聞
き
、

自

己
実
現
に
つ
な
が
る
働
き
方
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
本
県
と
し
て
、
引
き
続
き
各
種
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

⑪

風
工
房
(
高
知
県
中
土
佐
町
)

イ
テ
コ
女
性
の
手
作
D
ケ
ー
キ
が

年
商
八
干
万
円
に

ー

l
行
政
と
の
連
携
で
コ
ミ
ユ

今
日
も
庖
内
に
甘
い
香
り
が
漂
う
。
こ
こ
「
風
工
房
」

は
、
私
た
ち
イ
チ
ゴ
農
家
の
女
性
が
始
め
た
ケ

l
キ
屋
で

あ
る
。
今
回

一
念
発
起
、
自
分
た
ち
の
庖
を
持
つ
ま
で
の

奮
闘
記
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

私
た
ち
の
住
む
町
、
高
知
県
中
土
佐
町
は
南
に
土
佐
湾

が
開
け
た
、

一
年
中
温
暖
な
気
候
の
漁
業
と
農
業
を
中
心

と
す
る
人
口
約
七
千
三
百
人
の
町
で
あ
る
。
私
た
ち
が
ケ

ー
キ
屋
を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
十
七

1
十
八
年
前
、
ィ

チ
ゴ
生
産
者
の
女
性
部
が
春
先
の
規
格
外
イ
チ
ゴ
を
使
っ

て
、
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
を
作
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
で
旅
行
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

h
Ff
-
行
政
と
一
緒
に

4
、
一
規
格
外
イ
チ
ゴ
の
商
晶
化
を
検
討

当
時
よ
り
、
何
と
か
こ
の
規
格
外
の
イ
チ
ゴ
を
利
用
で

き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
は
い
た
が
、
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
ず
に
い
た
。
平
成
八
年
に
町
内
に
温
泉
宿
泊
施
設

が
で
き
た
際
、
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
を
商
品
化
し
て
、
中
土

佐
町
の
新
た
な
土
産
物
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
行
政

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
誕
生• 政

岡

妙

風
工
一
房

と

一
緒
に
商
品
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

話
し
合
い
の
中
で
、
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
だ
け
で
は
大
量

に
販
売
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
な
り
、
そ
れ
で
は
ど
う
す

36 

れ
ば
い
い
か
と
話
し
合
っ
た
時
、
「
せ
っ
か
く
の
イ
チ
ゴ

を
加
工
す
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え
な
い
で
、
生
で
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
も
考
え
た
ら
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
皆
で
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

を
備
え
た
ケ
l
キ
屋
が
い
い
と
な
り
、
施
設
は
行
政
の
方

で
、
ケ
ー
キ
作
り
は
私
た
ち
が
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
は
言
っ
て
も
、
ヶ
l
キ
作
り
の
経
験
の
な
い
私
た
ち

が
、
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
を
持
っ
た
ま
ま

の
出
発
だ
っ
た
。
こ
の
時
に
グ
ル
ー
プ
名
を
「
蒔
倶
楽
部
」

に
変
え
た
。
そ
し
て
専
門
家
の
先
生
を
招
い
て
、
ケ
ー
キ

作
り
の
練
習
が
始
ま
っ
た
が
、
私
た
ち
も
農
業
と
い
う
仕

事
が
あ
る
し
、
家
庭
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
練
習
は
夜
に
な
っ
た
。

毎
月

一
回、

一
週
間
ほ
ど
先
生
が
来
て
く
れ
た
時
は
、

夜
六
時
か
ら
十
時
ご
ろ
ま
で
、
毎
日
練
習
と
な
っ
た
。
次

回
先
生
が
来
る
ま
で
の
聞
は
、
週
二
1
三
回
集
ま
っ
て
練

習
を
行
っ
た
。
練
習
を

一
年
間
続
け
た
結
果
、
十
種
類
ほ

ど
の
ケ
l
キ
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
九
年
に
施
設
も
完
成
、
オ
ー
プ
ン
の
予
定
と
な
っ

た
時
に
、
運
営
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
起
き
た
。

私
た
ち
は
、
で
き
れ
ば
役
場
か
農
協

(
J
A
)
に
運
営
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
役
場
か
ら
は
運
営
も

自
分
た
ち
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
返
事
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
今

一
度
、
皆
の
意
思
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
も
あ
る
が
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と、

す
べ
て
を
自
分
た
ち
が
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、

七
十
代
が
二
人
、
五
十
代
二
人
、
四
十
代
三
人、

三
十
代

一
人
の
計
八
人
で
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

庖
の
運
転
資
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
家
庭
に
迷
惑

を
掛
け
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
お
互
い
が
連
帯
保
証

2004・8月号j詰溺也
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人
と
な
り
、

J
A
か
ら
二
百
万
円
を
借
り
入
れ
た
。
施
設

は
役
場
と
の
賃
貸
契
約
と
な
っ
た
。

・

ム

予
想
外
の
大
盛
況
の
申
で
続
い
た
奮
闘

同
九
年
十
二
月
十
五
日
、
「
風
工
房
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
こ
れ
か
ら
が
私
た
ち
の
奮
闘
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
オ

ー
プ
ン
初
日
か
ら
大
盛
況
で
、
週
末
に
は
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
作
る
と
途
端
に
売
れ
、

「
こ
の
応
、
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
い
ら
な
い
ね
」
と
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
が
、

こ
の
忙
し
さ
が
半
年
も
続
く
と
は
、
こ
の
時
は
予
想
も
で

き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
年
間
売
り
上
げ
は
、
当
初
目
標
の

約
四
倍
で
あ
る
八
千
万
円
に
達
し
た
。

毎
日
、
商
品
が
完
売
状
態
と
な
り
、
翌
日
の
分
を
仕
込

ま
な
い
と
庖
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
閉
庖
後

に
仕
込
み
が
始
ま
っ
た
。
翌
日
の
分
を
仕
込
み
終
わ
る
と
、

夜
中
の
二
時
過
ぎ
に
帰
宅
、
そ
し
て
三
1
凶
時
間
ほ
ど
の

睡
眠
を
取
る
の
が
や
っ
と
の
状
態
が
翌
年
五
月
の
中
旬
ま

で
続
い
た
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
家
の
イ

チ
ゴ
の
収
穫
も
忙
し
く
な

る
。
農
業
、
主
婦
、
庖
と
三

つ
の
仕
事
を
こ
な
す
に
は
、

家
族
の
理
解
と
協
力
が
な
い

と
で
き
な
い
。
各
家
庭
で
は

い
ろ
い
ろ
も
め
事
が
あ
っ
た

が
、
現
状
を

一
度
夫
た
ち
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
夜
、
庖

に
来
て
も
ら
っ
た
。
夫
た
ち

は
、
さ
す
が
に
大
変
だ
と
感
じ
、

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

少
し
は
理
解
を
し
て
く

-
十

属
業
組
合
法
人
に
衣
替
え
し
て
再
出
発

現
在
は
週
二
日
の
当
番
と
な
り
、
農
業
と
応
の
両
立
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
運
営
は
自
分
た
ち
が
行
う
の
で
、

底
の
経
理
は
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
が
、
半
年
間
は
忙
し
さ
の

あ
ま
り
、

黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
じ

っ
く
り
み
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、

滞
り
な
く
支
払
い
が
で
き
、
少
し
ず
つ

な
が
ら
貯
金
が
で
き
た
の
で
、
安
心
は

し
て
い
た
。

翌
年
の
申
告
の
際
、
税
務
著
か
ら

個
々
に
申
告
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
利

益
を
八
人
に
均
等
に
割
り
振
っ
た
。
そ

の
結
果
、
自
分
た
ち
が
も
ら
っ
て
な
い

分
ま
で
に
税
金
が
掛
か
っ
た
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
、
法
人
化
す
る
こ
と
と

デコレーションケーキ{午り

な
っ
た
。

そ
し
て

「
農
業
組
合
法
人
蒔
倶
楽
部
」
と

し
て
、
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
、
正
社
員
三
人
、
パ

l
ト
社
員
二
人、

パ
l
ト
二
人
、
私
た
ち
八
人
で
設
立

(
出
資

金
四
百
万
円
)
し
た
。
法
人
に
な
る
と
、
農

業
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
届

け
出
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
を
手
探
り

状
態
で
乗
り
切
っ
た
。
経
理
も
手
書
き
か
ら

パ
ソ
コ
ン
に
変
わ
り
、

二
年、

一二
年
と
過
ぎ

る
う
ち
に
慣
れ
て
き
た
が
、
大
変
だ
っ
た
。

今
で
は
庖
が
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
年
間
四
万
人

が
庖
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

'
F
一
仲
間
の
存
在
と
や
り
が
い
・
自
覚
が

a
司
、
一
成
功
の
背
震
に

開
庖
当
初
か
ら
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
は
屈
の
運
営
を
自
分
た
ち
が
行
う
こ
と
で
、

各
自
が
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
、
や
り
が
い
を
持

て
た
た
め
だ
。
常
に
皆
の
頭
の
中
に
は

「
赤
字
を
出
し
た

ら
い
か
ん
」
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

こ
ん
な
私
た
ち
で
も
、
仲
間
が
い
て
、
き
っ
か
け
が
あ

っ
た
た
め
に
頑
張
っ
て
こ
れ
た
。
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
む
の
は
や
る
気
を
ど
れ
だ
け
持
て
る
か
、
そ
し
て
地
域

に
あ
る
も
の
を
い
か
に
活
用
す
る
か
だ
と
思
う
。
私
た
ち

は
、
イ
チ
ゴ
以
外
に
地
域
で
取
れ
る
も
の
を
使
っ
た
ケ
ー

キ
を
今
後
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

開
庖
か
ら
七
年
目
と
な
り
、
運
営
も
順
調
だ
が
、
仕
込

み
は
全
て
自
分
た
ち
が
行
う
た
め
に
、
今
後
は
高
齢
化
に

対
す
る
不
安
が
あ
る
。
し
か
し
、
い

つ
ま
で
も
「
イ
チ
ゴ

を
作
っ
て
ケ
l
キ
屋
し
て
ま
す
」
と
輝
い
て
い
た
い
。

生イチゴを使った商品 (12-6月限定)
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昨
今
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の

変
化
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
体
化
し
、
か
つ
て
地

域
の
助
け
合
い
な
ど
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
介
護
・
福

祉
、
子
育
て
な
ど
の
分
野
や
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
へ
の

対
応
な
ど
の
新
し
い
分
野
に
お
い
て
、
住
民
ニ

l
ズ
の
拡

大
が
見
ら
れ
る
。
一

方
で
、
こ
れ
ら
の
住
民
ニ

I
ズ
に
対

応
し
、
純
粋
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
対
価
を
取
り

な
が
ら
継
続
的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業

(
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
)
が

各
地
で
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

総
務
省
で
は
、

「
地
域
住
民
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
サ

ー
ビ
ス
等
を
廉
価
で
継
続
的
に
提
供
し
、

自
ら
の
利
益
の

追
求
よ
り
も
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
事
業
」

を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
大
き

く
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

前
企
画
第
二
係
長

犬
丸

• 
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援
策

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
公
私
協
働
の
促
進

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
実
情
に
即
し
た
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
特
定
の
課
題
に
対
応
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
活
動
そ
れ
自
体

が
、
地
域
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
住
民
の
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や

共
同
体
意
識
の
再
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
N

P
O等
の
団
体
は
、
行
政
と
と
も
に
公
益
的
な
活
動
を
担

う
、
よ
り
住
民
に
身
近
な
存
在
と
し
て
、
公
私
協
働
・
行

政
へ
の
住
民
参
加
を
進
め
る
上
で
、
行
政
と
住
民
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

②
地
域
経
清
の
活
性
化

住
民
ニ

l
ズ
に
マ

ッ
チ
し
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
潜
在
需
要
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
も
の
が
新
た
な
需
要
と
し
て
顕
在
化
し
、

需

コミュニティ・サービス事業の具体例

コミュニティ・サービス事業

(N PO法人等)

介穣・福祉
正J<.独居老人への高E食サービス
老人グループホームの経営

が

wawい
M

地減住民のニーズに対応したサービス等を
簸価で緩続的に提供し、自らの利益の追求

よりも地域錬題の解決を目的とする事業
..u 

子育て支援
Ex働〈夫婦ための髭児
サーピスや情報徳作成
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要
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
主
婦
や
高
齢

者
な
ど
の
新
し
い
担
い
手
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
創
出
の
効
果
も
期

待
さ
れ
る
。
ま
た
今
後
、
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ア

ウ
ト
ソ

l
シ
ン
グ
を
促
進
す
る
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援

は
、
ま
さ
に
地
域
に
密
着
し
た
行
政
を
担
う
地
方
公
共
団

体
に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
り
、
全
国
各
地
域
に
お
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
が
進
む
よ
う
、
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
策
が
望
ま
れ
る
。

千
葉
県
の
調
査
(
平
成
十
五
年
三
月
)
に
よ
れ
ば
、
千

葉
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
は
、

高
齢
者
支
援
、
障
害
者
支
援
、
子
育
て
、
生
活
上
の
不
便

解
消
、
食
、
環
境
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

等
を
実
践
し
て
い
る
団
体
が
多
く
、
福
祉
系
の
事
業
が
回

答
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
組
織
形
態
と
し
て
は
、

N
P

O
法
人
と
の
回
答
が
半
数
以
上
を
占
め
、
次
に
任
意
団
体

が
約
三一

O
%
弱
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
事
業
規
模
は
五
百
万
円
未
満
が
全
体
の
半

数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
年
間
収
支
に
つ
い
て
は
、
収
支

均
衡
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
収
支
不
均
衡

(
赤
字
)
の
団
体
も
約
四
分
の

一
を
占
め
、
行
政
に
対
し

活
動
資
金
の
支
援
を
期
待
す
る
回
答
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
支
援
策
と
し
て

は
、
既
に
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
先
導
的
な

事
業
へ
の
助
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

立
ち
上
が
り
へ
の
支
援
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
組

織
形
態
と
し
て
は

N
P
O
法
人
な
ど
が
多
く
、

一
般
の
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
に
く
い
状
況
に
あ
り
、
現
状
で

は
、
創
業
期
か
ら
継
続
期
、
発
展
期
へ
と
移
行
し
て
い
く

過
程
で
、
必
ず
し
も
安
定
的
な
活
動
資
金
が
提
供
さ
れ
て

い
な
い
ケ

l
ス
も
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
限
ら
ず
、

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
き
、
デ
フ
レ
が
進
行
す
る
中
で
、

そ
も
そ
も
地
域
経
済
に
十
分
な
資
金
が
提
供
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
事
業
者
に
よ
る
資
金
調
達
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
低
コ
ス
ト
で
の

資
金
調
達
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
形
成
が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

フ
ァ
ン
ド
と
は
、
特
定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
合
意
さ
れ
た
使
途
に
対
し
て
投
融
資
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
・
運
営
さ
れ
る
基
金
。

地
域
に
お
け
る
"
顔
の
見
え
る
関
係
“
を
活
か
し
た
"
目

利
き
“
を
行
い
、

一
般
の
金
融
機
関
で
は
融
資
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

資
金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
融
資
な
ど
を
行
い
、
そ
の
継
続
的
な
活
動
を
支
援
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
定
の
規
模

の
フ
ァ
ン
ド
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。

地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
の
目
的
を
対
象
と
し
て
投
融

資
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
仕
組
み
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
き
め
細
か
な
ニ

l
ズ
に
対
応

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
資
金
ニ

l
ズ

に
応
え
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
を
支
援
・
育
成
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
出
資
等
を
行
い

フ
ァ
ン
ド
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
"
呼

び
水
“
と
な
り
、
地
域
住
民
や
地
域
企
業
等
か
ら
の
出
資

等
が
集
ま
り
、
官
民
共
同
で
地
域
密
着
型
の
フ
ァ
ン
ド
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
こ
で
総
務
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン

ド
形
成
事
業
を
創
設
し
た
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業
の
仕
組
み
】

①
対
象
事
業

地
方
公
共
団
体
が
、
単
独
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
支
援
す
る
た
め
に
、
公
益
法
人

等
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
融
資
、
債

務
保
証
ま
た
は
投
資
等
(
以
下
「
融
資
等
」
)
を
す
る
た

め
の
資
金
と
し
て
、
出
資
ま
た
は
貸
し
付
け
(
以
下
「
出

資
等
」
)
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
を
形
成

す
る
事
業
の
う
ち
、
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
を
対
象
と

す
る
。

②
財
政
措
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業
は
、

一
般
単
独

事
業
債
の

一
般
事
業
の
対
象
と
し
、
充
当
率
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
応
じ
、
お
お
む
ね
九

O
%
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の

泊域事ω2004・8月号39 
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償
還
金
利
子
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
、
所
要
の
特
別
交
付

税
措
置
を
講
じ
る
。

③
留
意
事
項

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ

ァ
ン
ド
形
成
事
業
を
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
融
資
等
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
や

専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
る
審
査
委
員
会
等
を
設
置
し

て
意
見
聴
取
を
行
う
な
ど
、
融
資
等
の
客
観
性
や

安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
制
度
的
枠
組
み
を
準
備
す

る
こ
ル
}
。

地
方
公
共
団
体
が
、

ア
ン
ド
形
成
事
業
と
し
て
出
資
等
を
行
っ
た
公
採
法

人
等
に
対
し
、
審
査
委
員
会
等
を
設
置

・
運
営
す
る

た
め
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る
場
合
、
当
該
助
成

額
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ

ヲ
匂
ア
ア
と
。

川
フ
ァ
ン
ド
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、

別
途
、
地
域

の
住
民
や
企
業
等
か
ら
公
話
法
人
等
へ
の
出
資
や
寄

付
を
募
る
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
ド
形
成
に
係
る
出
資

債
を
住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
地
方
債
と
し
て
発

行
し
、
そ
の
購
入
を
募
る
な
ど
し
て
、
官
民
協
働
に

よ
る
フ
ァ
ン
ド
形
成
に
努
め
る
こ
と
。

ω
地
方
公
共
団
体
が
出
資
等
を
行
っ
た
資
金
が
段
損

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
過
去
の
類
似
の
フ
ァ
ン
ド

の
収
支
実
績
な
ど
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
確
実
か

っ
安
全
な
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
計
画
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
計
画
に
つ
い
て
は
、
実
績
に
応
じ
て
、

定
期
的
に
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

仮
に
、
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
場
合
に
は
、
新
た

に
行
う
融
資
等
の
条
件
を
含
め
、
事
業
計
画
お
よ
び

な
お
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ

収
支
計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、
公
益
法
人
等
が
自

て
ん

ら
の
資
金
運
用
益
等
を
も
っ
て
補
填
す
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
公
益
法
人
等
に
独
立
し
た
経
営
責
任
を
持

た
せ
る
こ
と
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業
の
具
体
例
】

富
山
県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業

の
創
設
を
受
け
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
県
が
財
団
法
人

コミュニテイ・ファンドの形成イメージ

亡二〉
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富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構
(
い
わ
ゆ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
財
団
)

に
出
資
を
行
い
、
財
団
内
に
二
億
円
の
「
元
気
と
や
ま
中

小
企
業
総
合
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
対
象
に
直

接
投
資
や
社
債
引
き
受
け
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

N
P

O
法
人
等
が
行
う
地
域
貢
献
型
事
業
に
対
す
る
融
資
(
県

制
度
融
資
)
へ
の
債
務
保
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

2004・8月号i詰却制

そ
の
他
の
支
握
策

{
制
度
融
資
や
利
子
補
給
の
支
握
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
低
コ
ス
ト
で
の

資
金
調
達
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
ほ
か
、
制
度
融
資
や
利
子
補
給
と
い
っ

た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
へ
の
制

度
融
資
や
利
子
補
給
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
所

要
領
の

一
部
を
特
別
交
付
税
に
算
入
し
て
い
る
た
め
、
コ

か
ん
が

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
意
義
に
鑑
み
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の

制
度
融
資
や
利
子
補
給
に
つ
い
て
も
、
中
小
企
業
と
同
様

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
相
談
会
の
開
催
等
の
経
営
指
導
}

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援
・
育
成
す
る

た
め
に
は
、
単
に
助
成
金
を
交
付
す
る
の
で
は
な
く
、
事

業
者
の
経
営
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。
そ
こ
で
総
務

省
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
対
象
と

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
、

相
談
会
の
開
催
等
の
経
営
指
導
に
.
要
す
る
経
費
(
新
規
・

拡
充
分
に
限
る
)
の

一
部
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
特
別
交
付
税
に
算
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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"，..にほんliし島
“知る、見る、昧わう 、しまねの恵

み"をテーマに昨年11月にオープン

したのが「にほんば、し島根館jです。

島根といえば‘水の幸、全国的に名

高い宍道湖のシジミに日本海の新鮮

な魚介類など、旬の食材を昧わえる
どころ

食事処、季節の果物や和菓子、海の

幸、山の幸、地酒とさまざまな水の

幸を取りそろえる食品コーナ一、県

内で作られためのう製品や陶器、玩

具、漆器、木製品など、本格志向の

逸品がそろう工芸コ

ーナ一、試食・実演

販売スペースのキッ

チンステージ、工芸

品の実演・島根の文

化・観光紹介のイベ

ントコーナ一、そし

て島根に触れる情報

窓口のインフォメー

ションカウンター

があり 、県内各地

のパンフレ ッ卜や

情報誌、旅行の案

内はもちろん、航

空券の発券や宿泊

の手配も致します。

「にほんばし島根館J
は丸ごと 、島根の情

報発信地を目指して

います。
I高内

"，..広島ゆめて§す
広島ゆめてらすは、東京で広島を

丸ごと楽しめる庖です。

1階の名産品ショ ップでは、もみ
まんじゅう

じ鰻 頭や広島菜など、広島を代表す

るバラエティー豊かな特産品200品

目を常時販売中です。週替わりのイ

ベン卜コーナーでは、桐下駄の

実演販売や瀬戸内の海産物、

市町村や各種団体による物産

展などが聞かれています。

レストラン「歓粋亭」では、

ゆったりと落ち着いた雰囲気

の中で、広島風お好み焼きや

広島の旬の昧覚をお楽しみい

ただけます。また、酒ショ ッ

トバーでは地酒も楽しめま

す。2階にある情報コーナー

では、観光パンフレッ卜や県

内全市町村の広報誌、カーブ、

サンフレッチヱの情報誌もそ
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ろっています。

観光や就職など

気軽にお尋ねく

ださし、。

「きてみんさい、

広島ゆめてらす」

.除

外観

開設年次=平成15年11月

事業主体=島根県

庖舗面積=120坪

従業員数=29人

年間売上高=未定

@ 
①のどぐろ一夜干

②あご野焼き

@宍道湖のしじみ

④和菓子

⑤板わかめ

所在地=中央区日本橋宝町ト5-3福島ビル 1F 

TEL=(物販)03-3548-9511 

(観光)03-5201-3310 

(食事処)03-5205-2354 

(トラベル)03-3275-8231 

営業時間=10:30~19:00 (年末年始を除く毎日)

食事処=11 ・00~14 :00 、 16 :30~22:00

日・ 4兄は 11 ・00~19:00

HP=http://www.pref.shimane.jp/section/tokyojnfo/ 

外観

開設年次=平成10年3月

事業主体=広島県

@ 
①ふるさとレモン

②広島菜漬

③とうふかすてら

④昧付けちりめん

⑤安芸紫竹皮

庖舗面積=1F47坪 (うち飲食27坪)、 2F40坪

従業員数=1 F28人、2F 5人

年間売上高=レストラン部分は非公表

イベン卜・物販部分は約6，300万円

所在地=渋谷区代々木2-2-1 サンテラス内

TEL= (物産・レストラン)03-5333-7538 

(観光案内・就職相談)03-5333-8550 

営業時間

(物販)1 0:00~22:30 (日祝は21:00まで)

(レストラン)11 :00~22:30 (日干兄は21:00) 

(情報センター)10 :00~18 : 15 (水曜定休日)

HP=http://wwvv.pref.hiroshima.jp/tokyo/index.htm 
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富
士
山
の
見
え
る
美
し
い

景
観
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り

茅
ヶ
崎
市
は
、
神
奈
川
県
の
中
南
部
に

位
置
し
、
南
に
太
平
洋
が
広
が
り
、
北
に

は
丘
陵
が
控
え
る
景
観
資
源
に
富
ん
だ
海

浜
都
市
で
あ
る
。
凹
季
を
通
じ
て
菰
暖
な

気
候
な
た
め
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
は
湘
南
の
別
荘
地
、
保
養
地
と
言
わ

れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
自
然
に

蓮
華

T
E

恵
ま
れ
た
住
み
良
い
条
件
の
中
電

4U

で
、
東
京
、
横
浜
へ
の
交
通
の

主
割
引
h

便
利
さ
か
ら
急
激
な
都
市
化
が

一圃
『
園
田

進
ん
だ
。
そ
れ
に
伴
い
高
層
マ
・
唱

ン
シ
ヨ
ン
な
ど
が
増
え
、

美
し

圃
w
h
a

い
ま
ち
の
景
観
が
損
な
わ
れ
る

E
-m匂

懸
念
が
増
し
て
い
る
。
今
回
、

-d河川

岡
市
で
「
富
士
山
の
見
え
る
眺

「
1
J
E

望
」
を
テ

l
マ
に
、
茅
ヶ
崎
の
景
観
保
全

や
、
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
考
え
、
活
動
し
て
い
る
市
民
グ
ル

ー
プ

「ま
ち
景
ま
ち
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

茅

ケ
崎
」
を
訪
れ
、
代
表
の
益
永
律
子
さ
ん

ら
に
話
を
伺
っ
た
。

l 初 崎ま心 t~~l，義亀!?1醐 ち tt を
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ら景フ結観翌 U 重"I/~起筑紅姐尻.研市定成 活吾
が観オ成フ八 1 逼面白圃・究民す七動E
勉に l さオ年 一一・ 軍一一ーーー一会ボる年五詐窓
弓れ l 五 フォーラムのメ ンバー 」ラたに (((i目白

強ぃ Lだラ月参りう今景参しが調がンめ市鳴g
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るメ設 ・ま者研いもに者し立イ景都

たン 立 茅ちを究が続関の研がま Zご努EZ 
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と動市後 t.:物資・査計
をの、 己さ源まを画

に
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
公
開
講
座

「
ま
ち
景
ま
ち
観
講
座
」
を
開
催
し
た
。

し
か
し
、
市
の
景
観
づ
く
り
の
方
針
で
地

域
性
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
所
に
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
そ
れ
に

対
す
る
反
対
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が

活
動
の
転
機
と
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
建
ち
、
計
画
が
持
ち
上

が
っ
て
か
ら
の
反
対
で
は
遅
い
こ
と
を
痛

感
し
た
。

-・・・・旦D田-掴・・・・1

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
以
前
は
富
士
山

が
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
た
眺
望
景
観
の
大

切
さ
を
、
多
く
の
市
民
と
共
有
す
る
こ
と

を
訴
え
て
い
き
た
い
思
い
が
、
平
成
十
年

に

「
富
士
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
研
究
会

発
足
以
来
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
を
し
て
き

た
卯
月
盛
夫
早
稲
田
大
学
教
授
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
眺
望
景
観
と
言

っ
て
も
、
複
雑
な
法

律
問
題
や
生
活
へ
の

影
響
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
市
民
の
理
解

が
な
か
な
か
得
ら
れ

な
い
。
こ
の
た
め
、

活
動
は
人
の
輸
を

広
げ
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。

設立年.平成8年5月

設立 ・運営主体.自主的組織

代表者・益永律子

会員数.23人

<事務局連絡先>

〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵1ー 5-24

(電話)0467-53一0066

広
が
蕊
動
野
と

高
ま
新
市
民
の
認
知
度

ま
ず
、
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と

を
狙
っ
て
、
古
老
や
自
然
保
護
活
動
家
な

ど
に
富
士
山
と
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
内
容

を
冊
子
に
ま
と
め
た
。
次
に
市
内
か
ら
見

え
る
富
士
山
を
再
認
識
し
よ
う
と
い
う
意

図
で
、
平
成
十
二
年
二
月
に

「
茅
ケ
崎
と

富
士
山
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
た
。
応
募
作
品
百
七
点
を
市
内
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
、
六
百
人

を
超
え
る
来
場
者
に
よ
る
投
票
で
入
賞
作

品
を
決
め
、
人
気
作
品
五
点
は
実
際
に
絵

は
が
き
と
し
て
販
売
し
た
。

同
十
三
年
三
月
に
は
、
及
部
克
人
武
蔵

野
美
術
大
学
教
授
の
企
画
で
「
造
形
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
子
ど
も
の
ま
ち
」
を
開
催
し

た
。
こ
れ
は
景
観
眺
望
に
つ
い
て
、
大
人

と
子
ど
も
が

一
緒
に
話
し
合
え
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、

小
学
二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
子
ど
も

が
十
五
人
、
サ
ボ

l
タ
ー
と
し
て
湘
南
設

計
監
理
協
会
の
建
築
家
や
学
芸
員
志
望
の

若
者
な
ど
大
人
十
二
人
が
参
加
し
た
。

「
富
士
山
の
見
え
る
遊
び
場
」
を
テ

l
マ

に
制
作
し
た
布
絵
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
、

当

初
の
予
定
に
は
な
か
っ
た
市
内
展
覧
会
を

開
催
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

同
十
五
年
三
月
に
は
、
市
内
十
三
の
企
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業
や
商
業
関
係
団
体
の
協

賛
を
得
て
、
市
内
の
各
眺

望
ポ
イ
ン
ト
の
詳
細
な
位

置
と
解
説
を
掲
載
し
た

「
富
士
山
が
見
え
る
道
と

広
場
」
を
作
成
。
こ
の
地

図
は
、
作
成
当
初
に
新
聞

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
外
か
ら
の
問
い
合

せ
も
多
く
、
商
工
会
議
所

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。

同
マ
ッ
プ
、
前
述
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

ま
と
め
た
「
茅
ヶ
崎
と
富
士
山
と
私
」
、

絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
人
気
作
品
の
絵
は

⑥ 地域づくり団体探訪

が
き
は
、
す
べ
て

メ
ン
バ
ー
に
よ
る

手
作
り
で
あ
る
。

当
初
無
料
で
配
布

し
よ
う
と
の
声
も

あ
っ
た
が
、
活
動

の
価
値
を
認
め
て

も
ら
い
た
い
と
の

期
待
で
、
販
売
す

る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
収
益
は
活
動

資
金
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
。

同
十
六
年
三
月
、
「
富
士
山
が
見
え
る

道
と
広
場
」
の
マ
ッ
プ
を
基
に
、
富
士
山

眺
望
点
を
巡
る
富
士
山
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約
五
十
人
が
参
加

し
た
。
地
元
で
自
然
活
動
を
行
っ
て
い
る

市
民
団
体
の
協
力
も
得
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
み
な
が
ら
ま
ち
の

眺
望
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
歩
い
て
み
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
同
年
五
月
に
は
、
「
富
士
山
の
あ
る
茅

ケ
崎
の
風
景
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
素
晴
ら
し

い
眺
望
景
観
の
再
確
認
と
、
ど
の
よ
う
に

後
世
に
残
し
て
ゆ
く
の
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
っ
た
。
応
募
作
品
五
十

五
点
が
市
内
で
展
示
さ
れ
、
来
場
者
に
よ

る
投
票
で
十
点
の
入
賞
作
品
を
決
定
し
た
。

茅ヶ崎海岸ヘッドランドより富士を望む (塚本正太郎/媛影)

こ
の
よ
う
に
、
「
富
士
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
年
々
着
実
に
成
果
を
上
げ
、
活
動

が
次
の
活
動
に
つ
な
が
り
、
市
民
の
認
知

度
も
高
ま
っ
て
い
る
。

幅
広
い
避
の
メ
ン
バ
ー
が

活
動
の
原
動
力

ま
ち
景
ま
ち
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
茅
ヶ
崎

は、

富
士
山
の
見
え
る
眺
望
以
外
に
も
、

都
市
計
画
、
景
観
形
成
、
別
荘
建
築
、
東

海
道
松
並
木
な
ど
を
テ
l
マ
に
活
動
を
続

け
て
お
り
、
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ま
ち
づ
く
り
講
座
の
開
催
、
行
政
へ
の
提

言
、
民
間
施
設
へ
の
提
案
な
ど
多
様
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は

一
見
別
々
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
例
え
ば
市
内
に
出
庖
し
よ

う
と
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
対

し
て
、
眺
望
景
観
の
視
点
か
ら
具
体
的
な

提
案
を
行
い
、
議
論
の
場
を
設
け
る
中
で

活
動
へ
の
理
解
を
得
て
、
後
に
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
展
示
場
と
し
て
場
所
を
提
供
し

て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
次
の
活
動
に
結
び
付
い
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
中
心
部
を
流
れ
る

「千
ノ

川
」
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
湘
南

四
市
の
市
民
団
体
が
連
携
し
た

「
落
書
き

消
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
市
民
団
体
と
の
連
携
が

一
段
と
広
が
っ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
強
み
と
し
て
は
、
都
市

計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、

フ
リ
l
ラ

イ
タ
l
、
カ
ラ
l
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

デ
ザ
イ

ナ
l
、
市
会
議
員
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
絵
は
が
き
、
マ
ッ
プ
の
制
作
が
手
作

り
で
行
え
た
の
は
、
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
層

の
た
め
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
原

動
力
に
も
な
っ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
は
、
そ
れ
ま
で
当

た
り
前
に
見
え
て
い
た
た
め
に
、
住
民
の

意
識
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
「
富
士

山
の
見
え
る
美
し
い
景
観
」
の
大
切
さ
の

再
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
都

市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
の

一
人
で
も
多
く
が
参
加
し
、
活
動
の
場
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

現
在
代
表
の
益
永
さ
ん
は
公
設
民
営
の

茅
ヶ
崎
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

受
託
し
て
い
る

N
P
O法
人
の
理
事
・
事

務
局
長
も
兼
ね
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て

い
る
が
、

「皆
、
茅
ヶ
崎
の
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
や
れ
る
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
積
極
的
に
活
動
に
結
び
付
け
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。
景
観
に
関
心
が
あ
る
人
は
も
っ
と
い

る
は
ず
、

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や

し
た
い
」
と
、
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
諾

っ
て
く
れ
た
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

田
中
真
一
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地域づ〈り団体操前

建

っ
た
ハ
ゼ
の
実
ろ
う
を

活
か
し
た
地
域
お
こ
し

山
口
県
南
東
部
。
瀬
戸
内
海
に
面
し
、

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

田
布
施
町
。
そ
の
町
の
北
部
、
宿
井
地
区

に
樹
齢
約
二
百
五
十
年
の
巨
木
が
あ
る
。

町
指
定
文
化
財
の
ハ
ゼ
の
木
で
あ
る
。

ハ
ゼ
は
ウ
ル
シ
科
の
落
葉
高
木
で
、
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
小
さ
な
白
い
花
を

咲
か
せ
、
秋
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉
し
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
実
か

ろ・ワ

ら
は
蝋
が
採
れ
、
和
ろ
う
そ
く
や
ポ
マ
ー

ド
、
口
紅
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。

園

今
回
訪
問
し
た
「
ハ
圃

ゼ
の
実
ロ
ウ
復
活
委
員

園

会
」
は
、
ハ
ゼ
の
実
ろ

園

う
の
生
産
と
い
う
失
わ
圃

れ
た
地
域
の
文
化
を
現
四

よ
み
が
え

昌

代
に
魁
ら
せ
る
と
と
も

司

に
、
そ
れ
を
地
域
の
交

哩

流
に
活
か
す
こ
と
で
、

「

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
団
体
で
あ
る
。

江
戸
穂

野

一方
法
で

ハ
ゼ

meつを
復
活

江
戸
時
代
、
ハ
ゼ
の
実
か
ら
採
れ
る
ろ

う
は
米
や
塩
、
紙
と
と
も
に
長
州
藩
の
収

入
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
産
物

・

商
品
と
し
て
、
そ
の
生
産
が
特
に
奨
励
さ

れ
て
き
た
(
防
長
四
白
政
策
)
。
し
か
し
、

戦
後
の
食
料
増
産
政
策
に
よ
っ
て
ハ
ゼ
の

木
の
多
く
が
伐
採
さ
れ
る
と
と
も
に
、
安

価
で
大
量
生
産
で
き
る
パ

ラ
フ
ィ
ン
ろ
う
に
そ
の
需

要
を
奪
わ
れ
、
ハ
ゼ
の
実

ん

ろ
う
の
生
産
は
途
絶
え

酎

た

。
そ
し
て
今
で
は
、
自

の飴
生
す
る
ハ
ゼ
の
木
は
町
内

海
に
多
く
あ
る
も
の
の
、
当

復的
時
の
生
産
を
し
の
ば
せ
る

時
ハ
ゼ
の
木
は
、
宿
井
に
残

-・圃置彊 D71  - )[， 

設立年=平成9年11月

設立・運営主体=自主的組織

代表者=田川一郎

会員数=33人

<事務局連絡先>

〒742-1513 

山口県熊毛郡田布施町麻郷3439-10

(電話)0820-55-5402 

(メール)haze@country-Iog.com 

(U R L) http://www.country-log.com 
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備
を
踏
ま
え
、
平
成
九
年
十

一
月
に
総
勢

二
十
人
に
よ
る
ハ
ゼ
の
実
ロ
ウ
復
活
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
復
活
作
業
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
十
二
月
の
第

一
土

・
日
曜
日
に

延
べ

二
十
三
人
が
参
加
し
、
地
元
で
自
生

し
て
い
る
ハ
ゼ
の
木
か
ら
そ
の
実
を
採
取

し
た
。
脚
立
に
乗
り
、
高
枝
切
り
は
さ
み

を
使
っ
て
行
う
こ
の
作
業
は
、
か
ぶ
れ
て

通
院
し
た
人
も
出
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
約
四
十
キ
ロ
の
収
穫
が
あ

っ
た
。

次
に
、
採
取
し
た
実
に
付
い
て
い
る
小

枝
を
取
り
除
き
、
ダ
イ
ガ
ラ
(
足
踏
み
式

臼
)
を
使
っ
て
砕
い
た
上
で
、
粉
に
な
っ

た
果
肉
と
種
子
を
ふ

る
い
に
か
け
て
選
別
。

こ
の
う
ち
果
肉
の
部

分
を
せ
い
ろ
で
蒸
し

た
後
、
手
作
り
の
立

木
式
搾
り
機
に
か
け

て
約
一

-
五
キ
ロ
の

生
ろ
う
を
抽
出
・
成

型
し
た
。

ハ
ゼ
の
実

ろ
う
が
復
活
し
た
瞬

間
で
あ
る
。
「抽
出
口

か
ら
初
め
て
ろ
う
が
流
れ
出
し
た
時
の
感

動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
同
氏
は
一言
ヌノ
。

同
復
活
委
員
会
で
は
、
よ
み
が
え
っ
た

地
域
の
文
化
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
継
続

し
て
ハ
ゼ
の
実
ろ
う
を
生
産
し
て
い
る
ほ

選別作業
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⑥ 地域づ くり団体問

か
、
ろ
う
搾
り
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
学
習
や
夏
祭
り
の
開
催
な
ど
、

そ
の
活
動
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

体
験
事
習
を
ず通
じ
た

地
減
法

ゆ
交
流

ハ
ゼ
の
実
ろ
う
が
復
活
し
た
出
来
事

は
、
そ
の
後
マ
ス
コ
ミ
や
町
、
県
の
広
報

誌
な
ど
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ

が
対
外
的
な
活
動
を
開
始
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

同
十
年
十
二
月
に
は
、
地
元
の
城
南
小

学
校
の
要
請
を
受
け
て
、
六
年
生
を
対
象

と
し
た

「搾
り
体
験
学
習
」

を
開
催
し
た
。

作
業
場
に
集
っ
た
児
童
ら
は
会
員
か
ら
ハ

ゼ
の
実
ろ
う
が
で
き
る
ま
で
の
説
明
を
受

け
た
後
、
会
員
の
指
導
の
下
、
各
工
程
に

挑
戦
し
、
ろ
う
作
り
に
励
ん
だ
。
児
童
ら

は
、
自
分
た
ち
が
搾
っ
た
ろ
う
で
作
っ
た

ろ
う
そ
く
を
お
み

や
げ
に
持
っ
て
帰

れ
る
と
あ
っ
て
、

大
喜
び
だ
っ
た
。

こ
の
体
験
学
習

は
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で

に
約
百
八
十
人
の

児
童
が
郷
土
の
歴

史
を
肌
で
体
感
し

た
。
阿
部
氏
に
よ

る
と
、

学
校
の
先
生
か
ら
も

「児

童
が
自
ら
体
験
す
る
こ
と
で
、
ろ

う
づ
く
り
に
携
わ
る
先
人
の
苦
労

を
知
り
、
物
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
が
芽
生
え
る
」
と
好
評
だ
。

復
活
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
い
く
つ
か
の
中
学
校
・
・
・

や
高
校
な
ど
の
要
請
を

・
司

受
け
て
体
験
学
習
を
開
国
圃
'

催
し
て
お
り
、
最
近
で

h
H

は
ろ
う
け
つ
染
め
体
験

W
Y

や
ク
レ
ヨ
ン
作
り
体
験

目
刊
幽

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
要
請
が
あ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

ハ
ゼ
私
亮

gう
普
現
に

地

元

第

り

カ

復

活

J

i

 

同
復
活
委
員
会
で
は
、
町
内
の
人
に
も

っ
と
ハ
ゼ
の
実
ろ
う
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
平
成
十
四
年
か
ら
手

作
り
の
夏
祭
り
「
た
ぶ
せ
ハ

ゼ
の
実
ろ
う
そ
く
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
る
。
昔
か
ら

あ
っ
た
地
域
の
夏
祭
り
を
復

活
さ
せ
た
い
、
と
い
う
思
い

が
開
催
に
至
っ

た
き
っ
か
け

で
あ
る
。
こ
の
祭
り
は
、
ハ

ゼ
の
実
を
も
じ
っ
て
こ
れ
ま

で
毎
年
八
月
三
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

地元小学生の体験学習

昼
の
部
は
、
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、

生ろう

ろ
う
搾

り
や
ろ
う
け
つ
染

め
、
和
ろ
う
そ
く

く

の
絵
付
け
な
ど
が

そ
行
わ
れ
た
ほ
か
、

λ
J
 
絵

ハ
ゼ
の
実
ろ
う
で

作
っ
た
和
ろ
う
そ
く
も
販
売
さ
れ
た
。
同

復
活
委
員
で
は
毎
年

一
回
研
修
旅
行
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
和
ろ
う
そ
く
は
か
つ

て
訪
ね
た
滋
賀
県
の
職
人
に
生
ろ
う
を
送

り
、
再
現
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、

祭
り
で
は
こ
の
職
人
が
直
接
、
和
ろ
う
そ

く
の
製
作
実
演
を
し
て
く
れ
た
。

夜
の
部
で
は
、
地
元
の
田
布
施
少
年
少

女
合
唱
団
が
ろ
う
そ
く
を
前
に
歌
声
を
披

露
し
た
り
、
約
三
百
個
も
の
空
き
瓶
の
中

に
ろ
う
そ
く
を
立
て
、
田
布
施
川
畔
に
並

べ
て
点
灯
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
夏
の

夜
を
満
喫
し
た
。
点
灯
の
際
に
は
、
周
辺

住
民
ら
の
協
力
で
周
囲
の
街
灯
が

一
斉

に
消
さ
れ
、
ろ
う
そ
く
の
灯
り
だ
け
が

辺
り
を
包
み
込
む
幻
想
的
な
世
界
が
広

が
っ
た
。

こ
の
祭
り
は
町
の
助
成
金
(
今
年
度
一

十
万
円
)
だ
け
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
十
分
な
P
R
は
で
き
て
い
な
い
が
、

一
昨
年
は
約
五
百
人
、
昨
年
は
約
千
人
も

の
人
が
訪
れ
、
大
盛
況
だ
っ
た
。
屋
台
や

ス
テ
ー
ジ
と
い
っ
た
派
手
さ
は
な
い
が
、

同
氏
は
「
夏
の
夜
を
静
か
な
灯
り
だ
け
で

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
ろ
う
そ
く

の
灯
り
が
生
み
出
す
"
ス
ロ
ー
な
時
の
流

れ
“
へ
の
思
い
を
訴
え
た
。

N

d

 

和
ろ
さ
そ
性
を
地
域
の
特
産
晶
に

ハ
ゼ
の
実
ろ
う
を
架
け
橋
に
地
域
と
の

交
流
を
深
め
る
復
活
委
員
会
だ
が
、
会
員

は
高
齢
者
が
多
く
、

高
所
で
の
採
取
作
業

の
危
険
性
や
ろ
う
文
化
の
伝
承
を
考
え
る

と、
若
者
の
参
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
最
近
に
な
っ
て
、
若
干
数
で
は
あ
る

が
体
験
学
習
に
参
加
し
た
若
者
が
会
員
に

加
わ
り
、
復
活
委
員
会
で
は
今
後
も
地
域

で
の
交
流
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
目
標
は
、
和
ろ
う
そ
く
を
地
域

の
特
産
品
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
手
作
り

の
た
め
大
量
生
産
が
で
き
ず
、
現
在
は
阿

部
氏
の
会
社
内
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
資

料
室
と
夏
祭
り
で
の
販
売
だ
け
で
あ
る

が
、
地
元
産
品
を
販
売
す
る
地
域
交
流
館

か
ら
出
品
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

今
後

の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

宿
井
に
残
る

一
本
の
ハ
ゼ
の
木
に
始
ま

っ
た
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

佐
康
正
問
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平
成
十
五
年
度
収
支
決
算
案

や
事
業
報
告
を
承
認

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
第
七
十
二
回

理
事
会
と
第
五
十
三
回
評
議
員
会
が
、
六
月

十
五
日
に
全
国
都
市
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
十
五
年
度
事
業
報
告
案
お
よ
び
同
収
支
決
算

案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た。

十
五
年
度
の
収
支
決
算
額
は
、
収
入
が
十

四
億
四
千
四
百
七
十
一
万
七
千
円
、
支
出
が

十
一
億
七
千
一
百
五
十
二
万
三
千
円
で
、
次
期

繰
越
額
は
二
億
七
千
三
百
十
九
万
四
千
円
で
す
。

カ
ゴ
(
手
業
)
展
を
開
催

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
京
・

有
楽
町
の

「ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
」
に
お

い
て
、
八
月
三
十
日
聞
か
ら
九
月
三
日
悩
ま

で
の
五
日
間
、

「力
ゴ
(
手
業
)

展
」
を
開
催
し

ま
す
。
全
国
各
地
に

は
、
そ
の
地
方

の
風
土
に
根
差

し
た
、
優
れ
た

"
道
具
“
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
は

現
代
に
生
き
る

私
た
ち
に
不
思

議
な
ぬ
く
も
り

を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
こ
で

今
回
、
全
国
各

地
か
ら
力
ゴ
を

集
め
、
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今

の
暮
ら
し
に
潤

い
と
奥
行
き
を

生
み
出
し
て
い

く
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
九
月
三
日
は
午
後
六
時
か
ら
琴
と

ギ
タ
ー
の
カ
ル
テ
ッ
ト

「ら
・

ぷ
り
|
ざ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

「ら
・

ぷ
り
l
ざ
」
は
ス
ペ
イ
ン
語
で

「そ

よ
風
」
の
意
昧
で
、
ラ
テ
ン、

ロ
ッ
ク
、
ポ
ツ

福持
~行政と市民が一体となる社会を考える~

地楊活性化フォーラム
『はじめよう、創意工夫のまちづくり』

0日時平成16年10月8日 (金)
13 : 30~ 16 : 50 

0会場.フェニックスプラザ大ホール
福井市田原1丁目13番6号

0主催 .福井市、(財)地域活性化センタ-
O定員 1000名
0参加費:無料

プ
ス
、

民
謡
、
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど、

多
彩
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
楽
し
く
演
奏
い
た

し
ま
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
響
き
が
手

業
の
暖
か
さ
に
通
じ
る
、
す
て
き
な
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

.基調講演 ねじめ正一 .作家、詩人

.パネルデイスカツシヨン

コーデイネーター/山根一員

・ノンフィクシヨン作家

哲夫 ・せんだいみやぎNPO
センタ一代表理事、

常務理事

岸本 晃 ・プリズム代表取締役

酒井 哲夫 ・福井市長

名和田是彦 ・東京都立大学教短

中井 玲子 ・福井市民代表

円相

台内

パネラー/加藤

社会が成熟し、人々の価値観が多元化する中で、

住民が真の豊かさを実感できるまちづくりを進め

るためには、地域分権の理念である住民自らの創

意工夫と主体性が愚大限に発揮できる社会の仕組

みをつくりあげていく必要があります。

また、交通網や情報通信技術の発達により生活

鴎が広域化してきたことや、市町村合併によって

新たな地域コミュ二ティに対応する魅力あるまち

づくリが望まれます。

そのためには、住民が「我々は地域コミュ二テ

ィの主人公であるJとの考えを基に、積極的にま

ちづくリに参加することが重要です。

今回、このフォ ラムを開催することで、自治

コミュ二テイ形成時代における住民の自主性 自

立性について考える機会とし、今後の活力ある新

しい地域づくりの方向性を見いだします。

.問合せ先 :(財)地域活性化センター

企画部情報サービス課担当'山本

TEし03-5202-6135 FAX.03-5202-0755 
(財)地域活性化センターホームページ「地域づくり百科 (http://www.chiiki-dukuri-

hyakka.or.jp/l Jからお申し込みください。

.申込方法

46 2004・8月号組通以~
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八
朔
祭
り

茨
城
県

48 

勝田駅前

.

.

.

.

.
 

ほ
っ
さ
く

h
h岡
く
か
ら
「
湊
八
朔
祭
り
」

-
1
1
と
称
し
て
い
る
祭
り
で
あ

る
。
八
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
「
八
朔
祭
り
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
現
在
は
八
月
の
第

四
週
に
行
わ
れ
て
い
る
。

祭
り
の
形
式
は
、
天
満
宮
の
祭

神
が
海
か
ら
出
現
し
た
と
い
う
伝
説
に
基
づ
く
、
浜
降
り
祭
り

み
こ
し

で
あ
り
、
祭
礼
は
神
輿
が
天
満
宮
を
出
発
し
、
町
中
を
通
っ
て

「
お
腰
掛
け
」
(*
1
)
に
至
り
、
祭
事
を
行
い
、
再
び
出
神
輿
し

て
帰
路
に
着
く
。

こ
の
祭
礼
は
、
浜
降
り
の
出
神
輿
に
際
し
て
、
町
内
ご
と
に

所
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
風
流
物
が
供
奉
さ
れ
、
行
列
に
従
い
華

や
か
に
執
行
さ
れ
る
の
が
特
徴
。
風
流
物
は
神
輿
の
露
払
い
と

な
る
六
町
自
の
「
さ
さ
ら
」
(*
2
)
、
元
町
の
「
み
ろ
く
」

(*
3
)

を
は
じ
め
、
町
内
ご
と
の
山
車
が
町
中
を
練
り
歩
く
も
の
で
、

総
数
で
十
基
を
超
え
る
。

特
に
終
日
の
夜
に
は
、
漁
港
に
終
結
し
た
山
車
、
が
一
列
と
な

り
、
町
中
を
練
り
歩
く
姿
は
壮
観
で
あ
る
。
な
お
、
本
年
度
は

八
月
二
十
八
日
出
、
二
十
九
日
叩
に
開
催
さ
れ
る
。

* * * 
3 2 1 

鎮
座
石
で
、
初
め
て
神
が
海
か
ら
上
が
っ
た
と
こ
ろ
。

三
匹
の
獅
子
操
り

鹿
島
、
香
取
、

春
日
の
三
神
の
人
形
操
り
。

2004・8月号誌記減鎗



8月
(予定)

*日本橋プラザピルイベン卜スペース・8月24日
山梨県東京物産観光センター

・8月 26日 ~27日
富士川町 (静岡県)

女ふるさと情報プラザ

・8月 2 日 ~6 日
長崎県

・8月 30日 ~9月 3 日
プラザ自主企画展

CORNER EVENT 

.6月 28日 ~30 日

西川町 (山形県)

月山四季の卜レツキング

と観光PR展 (4)

*日本橋プラザピル

イベントスペース・6月21日
木曽福島町観光協会 (長野県)

木曽福島 ・観光キャンペーン (1)

・6月 24日 ~25日
東根市 (山形県)

中央区さく らんぼ祭 (2)

・6月 29 日 ~30日
松本市 (長野県)

日本橋プラザ「松本の物産と

観光展j

女ふるさと情報プラザ

・5月 31 日 ~6月4日
高知県

「達人と行こう清流四万十川と

黒潮の海j

・6月9日 ~ 10 日
大和郡山市 (奈良県)

I全国金魚すくい選手権大会PRJ
と金魚すくい体験 (3)

・6月 14日 ~ 18日
大洗町 (茨城県)

「大洗海の大学JPR展

-・

{
編
集
後
記
】

V
四
月
に
発
表
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
中
小
企
業
白
書
で、

地
域
の
実
情
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
、

雇
用
を
生
み
出
す
地

域
貢
献
型
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
取

り
上
げ
ら
れ
、

「中
小
企
業
が
持
つ
多
様
性
の

一
面
を
進
化

さ
せ
た
企
業
形
態
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
総
務
省
の

研
究
会
報
告
で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
際
の
新
た
な
手
法
と
し
て
、
地
域
通
貨
導

入
と
並
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
の
形
成
を
提
案
し
た
。

従
来
の
景
気
刺
激
策
と
は
異
な
る
地
域
の
潜
在
的
な
活
力

を
引
き
出
す
手
法
で
あ
り
、
起
業
者
へ
の
支
援
を
通
じ
た

新
た
な
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
普
及
を
訴
え
た
o

v八
月
号
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
特
集
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
上
げ
た
。
ま
だ

一
般
化
し
て
い

な
い
名
称
な
た
め
、

表
記
に
際
し
て
は
新
聞
の
外
来
語
の

書
き
方
を
参
照
し
て
、

「二
語
か
ら
成
る
複
合
語
に
は
、
原

則
と
し
て
中
点

『
・
』
を
付
け
な
い
」
を
基
本
と
し
た
が
、

中
点
を
付
け
る
表
記
が
慣
用
化
し
て
い
る
地
域
や
事
業
名

な
ど
も
あ
り
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
し
た
。

V
都
市
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
弱
体
化
し
て
い
る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

は
行
政
や
企
業
で
は
十
分
対
処
で
き
な
い
地
域
社
会
の
課

題
に
き
め
細
か
に
対
応
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
。
住
民
自

ら
が
地
域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て

い
る
実
情
を
背
景
に
、
人
の
つ
な
が
り
や
暖
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
事
業
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
し
、

新
た
な
地
域
活
力
を
生
み
出
す
、
地
域
再
生
の

"
推
進

力
“
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(沢
)

【

9
月
号
予
告
}

特
集
H

マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
織
蟻
興

印刷 ・製本/株式会社丸井工文社
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